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　　　第一話　ジャックと豆の木の背景は北欧神話である




　　　　１




　人間界ミズガルズにはワルキュリエが舞い降りる。

　長い金色の髪に白い肌。女性にしては長身、だが男性と比べるとかなり華きや奢しやな肢し体たいはただ人間界の母親から生まれただけの魂ではまず保持できないバランスを整えている。その美しさは異性を虜とりこにするためのものというよりは、屠ほふる敵へ贈る手た向むけの華はなのような悪寒を内包していた。

　歳としの頃は外見ならば二〇代半なかほどといったところだが、ワルキュリエに人の歳月は当てはまらない。実際にははるかに長い時を戦い続けているのだろう。

　身に纏まとう鎧よろいの色は緑。だがそれは彼女の保有する武装の一側面に過ぎない。その正体は状況に応じて変幻自在に性質を変える魔法の装甲であり、北の空を漂うオーロラは揺ゆらぎ続けるワルキュリエの鎧が放つ光なのだ。

　その右手にあるのは形状こそ青白い槍やりだが、やはり本質は天から落ちる雷撃に他ならない。武具として振るわれれば天界アスガルドへ仇あだを為なす者達を皆殺しにし、魂のレベルまで破壊して冥めい界かいの勢力へ加える事すら許さない。滅雷の槍とも呼ばれる天罰には、その名を冠するに相応ふさわしい破壊力があるのだ。

「こんなものか」

　一面の瓦が礫れき。

　黒ずんだ景色の中央で燦さん然ぜんと輝く乙女の名はヴァルトラウテ。

　長身とはいえ、人間の女性の範囲での話。それが全ての頂点に君臨していた。それよりも高かったもの、大きかったもの全てを突き崩し、薙なぎ倒し、焼き払う形で。

　かつてここに黄金や大理石を使って毒々しいほどに飾られていた偽りの神殿があった事など、もはや誰も想像できないだろう。ただの黒。真っ黒。虚飾をはがし、彼らの罪状そのものを明るみに出したが如ごとく、ここにはもはや黒しかない。

　咎とが人びと。

　邪教崇拝者。

　巨人族と結びついて意図的に化け物を作り出し、自身の手足として使し役えきしようとしていた反逆者を一掃したところだった。罪の数は主に三つ。種族を越えた愛などではなく、ただ私欲を満たすために巨人族と結びつこうとした事。ハーフとはいえ人の魂を持つ者を道具として扱おうとした事。その巨人族と結びつくために、自分自身ではなくさらってきた若者達を捧ささげようとした事。審判は極刑と出た。

　……実際のところ、オーディンからヴァルトラウテに任されていたのはこの争乱で命を落とすであろう若者達の魂を仕分けし、必要な者だけを天界の館やかたヴァルハラへ導く事だけだったのだが、『相変わらず』肩に力が入り過ぎたようだ。

　おかげで大規模な悲劇が起こる前にケリをつけてしまい、導くべき魂の持ち主達は全員揃そろって生還してしまった。

　単純な実力では最強であるにも拘かかわらず、ワルキュリエ達の頂点に立てない理由である。

　ヴァルトラウテは周囲でうなだれている生存者達の方は見ず、中空へ目をやりながら、ここにはいない誰かに向けて声を放っていた。

「コール。状況３４６９の終了を報告しようぞ。……玉ぎよく座ざの主あるじはまたお怒いかりなるか。されどまぁ冥めい界かいの女王も穢けがれた魂を得られず、同じように歯は噛がみしていよう。それでチャラという事にしてもらおうぞ」

　神々の言葉の一部分は、ミズガルズに住む人間には理解できないだろう。彼女達としても、必要以上のものを理解させようとは思わない。

「了解、帰還の許可を確認した。管制ヘイムダルにルートの誘導を求めようぞ。オーバー」

　言葉を終えると、頭上の暗雲から一筋の光が差した。それは迷わずヴァルトラウテの上に落ちる。気がつけば、彼女の傍かたわらには巨大な白馬が佇たたずんでいた。ワルキュリエが白馬へまたがると、その髪が不自然にふわりと浮かび上がる。『重力の変動』が白馬の巨体にまで及んだ時、ヴァルトラウテの『存在』そのものが一度バラバラとなり、あらゆる空力的制約を超えて人間界ミズガルズから去る事になるのだ。

　と。

　帰還プロセスに許容範囲内のエラーが生じた。

　一人の男の子が、白馬にまたがるヴァルトラウテの右足を弱々しい力で掴つかんだのだ。

「生存者か」

　感情のない瞳ひとみでワルキュリエは呟つぶやく。

「ヴァルハラへ赴おもむき、天界の戦いくさを望むか。なれど急ぐ必要はない。汝なんじが勇敢な行いを貫き正しき魂を保持し続ければ、その時は必ず訪れるであろう」

「きれい」

　少年は脈絡のない言葉を、かすれた声で発した。

　彼は差し込む光の照り返しを受ける、ヴァルトラウテの黄金の髪に目をやっていた。

「ちょうだい」

　ヴァルトラウテはわずかに沈ちん黙もくする。

　ミズガルズの人間がワルキュリエに求める役割は一つ……のはずなのだが、たまにこうしたイレギュラーな事情が発生する事を、彼女は経験で理解していた。

　つまり。

　ワルキュリエに惚ほれてしまう男が出てくるという事だ。

「済まないが、その申し出に応える事はできない」

　冷え切った声で、彼女は言い放つ。

　少年の方は状況を理解していないようで、

「何で？」

「住んでいる世界が違う。世界樹ユグドラシルは九つの世界を隔へだてる。異なる世界をまたぐのは戦いくさに絡からむ時のみ。私がミズガルズへ来るのもその一環。理由なくまたげば、それに応じた戦が発生するであろうぞ」

　はー……と、どこにどう感心しているかも分からない調子で少年は口を大きく開き、

「お姉さんはここにいられないの？」

「不可能ではないわ。されど合理性を感じられない」

「むー」

「？」

「それじゃ納得できないの。ここはそういう理屈とかが出てる場面じゃないの」

　ふむ、とヴァルトラウテはわずかに首を傾かしげた。

　男女の色恋の機微なんぞ知った事ではないヴァルトラウテは、これまでの経験から、こうした問題へ対処するための最短の手順を選択する事にした。

　つまり、滅雷の槍やりを右手で掴つかんだのである。

　バヂバヂバヂィ!!!!!!　と、意図的に火花の炸さく裂れつ音を大きくさせながら、

「……理由の如何いかん、言動の規模を問わず、ワルキュリエはその活動を阻はばむ者を悪とみなして処分する権限を持つ。我が前に立ち塞ふさがる者は我が前に敗北する事と知るがよいぞ」

「ん、んー？　つまり僕が勝負に勝てば言う事聞いてくれるって話なの？」

「むっ!?　ちょっと待て!!　どこをどう回り道したらそういう結論に転がらんとするのだ!?　私は単に邪じや魔まする者は痛い目どころじゃ済まなくなるぞと言っているだけで……!!」

「はー……お姉さんと結婚かー……」

「もう勝った後の事しか考えてねえし!!　ご、ごほん。人間界ミズガルズで生まれた魂よ。その脆ぜい弱じやくな輝きでワルキュリエ九人体制の一角、四女ヴァルトラウテに敵かなうものと本気で信じんとするか？」

「しょーぶ!!　しょーぶ!!　ヴァルトラウテ、早く勝負のルール教えてー!!」

「くそおー！　つい名前を明かしてしまったか……!?」

　とはいえ、ここで腕力勝負に持ち込んで人間界ミズガルズの少年を粉ふん砕さいしてしまうほどヴァルトラウテは無機物思考をしていない。

（……そうだな。こういう場合は、この人間に絶対不可能な難題を突きつけてやるに限ろうぞ）

　古今東西の女神だの姫君だのが大体やるパターンである。

　ヴァルトラウテはもう一度咳せき払ばらいをして調子を整えてから、

「ならば世界樹ユグドラシルを己の力のみで登とう攀はんするがよい。汝なんじが天界アスガルドまで辿たどり着けた暁あかつきには、汝との婚姻を認めようぞ」

　まあ無理であろうワルキュリエの私でもまず無理なんだから、そもそも人間界で生まれた魂は世界樹ユグドラシルに畏い敬けいの念を抱いだいて触れようともしないからな、とヴァルトラウテは考えていたのだが、

「……『とうはん』って何？」

「登攀とは切り立った山や崖がけをよじ登る事だっ!!　あのデカい木を二本の手で登れェいと言っているのであるぞ!!」

「ええー!!」

「う、うむ。どうだ無理だろうできっこないだろうこれに懲こりたら大人しく人間の男は人間の女と結びつく事を考えるがよい隣近所の幼おさな馴な染じみとか意外と優良物件なるぞそれでは私はこれで」

「木を登るだけでワルキュリエと結婚できるのー!?　こ、こんなのみんなに教えなきゃ!!」

「待てェい!!　種族的な慣習ではなく私と汝の取り決め、勝負の話をしているのであるぞ!!　人間界の者が大挙して世界樹ユグドラシルを登り始めてみろ、主神オーディン辺りが反乱かと勘違いするだろうが!!」

「じゃあ登るのね！　僕がユグドラシル登ればヴァルトラウテ結婚してくれるのね!?　これヴァルトラウテの方から言ったんだからね!!」

「む」

　知らぬ間にホントに勝負する事になってしまったようだが、勝ち負けを競うのであればヴァルトラウテも適当には扱えない。

　そもそもワルキュリエとは戦いくさにまつわる神族の一員であり、主に人間界ミズガルズで発生する勝敗の厳格な監視者でもある。

　世界樹ユグドラシルの管かん轄かつは微び妙みようだが、根本は人間界ミズガルズにあるのだし、そこで行われる『勝負』についても、やはり厳格でなければならないだろう。

　しかも。

　少年の方から仕掛けた勝負なら、ヴァルトラウテが拒否すれば成立はしない。だが今回の勝負はヴァルトラウテから具体的な提案をして少年が受ける形である。つまり、少年がオーケーを出した時点で勝負は成立してしまった。今さら、ヴァルトラウテの方から取り下げる事はできない。

「ふ、ふん。ならばその勝負を受理しようぞ。人間界ミズガルズの魂に世界樹ユグドラシルの登攀などできるはずがないと思うのであるがな」

「できるよ」

「天界アスガルドは文字通り雲の上であるぞ。途中で力尽つきて落下すれば死が待つ。それでも受けんとするか」

「できるもん」

　邪教崇拝者どころか、そこらの巨人や毒竜でさえ怯ひるみかねないほど冷れい徹てつなヴァルトラウテの眼光を受けて、しかし人間の少年も真正面からそう切り返す。

　これは戦士の目だ、と彼女は思う。

　しかし直後に少年はにっこりと笑うと、片手をぶんぶん振ってこう言った。

「じゃあすぐに登るからね！　準備が終わったら世界樹ユグドラシルに向かうから、ヴァルトラウテはゴールの天界アスガルドで待っててね!!　これもルールだからねっ!!」

「待てい」

　白馬の上のヴァルトラウテは、ふと少年にこう切り出した。

「汝なんじはそこまでして、何な故ぜ私との婚姻を望まんとするか」

「んー」

　少年はほとんど考えずに即答する。

「ヴァルトラウテきれいだからー」

「……、」

「だからヴァルトラウテ。ちゃんとユグドラシルを登ったら、その時は僕と結婚して!!」







　そして天界アスガルドへ戻ってきたヴァルトラウテは、番人ヘイムダルにこう質問された。

「……何故断らなかったんです？」

　その問いかけに対し、普段は完全に無表情を貫くワルキュリエが、ほんのわずかに頬ほほを上気させ、視線を泳がせた。

「だ、だって、勝負として成立してしまったのだから無む下げにはできんではないか!!」

　いやそういう問題じゃなく問答無用で天界アスガルドへ帰ってくれば良かったのでは？　とヘイムダルは考えていたのだが、ヴァルトラウテはさらに目を泳がせながらこんな事を言う。

「そう、そうだ。勝負だから仕方がないのであるぞ!!　私は勝敗の厳格な監視者でもあるのだからな！　一度設定された以上はいかなる内容であっても全まつとうせねばならないわ!!」

「とか言ってまさか、きれいだとかちゃんと登ったら結婚してだとか、そういうのを真正面から言われたから押し切られたとかじゃないでしょイヒッヒイイイイ!!」

「……今の台詞せりふのどこにそのような予測を立てる単語が混じっていたというか？　そして汝がニヤニヤしている理由についても口頭で説明してもらおうぞ……」

「こっ、この分厚いコンクリートみたいに硬い、透明な壁の正体がただの威圧感、だと!?　いや待って呑のみます納得しますだから滅雷の槍やりは待って待ってー!!」

　照れ隠しにしては壮そう絶ぜつ過ぎる破壊力を前にガタガタ震える番人ヘイムダル。

　だが表面上の言葉はどうあれ、内心については思いっきり顔に書いてある。

　普段はおっかないからそういう機会そのものが珍しいのだが、意外とヴァルトラウテは押しに弱かったのであった!!




　　　　２




　天界アスガルドの端には、七本の滑走路ビフレストがある。

　滑走路と呼ばれているものの、使用プロセスは相当複雑な作りになっていた。使用者の『存在』を一度バラバラにした上で、あらゆる空力的制約を無視して九つの世界へ自由に送る。完全な『転送』ではなく厳密には光速の八七％まで加速した上での超高速移動なのだが、九つの世界のサイズを考えれば、それはほとんど瞬しゆん間かん移動に等しかった。

　この移動時にヴァルトラウテの体と一いつ緒しよに分解されたワルキュリエの鎧よろいが反応して広がるのか、ワルキュリエが空を突っ切る時には夜空一面に巨大なオーロラを発生させる事が確認されている。

　アース神族が九つの世界で絶大な力を発揮しているのも、このビフレストとワルキュリエの関係が大きい。発進までに若じやつ干かん時間がかかる代わりに、いつでも好きな場所へワルキュリエやその指揮下にある戦死者の魂エインヘルヤルの軍勢を送り込めるのだ。それがどれほどの脅きよう威いとなるかは、以前の邪教崇拝者殲せん滅めつを思い出してもらえれば分かりやすいだろう。

　で。

　そんなビフレストの端から人間界ミズガルズを覗のぞき込むヴァルトラウテ。管制を兼ねる番人のヘイムダルは、思いっきり進路妨害しているワルキュリエに辟へき易えきしているようだった。

「あのう、そこを独占されてしまうと三番滑走路が……」

「七本もあろうぞ。一本二本は構わないだろう」

「いやその、一時間に何十便が往来すると思っているんですか？　こういうのは効率と分散なんです。交通渋じゆう滞たいと同じ。一見何でもない道が塞ふさがる事で、ハイウェイに大きな列ができるのは分かるでしょう？　三番滑走路が封じられる事で生じる具体的遅延率は」

「だから何ぞ？」

「……いえその、何でもないです、はい、あうー……」

　ギンと睨にらまれ、ヘイムダルは収納ボックスに体を収めるように身を縮ちぢめる。

　小さくなったまま番人ヘイムダルは言う。

「しかし、あんな口約束なんて真ま面じ目めに引き受ける必要もないのでは？」

「ふ、ふん！　私だってあんな人間界ミズガルズの少年に世界樹ユグドラシルを登とう攀はんしきれると思ってなどいないわ。だが勝負が設定された以上は決着まで見届けなくてはワルキュリエではない。良くて世界樹の根本まで来て圧倒されるのが関の山、最悪、そもそもユグドラシルへの畏い敬けいが強過ぎて、根本までやってくる事すらないかもしれんがな」

「……来ない方が『最悪』になるんですね」

　余計な事を言ったヘイムダルが、ゾン!!!!!!　という槍やりのように鋭するどい視線に貫かれて全身を硬直させた。もうこれ以上は小さくなれない、と彼は切実に思う。

　ヴァルトラウテは気を取り直し、

「ともかく、この目で勝負の結果を見届けるまでぞ。あの少年が敗北するという結果をな。不戦敗でも負けは負け。これで晴れて私は結婚などという訳の分からん口約束から解放されるのであるぞ」

「あのー」

「確かに世界樹を登ると宣言した時の少年の目は戦士のそれではあったわ。このワルキュリエと勝負を設定するに足るほどにな。だが口先だけなら何とでも言えようぞ。実際、こんな無む謀ぼう極まりない勝負の前では怖おじ気けづくのが当然……なんぞ良いところで」

「あの少年やってきちゃいましたけど」

「っ!?!?!?」

　ヴァルトラウテは慌あわてて三番滑走路の端から人間界ミズガルズへ視線を投げた。

「馬ば鹿かな……馬鹿な!!　あの少年は己の命が惜おしくはないとでも言うつもりか!?」

「こんなガサツで勝負馬鹿で年がら年中鎧よろいな私のためにそこまでしてくれるなんて私もう胸がキュン……何でもありません許して許して勝手に意訳して申し訳ありませんからカミナリのそれだけは許してー!!」

　両手で頭を庇かばうヘイムダルも地上を見下ろしながら、

「ジ、ジャック＝エルヴァンでしたっけ？　資料によると人間界ミズガルズの中流階級出身のようですが」

　とはいえ、まさかもう天界アスガルドに到着したという訳ではない。

　人間界ミズガルズは、世界樹ユグドラシルの根本にある。少年はその巨大な木にまでやってきたのだ。

　どうやら本気であの木をよじ登るつもりらしい。

　普通の人間なら世界樹ユグドラシルには畏敬の念を抱いだいているし、他の世界へ向かう事への漠ばく然ぜんとした恐怖もあるだろうから『世界樹に登ろうとする』思考そのものが思い浮かべられないのだが、この少年はそうした制約をぶっちぎっているらしい。

　木と言っても幹みきの太さは並の都市部に匹敵するため、感覚としてはほとんどロッククライミングに近いか。複雑に入り組んだウロなどは、もはやちょっとした迷路のようにもなっている。

　超人的（というか厳密には人間ではない）な五感をさらに魔法の力で強化したヴァルトラウテは、彼の一挙手一投足を、両目を見開いてガン見する。

　少年は世界樹の根本でこう呟つぶやいていた。

『ハンカチ良し、お腹なかがすいた時のお菓子良し、水筒も持った。これでいけるぞー』

「超軽装!!　っていうか履いているのもブーツじゃなくてサンダルであるぞ！　せめて命綱ぐらい用意して……うわっ、登った、ホントに登った!!　サンダルでユグドラシルに登り始めたぞどうしよう!?」

「……こ、今度は今すぐ助けたいで間違っていませんよね？　もうあなたが飛んでいって拾ってあげれば良いのでは？　何なら滑走路ビフレストを開放しますけど」

「馬ば鹿か野郎ッッッ!!!!!!」

　ヴァルトラウテの鉄拳が飛び、ヘイムダルの巨体が小石のように滑走路を転がっていく。

「私は戦いくさを司つかさどる神族にして、物事の勝敗を見極める者であるぞ!!　明確なルールのある勝負の途中で一方的に介入などできようものか!!」

「ぶ、ぶごう……ぶぶう……」

　知性の欠片かけらもない呻うめき声を上げるヘイムダルは、ヴァルトラウテの言い分など聞いていない。というか、聞いている余裕がない。

　そうこうしている内に、地上の方で変化があった。

　天界アスガルドは文字通り雲の上だというのに、一〇メートルほどよじ登ったところで、早くも少年が木の枝に腰を掛けて水筒へ手を伸ばしたのだ。

『はー、疲れたー』

「この軟弱者め!!」

「い、いえ……人間の一〇メートルはそれなりの高さにあたるはずですが」

「そういう話ではないわ！　あの者は確かにこう言ったのであるぞ。ユグドラシルを登ったら結婚してくれと。勝負の報酬自体は馬鹿馬鹿しいが、このワルキュリエと取り決めた神聖なる勝負ぞ。それを……それを、あの野郎!!　たった一〇メートルだと!?　それは勝と敗を分け、その行方ゆくえに己が運命を託した者への侮ぶ辱じよくと受け取っても良いのだろうな!!」

「えーと分かりやすく言うと、わ、私に対する気持ちはそんなものじゃないよねもっと頑張ってよね的なギャースすみませんッッッ!!」

　一応本人への攻撃は極力控えようとは思っているらしい（でも突発的にグーが飛ぶ事はある）ヴァルトラウテが滑走路ビフレストの方を破壊し始めたので、社会的にまずい事になりかけた番人ヘイムダルは慌あわてて全力の謝罪を実行する。

　しかしそこで彼は気づいた。地上を指差して言う。

「見てください、何かあるみたいですよ！」

「む？」

　ヴァルトラウテが地上へ目をやったところ、ユグドラシルの枝で一休みしている少年の近くへ、一匹の白猫が近づいていた。

　何な故ぜか猫は人語でこう話しかける。

『よーよー、こんな所で何してんの？　高い所は危ないんだぜ。落ちたら怪け我がするぜ』

「……しゃべる猫のくせにまともな事を言っていますね」

「……、」

　すると少年はこう答えた。

『世界樹を登るの。ヴァルトラウテが待っているんだよ』

「べ、別に待ってなどいないッ!!」

「でも妨ぼう害がいする気もないんですよね」

「当たり前ぞ。これは真剣勝負なのだからな!!」

『でもよー。見上げてごらんよ。あんな高いトコまで本当に登れんのか？』

『できるよ』

『それより下に行こうぜ。ヨツンヘイムまで行けばどんな知恵でも手に入る魔法の水が湧わき出しているからさー』

『そっち行ってもヴァルトラウテはいないんだってば』

『でも知恵の水を飲めば宿題だって怖くないんだぜ？』

『……まじで？』

『マジでマジで。だからさー、天界アスガルドなんて辛しん気き臭くさい所なんて目指さないで、俺と一いつ緒しよに……』




　そしてヴァルトラウテは滅雷の槍やりを投げ放った。




　ッッッドン!!!!!!　という爆音と共に、天から地へ一直線に青白い刺突が襲いかかる。それは少年の目と鼻の先を通過し、しゃべる白猫を地面の底の底まで容よう赦しやなく叩たたきつける。

　イカズチ。

　天罰の象徴。

　肩で荒い息を吐はくヴァルトラウテは、届くはずもないのに地上へ向けてこう叫さけんだ。

「真剣勝負に水を差すでないわ馬ば鹿か者め!!　冥めい界かいへも行けぬ体にならんと欲するか!!」

「ねっ、ねこがっ、ぷりちーな小さい猫がー!?」

「あれの正体はミズガルズの蛇へびぞ!!　ウトガルザロキが雷神トールを騙だました時も、あの巨大な蛇はウトガルザロキの幻術のサポートで猫に化け、油断を誘っていただろうが!!　見ろ、変身が解除しかかって全身が気味悪い鱗うろこに覆おおわれ始めていようぞ!!　あんな化け物が関かかわったら勝負の公平性などゼロになるわ!!」

　言われてみればヨルムンガンドですねー、とヘイムダルは思い出す。

　ヴァルトラウテは鎧よろいの胸当ての前で両腕を組み、

「まったく、雷神トールと肩を並べる猛もう獣じゆうまで邪じや魔まに入ろうとは……これだから運命は侮あなどれんわ。それにしても、あの少年も勝負の最中は勝負の事だけを考えていれば良いのだ。それが勝と敗を分かつ者同士の礼儀というものぞ」

「でもあの子、地面に落ちた蛇へびが心配になって一度木を降りる事にしたようですね」

「～～～っっっ!!」

　ま・じ・め・に・しょ・う・ぶ・し・ろ!!　と、もはや大人げなく地じ団だん駄だを踏むヴァルトラウテだが、直接手は出さないと公言したばかりである。
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　そんな訳で地面に落ちた猫を介抱した少年は再びユグドラシルへ登り始めた（ちなみにこの猫、今度は悪戯いたずらではなく本気で忠義を誓おうとしたようだがヴァルトラウテが滅雷の槍やりの連発で追い払った。公式発言では『私との勝負の最中に蛇などと知り合いになったら、その因果には私も責任を持たなくてはならん』からとの事らしい）。

「つまり、わっ、私だけ見ていれば良いんだからね的な？」

「あァ？」

　視線に貫かれた上、強きよう大だいな威圧感に押し潰つぶされてうずくまる番人ヘイムダル。

　猫の他には大した妨ぼう害がいはなく（というか、厳密にはヴァルトラウテの恐ろしさを目まの当たりにして誰も近づく事ができず）巨大な木を登り続ける少年。ヘイムダルは代わり映ばえのない場面の連続にあくびをしていたが、ヴァルトラウテは相変わらずのガン見である。

「この調子だと本当に登り切ってしまうかもしれませんね」

「チッ!!　だがそうなった時は仕方がないわ！　これは真剣勝負なのだから!!　私とてワルキュリエ九人姉妹の四女ヴァルトラウテ!!　敗者としての務めもまた完璧にこなすのが当然ぞ！　た、たとえそれが結婚でもだ!!」

「そーかいそーですね」

　本格的に暇になってきた番人ヘイムダルは、ついうっかり口を滑すべらせてしまう。

「でも結婚結婚と言いますが、あの少年と結婚したら具体的に何をされるおつもりなんです？　ご飯にするお風呂にするそれとも第三の選択肢を絶対選べよこの野郎的な覚悟も決めているんですよね」

「わっ、私は負けなどせんわ馬ば鹿か者め!!」

「まあ新婚夫婦って言ったら裸エプロンぐらいのアクロバットは当然ですよねー」

「な、何ぞ。裸エプロンとはどのようなものぞ？」

「あれがあーしてこーです」

　番人ヘイムダルがフニャフニャとしたジェスチャーを交えて説明したところ、

「……ッッッ!?!?!?」

　ヴァルトラウテが思わず本気の拳げん骨こつを落とし、ベタァァァァァァム!!　と危あやうく番人ヘイムダルが三番滑走路と一つになるところだった。

「ぶ、ぶぶう!!　ぶげがべがべばっ!!」

「バッ、どこまで馬ば鹿かなのだ汝なんじは!?　その変態的思考にはほとほと呆あきれ果てたものぞ!!」

「ご、ごぶっ……いやでも、その変態的なラインをつい情熱で割っちゃうのが新婚効果なんですってば。そこから一年ぐらい過ぎればふと冷静になるものなんですがね」

「で、では……私の敗北にはそのようなペナルティまでついてくるという訳か」

「お風呂に入っているとお背中流します的な乱入があったり、ちょっとした果物ぐらいなら口移しもあったり、何ならもー女体盛りぐらいまでなら若気の至りって事でギリギリセーフだったりする訳ですね。ちなみに私は魚介類を乗せた正統派よりホイップクリームやストロベリーで飾り付けしたドルチェ派ですが……」

「待て待て待てい!!　結婚という一語にとんでもない数のチップが山積みされんとしていないか!?」

「でも負けないんですよね？」

「ううっ!?」

「どれだけ積まれたって勝っちゃえば問題ありませんよね？」

「そ、そうだとも」

　ヴァルトラウテは胸当ての前で両腕を組んで仁に王おう立ちした状態でプルプルと小刻みに震えながら、何とか腹に力を入れてこう叫さけんだ。

「ま、負けなければ良いのであるぞ！　負けなければ!!　私はワルキュリエ、戦いくさを司つかさどる神族にして物事の勝敗を見極める者ぞ!!　負ける可能性など考える必要はないのだ、ブツブツ!!」

「……でもワルキュリエの仕事は勇敢な戦死者の魂を集める事だから、どっちかっていうと負ける側につく方が多いんじゃブギュエエエ!!　肘ひじの尖とがったところを突かないでくださいっ、痺しびれっ、痺れてっ!!」

　そんな事を言い合っていた天界の住人達だったが、その時変化が訪れた。

「うーん。何だか苦しそうですね」

「これだけの高さであるぞ。ずっと木登りをしていれば疲れんとするはずだ。……というか、管制の誘導を使わずに純粋な膂りよ力りよくだけで登り切るなど、全盛期の人間ジークフリートでも無理ではないか？　正直、ワルキュリエの私でもできるかどうか分からんぞ」

「そういうのとは違うんじゃあ……？」

「どういう事ぞ」

「いえね」

　ヘイムダルは透明な石板を取り出し、いくつかのデータを呼び出しながら、

「世界樹ユグドラシルは九つの世界を分けている訳じゃないですか。そしてユグドラシル全体で天と地を支えている」

「それが？」

「ええと、高度と気圧の関係って言えば分かります？　高度が上がれば上がるほど、酸素の量は少なくなる。私達はほら神様系だから大丈夫ですけど、人間の子供って酸素がないと危ないんじゃありませんでしたっけ？」

「……、」

　ヴァルトラウテの顔が徐々に青ざめていく。

「つまり、これは、その、どういう状況ぞ？」

「あの少年はユグドラシルを登り、天界アスガルドへ近づいているのは事実です」

　ヘイムダルは出てきたデータを眺ながめて呻うめきながら、

「……でも、人間が天界へ近づくっていうのは、つまり死にかけているって事じゃないですか？　到着するとあの少年は死んでしまうんじゃあ……？」

「待て待て待てい」

　ヴァルトラウテは片手でヘイムダルを制する。

　負ければ少年の望みは絶たれ、勝っても少年は命を落とす。

　別に少年との婚姻など望んでいない、そう、絶対に望んでいないのであるぞ的なヴァルトラウテではあるが、それとは別問題で、勝負の公平性が欠けている事には我が慢まんができないのだ。

　基本的に、ワルキュリエとは勝負馬ば鹿かなのである。

　長女ブリュンヒルデなどもこのパターンの結婚問題で一度大きくしくじり、イカサマに（記憶を消す薬を飲まされていたため、そうとは気づかずに）関かかわった人間ジークフリートの殺害計画を完遂した挙げ句、割腹自殺を図るとか洒落しやれじゃ済まないエピソードを作っている。

「一応今回の件は主神オーディンにも報告してあり、勝負の許可もきちんと得ているのであるぞ。よじ登る子供を見て反逆者扱いされても困るのでな。そしてあの眼帯の軍神に、この勝負の公平性も証明してもらっているのであるぞ。『主神が認めた公平な勝負』で、何な故ぜこのような状況が発生せんとしているか!?」

「では、それが許可を出したオーディン様の狙ねらいだったのでは？」

「……なん、だと……」

「あのヒゲ、優れた戦死者の魂を手に入れるためなら、平気で人間界の戦争とか起こしますからね。ユグドラシルを登ろうなんて考え方自体が並の勇ゆう猛もうさを飛び越えてしまっていますし、実際そこそこ良い線いっています。軍神なら喉のどから手が出るほど欲しがっていても不思議じゃありません。つまり、ルールの不備をわざとスルーして少年を戦死者エインヘルヤルの一員にしようとしているんじゃないですかね」
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　実際はもうちょっと込み入った事情があった。

　天界の館やかたヴァルハラの一番奥の大広間で、いかにも偉えらそうな玉ぎよく座ざに腰掛けている眼帯の軍神オーディンは、妻のフリッグと顔を合わせていた。

　オーディンの見た目は四〇前後、フリッグは三〇前後と『世界の歴史を眺ながめてきた』にしては矛盾した外見の神々だが、そもそも彼らは女神イドゥンの育てる不死の林りん檎ごを食べているので、見た目の年齢はあてにはならない。

「私は反対です」

　とフリッグは言う。

「いかなる理由があろうとも、家庭を獲得するための努力へ水を差し、あまつさえ片割れを死なせてしまおうとは」

「それはお前が結婚を司つかさどる女神だからそう思うのだ。お前がそう思うように、軍神の俺は戦いくさを司るが故ゆえに別の事を考える」

「……、」

「ヴァルトラウテと人間界の男子を結びつかせるのはまずい。それはお前も、知識としては分かっているだろう。実感までは得られなくともな」

「……ワルキュリエは九人でワンセット。その一ひと揃そろえで戦死者の魂エインヘルヤルの軍勢を操あやつる、ですか」

「実質、個体差はあっても九人は本質で繋つながっている。ヴァルトラウテ一人は他の八人と同じ。仮にたった一人の人間になびけば、それは他の八人も縛しばり付ける。エインヘルヤル軍勢全ての指揮権を間接的にあの少年が得る事になってしまう」

「ワーグナー式ですか。無理に準じる必要はないのではないですか？　ヴァルトラウテだけを切り離せば、システムとしてのワルキュリエ体制は維持できるはずです」

「ワルキュリエは神と人をリンクさせる役割を持つ。神の都合だけで構成する訳にはいかないのさ。そのためのワーグナー式、そのための『人間側が一番イメージしやすい』形だ。……そもそも、ワルキュリエが何な故ぜ美しい女性の形をしているのか、分からんとは言わせんぞ」

　オーディンは玉座の上でくつろぎながら、軽い調子で言う。

　フリズスキャルヴと呼ばれるその玉座は、座った者に世界を見渡す力を授ける。ワーグナーという、世界観や時系列が厳密にはズレている人物名がこの幻想世界に出てきているのもそのためで、彼は『別の場所』から情報を引っ張り出しているのだ。

「困るんだよ」

　オーディンは言う。

　ちっとも悩んでいる様子はなかった。

「こういう事態になってしまってはな。何のために戦死者の魂を集めている？　全ては最終戦争ラグナロクのためだ。悪あく霊りようや巨人族だけでも厄やつ介かいだというのに、このままでは第三の勢力が生まれかねない」

「そのために、あの少年の命を奪うと？」

「対等の婚姻だから問題なのだ」

　フリッグの非難に、オーディンは苦笑する。

「だがワルキュリエは戦死者の魂を支配する。その逆はありえない。一度あの少年の命を奪ってエインヘルヤルにしたのち、ヴァルトラウテに支配させる。これなら、あの少年がヴァルトラウテを操あやつる事はない。エインヘルヤル軍勢があの少年に掌しよう握あくされる事もない。晴れて、我々はあの二人の婚姻を祝福できる」

　人命を軽んじるのは、やはり彼が戦争を司つかさどる軍神だからだろう。

　戦争に参加する人々を守るための神ではなく、戦争という状況そのものを保持する神。

　巻き込まれる側にとっては、（何者かの意思が介入しているものの）ほとんど『うろつく悲劇』のように映っているかもしれない。

　人と人を結びつけ、命を生み出す手伝いをする女神であるフリッグとしては、ため息をつかざるを得ない。まったくどうして、あらゆる結婚を管理するフリッグがこんなひどい相手と婚姻しているのか、理解に苦しむ者も珍しくないだろう。

[image: ]

　まぁ、主神がこの有り様なので、生産的な女神がくっつかないと、そもそも世界の維持すら難しくなってしまう訳だが。

「という訳で、済まないが、あの少年には死んでもらう事にした」

「私はそもそも少年を戦死者にする事を望んではいません。その結びつきは、私の管理する結婚とは別の概念になりますので」

　それに、とフリッグは付け足し、

「……そもそも、たとえあの少年がここで命を落としたとしても、必ずしもエインヘルヤルとして拾われるとは限らないでしょう？」

「それは俺の責任じゃない」

　オーディンは肩をすくめた。

「俺が管理する人間とは勇敢な魂を持った者を差す。条件を満たせないのであれば守る義理はない。冥めい界かいに落ちた者を拾い上げるほど、俺の手は長くはないのでな」

「そうですか」

　フリッグはため息をつき、

「ただ、あの子は一見大人しそうですが、中身は相当の激情家ですからね。こんな企たくらみを知ったら、どんな風になってしまうか、私は責任を持てません」

「はは。人間一人が顔を真っ赤にしたところで、一体何ができるというのだ？」

「あの子とは、そちらではありません」

　フリッグは大広間の出入口の方へ目をやり、

「ヴァルトラウテの事です」




　ズズゥゥゥウウウウウウウウウウウン!!!!!!　と。

　直後に、天界の館やかたヴァルハラが巨大な震動に揺ゆさぶられた。




　最初、オーディンは館の中で何か巨大な爆発が起きたかと思った。まるで神々が殺し合いでもしているかのような。

　だが違う。

　凄すさまじい震動は断続的に続いている。それは徐々に近づいてくる。争う音ではない。そこまでの意思はない。オーディンはようやくその正体を知った。

「足音、だと……？」

　鼻の筋に沿うように、主神の顔を汗が伝う。

「ただの足音だけでこの気き迫はく……？　待てよ、俺はヴァルトラウテにここまでの出力は設定していないぞ!!」

「……勝負事の邪じや魔まをされたというのは建前でしょうね。恋路を邪魔された乙女はどこまでも憎ぞう悪おを膨ふくらませるものなのですよ。戦いくさを司つかさどる神には分からないかもしれませんけど」

「くっ、つまりあの少年が不用意に九つの世界をまたいだから、それに準じた戦の歪ゆがみが発生したという事か!!　運命の三女神ノルンはどこまで知っている？　これは最終戦争ラグナロクを早めてしまったのではないか!?」

「……はぁ、この戦争バカめ……」

　出入口の扉がドバーン!!　と大きく開け放たれる。転がるように大広間へ飛び込んできたのは、ナンバー２の実力を持つとされる雷神トールだった。

「ひっ、ひいい!!　父上っ、父上ーっ!!」

「どうしたトールよ。顔がフルボッコで髪がチリチリではないか!?」

「かっ、カミナリの勝負でこの私が負けた……。雷神としての存在意義が根底から否定された私はどうすれば良いのですか!?」

　開け放たれた扉の向こうはどす黒かった。

　意思持つ者が放つ殺意とは目に見えないものであるはずなのに、オーディンには明確な幻影が見える。

　誰が放っているものかは明確だ。

　影の暗さが、その濃さが、危機の接近を伝えてくる。

　そして大広間の壁にもたれかかるロキは薄く笑ってこう言った。

「……ふむ。たった一つの恋で滅びる世界、か。悪くはない」

「いつの間に出てきやがったのだ!?　そして厨ちゆう二に的言動だけ繰り返していればスターになれるとか思っているんじゃないぞこの刹せつ那な的快楽主義者め!!」

　完全にパニクっているオーディンが見当違いな方向に噛かみ付き始めたのを見て、フリッグは頬ほほに片手を当ててため息をついた。

　どうしてこう、天界の男達は恋愛の機微に疎うとく、女のために尽つくす事を知らないのだ。

　少しはあの少年から学んでみろ、と心の中だけで呪のろいつつ、

「せいぜい上手になだめなさい。黄昏たそがれを迎えるにはまだ早いでしょう？」
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　そんな大人（というか神）の事情など露つゆ知しらず、少年は世界樹ユグドラシルのデコボコした樹皮に手をかけ、ひたすらアスガルドを目指していた。

　だが息は荒い。

　顔色も青ざめていた。

　高山病のような状態だが、ここで終わりとはいかない。この先はさらに酸素が少なくなり、気圧も下がっていく。空気が少なくなれば大気中の断熱効果や保温効果も失われるので気温も下がる。すでに少年の周囲は真冬のような冷風が吹き荒れていた。

　立ち止まってもおかしくはない。

　だが下へ手たに意識を失えば、この高度から地面へ落ちる羽目になる。

　血の滲にじむ指先で、それでも樹皮を掴つかみ続ける少年の許もとへ、二羽のカラスがやってきた。

　彼ら（？）は口々に言う。

「どーもー！　ムニンです!!」

「フギンじゃねー!!」

「「二人合わせて使いっ走りです!!」」

　しゃべる猫にも動じなかった少年はこう告げた。

「二人じゃなくて二羽だし」

「ツッコミいただきました！　いただける程度には意識があるのを確認!!」

「ええーと、ごほん。ヴァルトラウテ様から伝言を預かってんじゃね？　聞く準備はできたんかなー？」

「……んー、でも世界樹ユグドラシルを登るまでは甘えちゃ駄だ目めなんだよ」

「その勝負について重大な情報があるのです。もうぶっちゃけ許可とかどうでも良いからさっさと伝言流しちゃいますよ。そーれ！」

「むー」

　少年は不服そうだが、二羽のカラスの声色は勝手に変わってしまう。

　いつか聞いた、あのワルキュリエのものである。ムニンとフギンはそれぞれ少年の右肩と左肩に留まり、ヘッドフォンのように少年へ声を届ける。

『聞こえているか少年。あのヒゲオヤジを締め上げて大体の事情は掴んでいるのであるぞ。人間が天界アスガルドへ近づくというのは、そのまま死へ近づいている事と大差はないらしい。オーディンは敢あえてそれを見逃し、汝なんじを戦死者エインヘルヤルの軍勢へ組み込まんとしていたのであるぞ』

「……、」

『死にたくなければ今すぐユグドラシルを降りるがよいぞ。私もそれを望んでいる。汝の思い描えがく婚姻とは、死の果てに得られるものとは違うはずであろう。私としても、こんなくだらん結果のためにあの勝負を仕掛けた訳ではないのであるぞ』

　少年はしばし無言だった。

　樹皮にしがみついたままピタリと動きを止めていた。

　二羽のカラスは首を傾かしげ、そんな少年の横顔を観察していた。

　やがて、少年は顔を上げてこう言った。




「さてはお前、僕を惑まどわす敵キャラだな!!」
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　そしてヴァルトラウテは黄金の髪を両手でかき毟むしり、大空へ向けて八つ当たりで滅雷の槍やりを連発させた。太陽を運ぶ女御ぎよ者しやが驚き、危あやうく日につ蝕しよくが起こりかける。

　せっかく強硬な建前を振り切ってまで、つまり勝負馬ば鹿かの信条を曲げてまで少年の身を案じたのにこのありさま。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　何な故ぜこうなるぞォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「……いきなりしゃべり始めた猫でさえ疑ってませんでしたのにねえ」

　無む駄だなツッコミを入れたヘイムダルを片手で掴つかんで振り回すヴァルトラウテに、見かねたフリッグが声をかける。

「もう努力は認めたという事にして、助けに行ってあげてもよろしいのでは？」

「そっ、それでは、そんなのでは駄だ目めなのですぞフリッグ様！　だってそしたら無効試合になってしまうから勝負の結果がつかなくなってしまって結果が出ないという事は例のアレが永遠にお預けになってしまっていいや違う違うのですぞそうこれは私が自分の手で勝負を台無しにするだなんてヴぁーヴぁー!!」

「……うーん。こういうところはオーディン寄りの思考パターンなのですね。ボソッ（いっそあなたがプロポーズすれば全部丸く収まってしまうというのに）」

　頭が固くて仕方がないヴァルトラウテだが、どう考えたって人間の少年が自力で天界アスガルドまで辿たどり着けるとは思えない。

　あの少年を助け出す（ついでに本人は絶対に口に出して認めないだろうが、ヴァルトラウテとくっつけちゃう）ためには、何とかして彼女を動かすしかない。

「（……ヘイムダル、ヘイムダル）」

「（……ううっ、げほっ。何でしょうフリッグ様）」

「（……何か良い策はないものですか。ヴァルトラウテを少年の許もとへ向かわせるための）」

「（……あればこんな長期間振り回される事もありませんでした）」

「（……他のワルキュリエを向かわせるのは？）」

「（……真剣勝負の最中に手を出したミズガルズの蛇へびは叩たたき落とされましたが。まして同種のワルキュリエが接近したとあっては、寝取った寝取られたで内戦が勃ぼつ発ぱつしかねません）」

「（……九人は本質では繋つながっているなどと聞きましたが、やはり個体差がある以上はケンカもするものなのですね）」

　ううーむ……と悩む神々。

　少年の方の時間もないので、とりあえず浮かんだアイデアを片っ端からヴァルトラウテへ叩たたきつけていく事にする。

「ヴァルトラウテ、あの少年が勝つのではなく、あなたが負けるのはどうですか？　勝負はヴァルトラウテの待つ天界へあの少年が辿たどり着けるかどうかで決まるのですから、あなたが先に人間界へ落ちてしまえば『負け』になるから結婚できるはず……」

「なりませぬっ!!　人がその命を懸かけた真剣勝負でわざと負けるなど！　それはあの少年の本気に対する冒ぼう涜とくでありましょうぞ!!」

「あのー……ようは自力で登れれば良いんですよね？　私が今から完全密閉の空飛ぶ白鳥ボートを流しますので、あの少年にペダルを漕こいでもらえればそれで……」

「ええい愚おろか者め!!　あの少年自身の力かあの少年自身が用意した道具を利用するならともかく、第三者から手渡された道具の力を借りるなど言語道断に決まっていようぞ!!」

「「もう面倒臭くせえなこのワルキュリエ」」

　うんざりしたように呟つぶやく神々だが、さじを投げる訳にはいかない。実際に命の危機に見舞われているのはあの人間の少年なのだ（ついでに、あの少年が死んだらヴァルトラウテが天界を物理的に破壊しかねないのもある）。

[image: ]

　ただヴァルトラウテは何があっても手を貸さないつもりらしいし、他の者が横よこ槍やりを入れればまず間違いなく最強クラスの槍で撃墜される。少年が自力で天界アスガルドへ辿たどり着くのはほぼ不可能となると、これはもう世界の終しゆう焉えんカウントダウンを待つばかりである。

　と、そこでフリッグはポムと手を打った。

「そうだ。ヴァルトラウテ、こういうのはどうでしょう」

「？」
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　世界樹ユグドラシルの樹皮にしがみつく少年は、指先の感覚が徐々になくなっていくのを感じていた。酸素は薄く、耳鳴りがひどく、切り裂くような冷風に体温も奪われている。意識は混こん濁だくを始め、皮が裂けて出血しているはずの掌てのひらの痛みも分からなくなっていた。

　これ以上は登れない。

　降りる事だってできない。

　もう本当は分かっていた。無む謀ぼうな願いだったという事も理解できていた。今こうして身に受けている苦痛や寒さは、身に余るものを掴つかみ取ろうとした罰なのだと、少年は幼い心ながら正確に結論を出していた。

　だが。

　それでも進む。

「……ヴァル、トラウテ……」

　諦あきらめきれない。間違っていると分かっているのに、それでも諦めきれない。だから少年は掌の出血も気に留めず、朦もう朧ろうとした頭で体を動かし、少しずつでも、木に張り付く芋いも虫むしよりも遅い速度でも、何とか上へ向かおうとする。

「待ってて、ね。必ず、勝つから……」

　そこで、少年の指先が滑すべった。

　手から力が抜けてしまったからか、出血によって滑ってしまったのかは分からなかった。痛みの感覚は消えても、自分の体重が支えられずに傾かたむいていく感覚はまだ残っていた。ゾッという悪寒が背筋を走ったが、もう落ち始めた体を止められない。

　最後の瞬しゆん間かん、少年の表情は動かなかった。

　すでに顔色を変えるだけの余裕すらも失われていた。

　それでも、ただ。

　手を伸ばす。

　上へ。

　自分が掴むはずだった巨大な幹の凹おう凸とつへ。

　必死でバランスを保つため無様に手足を振るのではなく、無む駄だだろうが不可能だろうが、とにかく先を目指すために。

　空を切るのを承知で、ただ手を動かす。

　その時だった。

　地面へ向けて真っ逆さまに落ちるはずだった少年の体が、ふわりと空中で支えられた。気がつけば、酸素不足の息苦しさも切り裂くような冷風もなくなっていた。暗雲の向こうから、光の筋が差し込んでいたのだ。そして少年を支える二本の腕があった。

　ヴァルトラウテ。

　白馬にまたがった、黄金の髪を持つワルキュリエ。

　一体どうやって現れたのか、空中で少年を掴つかんだヴァルトラウテは、やはり重力には逆らえずに落下を再開させた。だがあれだけ巨大な白馬を表情も変えずに操あやつり、世界樹の細い枝へ難なく着地してしまう。

　少年は自分の命が助けられた事よりも、まず最初にこう尋たずねた。

「……僕は、負けたの？」

「いいや」

　ヴァルトラウテは首を横に振る。

「汝なんじは勝負に勝ったのであるぞ」

「どうして？」

　ワルキュリエの腕に抱かれたまま、少年は質問を続ける。

「僕は世界樹ユグドラシルから落ちたんだよ。天界アスガルドには辿たどり着けなかった。途中でヴァルトラウテの手を借りたんなら、やっぱり僕は負けたんじゃあ……」

「その認識は正しくない」

　ヴァルトラウテは（見た目だけは）冷れい徹てつな瞳ひとみで、腕の中の少年を真っ直すぐに見み据すえる。

「確かに私は汝へ手を差し伸べた。だがそれは、汝が私にそうさせたのであるぞ。本当であれば、協力するつもりはなかった。何があってもただ観察するつもりであった。だが汝がそのルールをも打ち破った。『たとえルールを破ってでも汝に手を差し伸べさせたいと思わせてしまう』のは、汝の為なせる業であるぞ。だから私がここにいるのもまた、『汝の力』が成し遂げたのだ」

「……良く分かんない」

「ルールにはこうあったのであるぞ。汝は汝の力だけでユグドラシルを登ると。だが汝に『ワルキュリエを呼び寄せる力』があったのだとすれば、私の力を借りてアスガルドへ向かったとしても、『汝の力を使って』登った事に変わりはないであろう？」

　そして、とヴァルトラウテは付け足す。

「ルールにはこうもあるわ。私が待つ天界アスガルドまで汝が辿り着けば勝ちであると。勝負の途中で私が天界アスガルドを離れてしまった以上、私はペナルティとして敗北を受け入れるべきであろうぞ」
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　それでもって後日。相変わらず人間界ミズガルズには少年がいて、天界アスガルドの端にある滑走路ビフレストではヴァルトラウテが地上を覗のぞき込んでいた。

　営業妨ぼう害がいされているヘイムダルが困り顔で尋たずねてくる。

「……いつまでそうしているつもりですか？」

「う、うるさいな。あれだけの無茶をしたのであるぞ。私が具体的に決めた勝負のルールに不備があったせいであんな事になったのだ。体に悪影響が出ていないかどうか、経過を観察する必要があろうものぞ」

「そんなに気になるなら、別居生活など選択しなければ良かったのに……」

「勘違いをするでないわ馬ば鹿か者!!」

　ヴァルトラウテの鉄拳が飛び、神でなければ即死なダメージにヘイムダルがのた打ち回る。

　気にせず彼女はこう断言した。

「けっ、決して私が婚姻を望んでいた訳ではない!!　あれは世界樹ユグドラシルから意地を張った少年を拾い上げるための方便ぞ！　そういう手順を踏ふまなければ手を差し伸べる事ができなかったのだから仕方がないだろう。だから執しゆう着ちやくなどしていないのであるぞ、絶対にな!!」

「う、うう……」

「そう考えれば別居で当然ぞ。私はあんな形式がかった救出劇のために生活を縛しばられるつもりはないし、それでは向こうも向こうで迷惑であろうぞ。おい、聞いているのか？　聞いているのかと聞いていようぞ!!」

　がっくんがっくんとヘイムダルの襟えり首くびを掴つかんで揺ゆさぶるヴァルトラウテに、結婚の女神フリッグがこう話しかける。

「……少年を天界に迎えれば戦死者になってしまうし、あなたが永続的に人間界に留とどまり続けるのも難しい。ですから泣く泣く別居を選んだのでしょう？」

「冗談が過ぎましょうぞ!!　わ、私としても本当は困っているというのに!!」

　そこで宙吊りのヘイムダルが余計な事を言った。

「そ、そんなに困っているなら別れてしまえば良いのでは？　世の中には離婚という言葉があるのですが、フリッグ様なら詳くわしく知っているはずでグベェェ!?!?!?」

　ヴァルトラウテが無言でヘイムダルの首を絞しめた……のではなく、今のはフリッグがお上品にロングスカートの端を摘つまみ上げ、ヘイムダルの背中を蹴け飛とばした音だった。女神はあくまでもにこやかに微ほほ笑えみながら、

「……結婚を司つかさどる女神の前で、なんて事を口走ってやがるんですか……？」

「ひいい!!　すみません、助けてください!!　ひいいいい!!」

　ヘイムダルが泣き言を吐はき続けたが、フリッグとしてはそれどころではない。

　離婚なんて言葉を知ってしまったら、この頭の固いワルキュリエがまた面倒臭くさい事を言い出すのは間違いない。こういう輩やからには、せいぜい『八はつ方ぽう塞ふさがりだから仕方なく結婚生活を維持しているのだ』と自分に言い訳してもらうに限る。後は勝手にイチャイチャしやがれ。

　フリッグは新婚さんなヴァルトラウテにこう質問した。

「で、例の少年はどうしてます？」

「どっ、どうしたもこうしたも、別に普段通り、午前中は文字の読み書きの勉学を、午後は蜂はち蜜みつ酒の職人の許もとで職業訓練を受けているだけでありますぞ……って、うあああ!!」

　ふと地上に目をやったヴァルトラウテが叫さけび声を上げる。

　怪け訝げんな顔をしたフリッグが地上へ目をやってみると、

『ぬははは!!　世界樹を登ってワルキュリエと結婚したとかいう面めん妖ような経験を積んだ人間界の魂はお前の事よね！　その魂を連れ去って悪あく霊りようの軍勢の一員にしてやるわ!!』

『お姉ちゃんだれ？』

『口の利き方に気をつけたまえよ少年。私はヘル。冥めい界かいニフルヘイムの女王様よ。お前には特別に私の名を呼ぶ資格を与えてやろう。無様な命いのち乞ごいをするためになー!!』

『じょおうさま……はっ、ははー』

　何だか良く分かっていない顔のまま、とりあえず頭こうべを垂れる少年。

　するとそれが何やら冥界の女王を刺激してしまったらしく、

『うっ、敬われている……？　いつも残ざん虐ぎやく女王とか生への執しゆう着ちやくを嘲あざ笑わらう者とかイロイロ言われてみんなにビビられまくっている私が、この私が……？　そっ、そんなのは困る!!　だってこんな風にされちゃったら私、初めてだから、こんなのどうして良いか……！』

『ねーねー。ニフルヘイムは氷の世界だってシャーマンのおじいさんが言ってたの。本当？』

『ふっ、ふん。そうよ。冥界ニフルヘイムは永遠の氷の牢獄なのよ！　飢えと寒さでお前のような人間界の魂を無限に苦しめる恐ろしい所なんだからね！　どうだ怖いだろうビャービャー泣くが良い泣いても冥界ニフルヘイムへ連れていくがなー!!』

『はー、氷の世界……全部氷の世界!?　すごーい！　じゃあ氷菓子もいっぱい作れるね!!』

『……は？　いやあの……』

『今日は暑いから氷菓子作ったらヴァルトラウテも喜んでくれると思うんだ！　そうと決まればすぐにニフルヘイムに行かないと!!』

『駄だ目めだよ!!　人間界の魂が冥界ニフルヘイムへ行くって事はつまり死んじゃうって事なんだから！　分かってる？　ねえ分かってんの!?　ああくそ人の話を聞いてない。でも、あれ？　このまま誘っちゃった方が良いのかな。自分で来るって言っているから大丈夫だよね。……くっくっく、ワルキュリエを惑わせるほど稀け有うな魂よ。これでまた私の力となる悪あく霊りようの軍勢が強力になるわ。そっ、そうだよ。あくまでも軍勢のためなんだからね！　あの少年の事なんかどうでも良いんだから！　そこんところ勘違いしないで……』




　そして人間界に複数の滅雷の槍やりが立て続けに落ちる。

　ここのところの異常気象の原因の一端がこの辺りにあるらしい、と地元のシャーマンは言う。






　　　第二話　神々の武具は神々が作っている訳ではない
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　天界アスガルドの出入口であるビフレスト三番滑走路では、今日も今日とてワルキュリエのヴァルトラウテが人間界ミズガルズを覗のぞき込んでいた。このヴァルトラウテ、人間界に住む少年と結婚しているのだが、とある事情によって別居生活を余儀なくされているのである。

　最近では主神オーディンの妻である結婚の女神フリッグなども三番滑走路に居座っているため（もっとも、彼女は人間界の少年に興味があるというよりは、ヴァルトラウテと少年の二人一組を微ほほ笑えましく観察しているようだが）、ビフレスト三番滑走路は運用の見通しが全く立っていないのだった。風の噂うわさでは不死の林りん檎ごを育てる女神イドゥン辺りが露ろ店てんを開こうとしているらしいという話も聞く。番人であり管制も司つかさどるヘイムダルはもはや諦あきらめムードだった。

　そこへやってくる、空気を全く読めない女神が一人。

　見た目だけなら、大体ヴァルトラウテと同程度の年齢に見える。

「にゃっほー！　天界アスガルド一の美び貌ぼう女神フレイヤちゃんだよー。私という太陽に隠れてしまう儚はかない星々のみんなー、元気にしてたかなー!?」

　良いところで邪じや魔まが入った、とばかりにヴァルトラウテは露ろ骨こつに舌打ちし、

「……何ぞ、雌めす豚ぶたか」

「直球過ぎるぜワルキュリエちゃんよー!!　そりゃ確かにフレイヤちゃんの通称はシルで雌の豚って意味だけどさー。豊ほう穣じよう神で食と多産の象徴って言ったら豚とか猪いのししになるんだから仕方ないでしょー？」

「一体こんなところまで何しに来たのだ」

「もちろん祝いに来たんだよー。人生の墓場へやってきたヴァルトラウテをなー!!　がははははは!!」

　どうやら結婚の事を言っているらしい。

　フレイヤは腰をくねらせ、ツインテールの髪やヒラヒラの装束の端を揺ゆらめかせながら、

「ヴァルトラウテちゃん結婚おめでとー!!　これでまたお空に輝いていた星の一つがくすんで淀よどみ、フレイヤちゃんの輝きがより一層増すのであった!!　嬉うれしいねーめでたいねーにゃっはっはー!!」

「……というか汝なんじも汝で結婚していようぞ。男神オズはどうしたのだ」

「ある日突然いなくなっちゃったから超絶フリー!!　今も巨人族の連中に無茶苦茶プロポーズ受けてるけど片っ端から蹴けりまくってるぜ！　連中のあの手この手には辟へき易えきしているけどねー。雷神トールなんか意地悪でミョルニル隠されて涙目になったりしてたしなー!!　ふはは!!　モテモテ女子は辛つらいにゃあ!!」

　ちなみにさっきから結婚の女神フリッグが無言になっているのは、フレイヤに圧倒されているのではなく、自身の存在意義を思いっきり否定され、内なる怒いかりを抑制するのに必死だからである。この（自称）美び貌ぼう女神、女をイラつかせる事に関しては右に出る者がいないのだ。

「で？　で？　ワルキュリエを見事に射止めた噂うわさの少年ってどいつよどいつ？」

「うっ……何でも良いであろうぞ。汝なんじにだけは教えたくないわ痴ち女じよめ」

　ヴァルトラウテはわずかに言い淀よどむ。

　何しろこのフレイヤ、貞てい操そう観念とか生まれた時点で母親の腹の中に忘れてきてしまったような女神なのだ。本人は『多産を司つかさどる豊ほう穣じよう神なんだから仕事よ仕事ー』と開き直っているが、どう考えたって本人の趣味に決まっている。ブリーシンガメンという首飾りが欲しいからドワーフ四人と寝ちゃいました、とか頭がおかしいとしか思えない。

　そんなヤツにあの少年を紹介なんてしたくないヴァルトラウテだったが、

「んっ？　ひょっとしてあの樽たるみたいに太った腹黒そうなヒゲオヤジ？」

「少年と言っていようぞ!!　その、そこのトネリコの木で雨宿りをしている、そこの外見が華きや奢しやな割に芯しんの通っていそうな少年ぞ！　我が勝者を侮ぶ辱じよくするでないわ馬ば鹿か者め!!」

「ほーほー」

　言ってしまってから後悔したヴァルトラウテは自分の額ひたいを三番滑走路へ激しく打ち付け、危あやうくビフレストの一角を破壊しかけたがもう遅い。

　美貌女神フレイヤは人間界を覗のぞき込みながら、

「なかなか可か愛わいらしい顔つきだねえ。アンタああいうのが良いんだー。おねーたまキャラってヤツ貫いちゃってんの？」

「ち、違う!!　これは真剣勝負の結果であるぞ！　戦いくさを司り人間界の勝敗を見届ける者としての結果というものぞ。勝と敗を分ける者の片割れがたまたまあのような少年であっただけだ!!」

「でもまー正直ラッキーとか考えちゃってない？　少なくともさっきの樽ヒゲ腹黒オヤジよりは」

「……、」

　ヴァルトラウテから、ゾン！　という槍やりのような視線が投げられる。

　番人ヘイムダル辺りならちょっとした木箱に収まりそうなぐらい体が小さくなるものだが、美貌女神フレイヤは腕を組んでニヤニヤ笑っているだけだ。

「それにしてもさー、率直に言っちゃってあの少年。一回二回寝るならともかく、一生を捧ささげちゃうほどのもんかね？　私だったらもっとこうダンディな……」

　と、フレイヤが自分の世界に浸ひたる前に、人間界ミズガルズで雨宿りをしている少年が空を見上げた。

　当然、彼の肉眼で天界アスガルドの様子など確認できるはずがない。

　彼はただ雨雲が立ち込める空を見上げて、こう呟つぶやいたのだ。

『お日様がんばってー』




　思わず豊ほう穣じよう神フレイヤが本気を出しかけた。

　豊作と天候を司つかさどる女神の誤作動により、人間界に深刻な旱かん魃ばつが起こりかける。




「ばっ！　ちょ、フレイヤァァあああああああああああああああああああああ!!　汝なんじは何を人の夫に胸をやられんとしているのであるぞっ!?」

「ハッ!?　こ、このフレイヤちゃんともあろう者が、一体何を……？」

「何をじゃねえよどうなっているのであるぞ!!　そもそも天候制御は汝の兄のフレイの領分だろうが！　属性横取りしてまでハッスルするんじゃないぞ大人げない!!」

　鼻血を押さえて首の後ろをトントンするフレイヤが正気を取り戻したので、人間界ミズガルズの気象は穏やかな晴天になる。

　出血が一通り収まったフレイヤはコホンと咳せき払ばらいをし、意図的にこれまでの会話のトーンを取り戻すべく毒舌を発揮した。

「そ・れ・でー？　結婚という人生の墓場に迷い込んだワルキュリエちゃんは何してるのかにゃー？　家事に追われて夫の世話して日々関節の痛みに悩んで加齢臭しゆうを蓄積させていっているのかにゃーん!?」

　フレイヤは確信犯的にそういった振る舞いを続け、

「でもでも聞いた話じゃ別居中って事だし新婚早々もう冷め始めているとかー？　ぎゃはは!!　悲ひ惨さん！　チョー悲惨!!　結婚数日で最短バツイチコースとか滅茶苦茶笑えるんですけどー!?」

「そ、そんな事はないのであるぞ」

「にゃ？」

「ち、違う！　今の否定は違うわ馬ば鹿か者め！　私はいわば敗者であるぞ！　だから勝者に対する侮ぶ辱じよくを看過する事はできないのだ!!」

「良いから良いから。何かあったねもしくはこれから何かあるね？　このフレイヤちゃんに言ってごらん？」

　フレイヤにニヤニヤされ、ヴァルトラウテは肩を震わせながらも低い声でこう答えた。

「……実は三日後はデートであるぞ」

「は？」

　フレイヤの動きがピタリと止まった。

　フリッグの方も初耳だったようで、目を丸くしている。

　何な故ぜかばつが悪そうな調子で、ヴァルトラウテはこう続けた。

「というか、ついさっきも行ってきたばかりという訳ぞ。だから今はこうしてあの少年を観察し、反応を確かめんとしているところぞ。良い点と悪い点は仕分けせねばならないからな」

「……結婚しても……デート……？」

「初うい々ういしい!!　ああ、ヴァルトラウテ!!　あなたなんて初々しい……!!」

　取り分けフリッグの取り乱し方がハンパではなかった。この女神、夫のオーディンとは上う手まくいっていないのだろうか？

「今回もまた最初に勝負があってだな。それに敗北した以上は勝者に恩恵を与えなければならない。そういう意味で、あの少年が定義したところによるデートであるぞ。正直、景品の名前などどうでも良いわ」

「やーんヴァルトラウテちゃん負けちゃったーでも私の方から誘うの勇気がいるから正直ホッとしてるのありがとう少年チュッチュー」

「……今の台詞せりふのどこにそのような結論を導き出す構成要因があったのか説明してもらおうぞ」

「あのムキムキマッチョの番人ヘイムダルがこの係やってたのは配役ミスよね。やっぱここは黄色い声の女神フレイヤちゃんが頑張らないとにゃあ!!」

　ヴァルトラウテの鋭するどい視線など気にする女神二人ではない。

　ずずいと美び貌ぼう女神の方がヴァルトラウテに接近してこう尋たずねた。

「で、で、結婚後のデートって何よ。そんなの流石さすがに未体験ってヤツでしょ。イメージできねー。どうなのどうしたの？　アンタがさっき行ってきたデートって具体的にどんなのだったのよ教えなさいよ」

「べ、別にそんな聞いて楽しい話ではないわ」

　単純な実力だけなら最強クラスのワルキュリエ、ヴァルトラウテが語るには……。
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　ヴァルトラウテは天界アスガルドに、少年は人間界ミズガルズにいるため、普段は気軽に話せない。

　コンタクトを取る手段として、少年にはこう言いつけてあった。

　私を呼びたい時は家の屋根の風かざ見み鶏どりに手紙を結べ。二羽のカラスがそれを受け取り、私の許もとまで届けるだろう、と。

　完璧な使いっ走りと化したフギンとムニンは辟へき易えきとしているようだったが、ヴァルトラウテの眼光が恐ろし過ぎて伝でん書しよ鳩ばとの代わりをこなしている。

　きっかけはその手紙だった。

『ヴァルトラウテとデートしたいー』という文字を見て天界製の美酒が入った器を盛大にひっくり返したヴァルトラウテは、慌あわてて人間界ミズガルズへ向かったのだ。

「ふざけるな馬ば鹿か者め!!　こんな破は廉れん恥ちな要求を呑のめる訳がないわ!!」

「わー、ヴァルトラウテがデートに来てくれたー」

「えっ、バッ、違うのであるぞ!!　おい勝手に話を進めるでないわ。弁当を広げるなと言っているのだ!!」

「？」

「首を傾かしげるでないわ馬鹿者。勝負ぞ。こういうのは勝負で決めるのであろうぞ！　理り不ふ尽じんな要求をするならまず私に勝ってからにしてもらおう!!」

　前回、世界樹ユグドラシルを登る登らないという勝負を仕掛けたところ、予想外過ぎる方向へ突き進んでしまった反省ぐらいはしているヴァルトラウテである。

　もう勝負事に手加減はしない。

　そしてワルキュリエと人間では根本的に運動性能が違い過ぎる。大抵の勝負事であれば確実にヴァルトラウテが勝利できる。

　という訳で、今回はガチで少年の望みを潰つぶす側に立つヴァルトラウテだったのだが、

「よ、よーし。じゃあスーパールーンデュエルカードで勝負だー!!」

「くそっ!!　ターゲット層的に明らかにそっちが得意そうなので来やがった!!」

　美しい金髪をかき毟むしるヴァルトラウテだが、その木札を使ったカードゲームそのものを知らないという訳ではない。

　ワルキュリエが集め、統率している戦死者エインヘルヤルは元々人間界ミズガルズの魂だ。その関係で、天界アスガルドにも人間界ミズガルズの文化がいくつか流入している。

　そんなこんなで、

「し、しかしであるぞ。勝負には公平性がないといけない。ここは双そう方ほうの長所短所を見極めた上で厳格なルールを設定し……」

「デュエル開始!!」

「おい勝手に始めるでないわ！　まったくこれだからこの年齢層というのは……！」

「えへへ。ヴァルトラウテとデートでカードゲームだー」

「今そのデートを賭かけた勝負をしているのであろうぞ!?　今回については、まだデートじゃないっ!!」

「スリサズとライゾーをコンタクト！　二枚重ねでダメージ四倍!!」

「待てい待てェい！　何ぞその二枚重ねって!?」

「ヴァルトラウテ知らないのー？　第三弾から新しく加わったルールなんだよ」

「そ、そうなのか。やはり戦死者を挟はさむと情報が遅れようというものぞ。だがそこでハガラズをリバース！　ダメージは汝なんじへ返るのであった!!」

「リバースルールは第二弾でなくなったんだよ」

「ええっ!?　ちょ、そういうのは先に言っておいてもらわないとだな……！」

「はい三枚重ね、四枚重ねでダメージ一六倍。ヴァルトラウテの体力を丸ごとドーン!!」

「ヴぁーヴぁー!!」

　という訳で、何だか良く分からない内にデート確定。

　顔を真っ赤にするヴァルトラウテだったが、敗者の務めは果たさないといけないので……。







「ふむふむ。ふむふむふむ！　それでどうなったどうなるのヴァルトラウテ！　具体的なおデートの内容について語ってごらんこのフレイヤちゃんに!!」

「い、いや、だから基本的には罰ばつであって、そんな楽しいものではなかったのであるぞ」

　ヴァルトラウテが目線を泳がせながら、さらに話を進めると……。







　何であっても負けは負け。

　デートはデートなのである。

　ただの人間の少年が天界アスガルドへ赴おもむく事はできない（というか、正確にはできるが、人間が天界に来るというのはイコール死ぬ事である）ので、ヴァルトラウテの方が人間界ミズガルズへと向かっていった。

　本来なら男である少年の方がエスコートするべきだろうが、相手の歳としを考えると経済事情なんぞないに等しく、また九つの世界を自由にまたいで様々な王城・宮殿へ足を運ぶヴァルトラウテを満足させられるような絶景を知っているはずもない。

　なので、デートコースはヴァルトラウテ主導。天界産の白馬を操あやつり、ひとまず人間界にある様々な観光名所を見て回る事にした訳だが。

　白馬に乗せてもらった少年は言う。

「……何で、僕の後ろからヴァルトラウテがお馬さんの手た綱づなを握っているの？」

「こうしていないと汝が落ちるからぞ」

「何だか僕、ワルキュリエにすっぽり収まっているみたい。普通はこれ、ポジションが逆なんじゃあ……？」

「この身長差で位置を交換したら、私の背中で何も見えなくなるわ」

「あと鎧よろいがゴツゴツして痛いよう」

「じ、じかに触れるなどと思うでないわ！　この馬ば鹿か者め!!」

「……、」

「そ、それより景色を楽しむが良いぞ!!　私の事などどうでも良いのだ！　どんな難所も軽々と越える天界産の白馬を操あやつれなければ絶対に拝む事のできない貴重な眺ながめが広がっているのだぞ!!」
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「という訳だったのであろうぞ」

　最初は興味津しん々しんだったものの、聞いている内にゲンナリしていく結婚の女神フリッグと美び貌ぼう女神フレイヤ。

　頭を抱かかえるフリッグはもはや言葉もない感じだったので、ひとまずフレイヤがこうツッコんだ。

「……あの、つかぬ事を伺うかがっちゃうんだけど」

「何ぞ」

「何でデートで完全武装なんだよ!!　鎧よろいで待ち合わせとかシュール過ぎんでしょーが!?」

「ワルキュリエとはそういうものなのであるぞ！　だっ、大体相手はあんなナリでも男だぞ。な、な、何が起こるか分からんだろうが!!」

「ええっ、結婚してるのにダメなの？　だったらゴールはどこにあるのいつ合体すんのもう訳分かんねー!!　っていうか結婚してからずっと焦じらしっ放しか!?　そんな風にしてたら少年に内包されたリビドーが内側から破裂しちゃうわー!!」

　えっ？　とヴァルトラウテはわずかに体を硬直させ、

「……何ぞ。人間とは扱い方を誤ると起爆する仕組みになっていようものぞ？」

　いやいやそんな話じゃ、とツッコミかけた番人ヘイムダルの口をフレイヤが片手で塞ふさぎ、フリッグが腹の真ん中に蹴けりを入れて本格的に黙だまらせた。

　今はもう勘違いでも何でも良い。

　とにかくこのバカ妻ヴァルトラウテを矯きよう正せいせねばならない!!

「危ないねーすごく危ないねーもうカウントダウンは始まってるんじゃないかねー？　そこんところ結婚を司つかさどるフリッグ様なら良く分かっているんじゃありません？」

「え、ええそうねホホホ。ヴァルトラウテ、結婚とはそもそも男女が交わり次の世代を繋つなげるための儀式なのです。それを中途半端に放ったままにしておく事は、川の流れを無理に堰せき止めるのと同じ。溜ため込んだ上で壁が破れたら、大変な事になるのは分かりますね？」

「……、」

　ヴァルトラウテはしばし、しかめっ面つらで停止する。

　脱げ脱げ良いからさっさとその鎧を脱げ!!　せめて可か愛わいらしい洋服に着替えてから次のデートに挑いどんでやれあの少年のために!!　と女神達は心の中で念じまくったのだが、

「……何だかその話は胡う散さん臭くさいのであるぞ」

「チッ!!　馬ば鹿かが余計な時だけ頭を使いやがって!!」

「ふっふっふ。やはりそういう事ぞ。汝なんじは私達の関係を引っかき回して楽しまんとしていただけだな！　そうだそうだ、結婚とは魂の繋つながりであるぞ!!　そのような破は廉れん恥ちな真ま似ねなどせずとも永えい劫ごうに共にあれるはずなのだ!!」

「……え、永劫にお預けかあ……」

「……これは、ちょっと、勝負バカに育て過ぎたかもしれませんねえ……」

　頭を抱かかえる女神二人は、しかし同時に今後の方針も即座に決めた。

　どんな手を使っても良い。

　あの少年に、ヴァルトラウテの鎧よろいをはぎ取ってもらうしかない!!
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　そんな訳で結婚の女神フリッグは人間界ミズガルズへと降りてきた。

　ワルキュリエ同様ビフレストを利用したのだが、フリッグはオーロラの鎧を纏まとっていないためそれほど派手な演出はない。そしてその方がフリッグとしても好ましかった。

　本来、天界アスガルドの意思を伝えるのはワルキュリエの役割で、神そのものが人間界へやってくる事は珍しい。……のだが、そもそも主神であるオーディン自身が、人間や動物に変身してはしょっちゅう人間界ミズガルズへとやってきている（そして大抵、人間同士の殺し合いや戦争を誘発させる）。トップがそんな調子なので下の者に示しがつくはずもなく、『神は人間界に行っちゃダメ』なんてのはすっかり形けい骸がい化かしているのだった。

　……ちなみに、九つの世界を不用意にまたぐと戦いくさが起こるという話もあるのだが、結婚の女神が起こす戦争というのはきっと夫婦ゲンカの事だろう。今日も世界のどこかで竜を殺す戦士とルーンを操あやつる魔女がガチンコで殴なぐり合っているかもしれない。

　フリッグは表向き『人間界で行われる婚姻を祝福するため』という名目でミズガルズへと向かい、ラッキーな新郎新婦を心の底から仰ぎよう天てんさせたのち、とある少年の住む小さな家を訪ねた。

　玄関から入ると少年の両親を驚かせてしまうというか色々面倒臭くさいので、もう二階の窓から直接お邪じや魔まさせてもらう事にする。

「ごきげんよう少年」

「お姉さんだれ？」

「よしよし。お姉さん。うふふ、お姉さんですって、うふふふふ！　よしよし!!」

　無自覚にツボをついてしまった少年が無む邪じや気きに小首を傾かしげているのを確認し、フリッグは慌あわてて咳せき払ばらいをする。

　この少年には何かしら、魅了とかの追加攻撃スキルでも備わっているのかもしれない。

「こほん。私はフリッグ、結婚を司つかさどる女神にしてヴァルトラウテの上司のようなものです。実際の上司はオーディンという戦争バカですが、あいつ意外と使えないので私が名乗っちゃってます。手柄は立ててあげていますけどね」

「？」

「分からなければ良いのです。私もそれを論じに来たのではありません」

　フリッグは簡素な窓枠に腰掛けながら、

「三日後はヴァルトラウテとデートですね？」

「ええ!?　何で知ってるの！　お姉さんは美人スパイさん!?」

「お姉うふふ美人ふふふふふ!!!!!!　……いえそうではなく。私はヴァルトラウテを含む九人のワルキュリエ体制を管理しています。スケジュールだって分かっているのです。そしてそのデートにおける問題点も」

「……行っちゃダメなの？　用事ができたの？」

「いえいえまさか。私はむしろ賛成なのです。ですが今のままではデートが失敗するのは目に見えています。ですからあなたにはその不安材料を取り除いていただきたいのです」

「ふあんざいりょうって何？」

「そうですね」

　フリッグはにっこりと笑ってこう言った。

「ぶっちゃけヴァルトラウテの鎧よろいです。あれさえ取っ払っちゃえば全て上う手まくいくのです」
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　一方、天界アスガルドでは、必死にワルキュリエを押さえていた番人ヘイムダルが張り倒され、ヴァルトラウテが三番滑走路へとずんずん歩を進めていた。

　美び貌ぼう女神フレイヤは軽く冷や汗を流しつつ、

「あちゃー」

「おいフレイヤ!!　これはどういう事ぞっ。何な故ぜ人間界の様子を私に見せるのを拒こばむ……うあああ!?　何故あの少年とフリッグ様が!!」

「言っておくが浮気でもあの少年を誘惑するつもりでもない。……ってゆーか、そんな美お味いしい役ならフレイヤちゃんが絶対いただいているし。結婚ヤダけど摘つまみ食いは涎よだれジュルジュルなのでー」

「そんな事は分かっているしあの少年が誰と話をしようが興味はないわ!!」

「えーん少年もっとヴァルトラウテちゃんの事だけいっぱい見て見てー。膝ひざ枕まくらでもさくらんぼの口移しでもしてあげるからー」

「わっ、訳の分からん寝言などどうでも良いわ馬ば鹿か者め。これはどういう状況なのか説明を求めているのであるぞ!!」

　フレイヤを押しのけ、人間界アスガルドの様子を観察するヴァルトラウテ。

　すると、魔法で強化した聴覚が少年の言葉を捉とらえた。

『ええっ、そんなの良いよー』

『何な故ぜですか？　あなたとて、ヴァルトラウテの女性らしさに惹ひかれたのでしょう。でしたらデートの時ぐらい、あの鎧よろいを脱ぎ捨ててもっと可か愛わいらしい服を着てもらいたいとは思わないのですか？』

『うーん。でも僕あの鎧好きだし』

　そして。

　ヴァルトラウテは両腕を組んだままわずかに目を逸そらし、フンと鼻から息を吐はいた。態度と裏腹に、顔に何が書いてあるかは説明するまでもない感じである。

　フレイヤは呆あきれたように、

「……やっぱ男の子かー。あれぐらいの歳としだと剣とか盾たてとかに憧あこがれちゃうっていうか？」

「馬ば鹿かめそんな単純な話ではないわ。あの曇くもりなき瞳ひとみは神聖なるワルキュリエの本質、純白なる光を捉えていたのであるぞ」

　しかし直後に人間界の少年はこう付け加えた。




『あの鎧えっちだから好きー』




　そして美び貌ぼう女神フレイヤが『本質!!　本質だって!!』と腹を抱かかえて転げ回り、ヴァルトラウテの八つ当たりで虹にじの滑走路ビフレストが崩壊しかけた。
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　とはいえ女神フリッグにも目的があるので、あの手この手で少年を言いくるめた。最終的に、『鎧脱いだ方がもっとデートが楽しくなりますよ？』という言葉で説得し、少年に発破をかける事に成功した。

　女神フリッグはこう説明したのだ。

「ワルキュリエの纏まとう鎧は特別製ですから、普通の刃物では壊せません。無論、手で外す事も難しいでしょう。……オーロラを外すって言われても意味分かんないでしょう？」

「じゃあどうすれば良いの？」

「ニダヴェリールへ向かうのです」

　少年の無む邪じや気きな問いかけに、フリッグは笑え顔がおで応じる。

「ドワーフの住む地下世界です。彼らは手先がとても器用で、私達神々の道具や武具なども製造しています。ドワーフの手を借りる事ができれば、ワルキュリエの鎧よろいを外すための工具なども作ってもらえるでしょう」

「ふむふむ」

　本来、地下深くの異界なんて人間界ミズガルズの人間は近づこうともしないはずだが、やはりこの少年にそんな考えはないらしい。

　結婚の女神フリッグの方も、さらっと説明してさっさと先へ進めようとしているらしく、

「前回のデートが失敗したのは、おそらくワルキュリエが仕事着のままで職業意識が取れなかったからでしょう。鎧を脱いで可か愛わいらしい洋服に着替えれば、ヴァルトラウテも仕事中とは違う、別の側面を見せてくれるはずです」

「はー。お姉さんありがとー」

「うふふふふふふふふふふふ!!　では私はこれで。安全のためを思うと同行した方が良いとは思いますが、結婚の女神としてはこれ以上男女の仲へ割り込む事はできませんので」

「ばいばいお姉さーん」

「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ!!」

　最後は何だか怪盗みたいな感じになり、笑いながら去っていく女神フリッグ。世辞ではなく無む邪じや気きな評価というのがよほど気に入ってしまったらしい。

　という訳で。

　天界アスガルドへの旅の次は、地下世界ニダヴェリールへの旅が始まるのだった。
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「でもさー」

　天界アスガルドでは面倒臭くさそうな調子の女神が一人。

　フレイヤである。

「フリッグ様も色々頑張ってるけど、あれ大丈夫なのかね」

「何がだ」

「見た目が可か愛わいらしいというか食べちゃいたい系というか涎よだれジュルジュルなのは認めるけどね、あの少年ちょっと華きや奢しや過ぎない？　正直、地下世界ニダヴェリールまで歩いていけるとは思えないんですけど」

「そ、そんな事はないわ！　あれはああ見えてきちんと芯しんは通っていよう。そもそも世界樹に迷わず挑戦するような者ぞ。地下世界ぐらい簡単に……ハッ!?」

「……（ニヤニヤ）」

「何を嗜たしなんでいますみたいな笑えみを浮かべていようぞフレイヤぁー!!　敗者として勝者への侮ぶ辱じよくを看過できない事がそれほどにおかしいか!?」

「ぷー。そんな事ないもん私のダーリンは強くて格かつ好こう良いもんあの少年の悪口言うヤツはみんな許さないんだからー」

「……今夜のメインディッシュは雌めす豚ぶたのジンジャーソテーで良いか……？」

「そんじゃー賭かけちゃう勝負にしちゃいます？　フレイヤちゃん最近新しいアクセが欲しい的な事を考えちゃったりしていたりするのでー、あの少年が地下世界ニダヴェリールまで辿たどり着けなかったらその頭にくっついてる羽飾りこっちに寄越すがいいー!!」

「なっ、これがなくなると私何だか良く分からない人にならないか!?　誰にもワルキュリエって分かってもらえなくならないか!?」

「でも勝つんでしょ？　勝つから別に良いんでしょ？　何しろあの少年は芯しんが通っているから地下世界ニダヴェリールぐらいどうって事ないのよねーニヤニヤ」

「ううっ！　だ、だがだな。そもそも私がこの勝負に勝って何の得があるというぞ？」

「そりゃそん時はフレイヤちゃんが女同士の快楽もある事を体でレクチャー……何でもないっす冗談です」

　ヴァルトラウテが滅雷の槍やりを持ち出してきたので、流石さすがに美び貌ぼう女神フレイヤも面倒臭そうに訂正し、

「じゃーあれだね。豊作と多産の属性を持つ女神として、あの少年が庭先で育てているアスパラガスを大豊作にしてあげるよ」

「……私に何の得もないんだが……まぁ、あの少年が満足している分には無茶ぶりされたり妙みような勝負を仕掛けられたりする機会も減るかもしれんしな。今後起こりうる勝負の頻ひん度どを調整する意味では私の利にもなる訳ぞ」

「ヴァルトラウテちゃんあの少年の喜ぶ顔見たーいそのためならたとえ火の中水の中いつでもどこでもどんな努力でも惜おしまなーいだからダーリン頭撫なで撫でしてー」

「逆さに吊つるしても同じ寝言が出るか試してやろうか……？」

「縛しばるならＭ字で頼むぜ」

　という訳で勝負は決定。

　ヴァルトラウテは『少年が地下世界ニダヴェリールに辿たどり着く』、フレイヤは『少年は地下世界ニダヴェリールには辿り着けない』に賭かけるという事なのだが、

「（……馬ば鹿かめ、あの少年が地下世界ニダヴェリールに辿り着くと何が起こるかもう忘れたのか？　せいぜいあの少年にオーロラの鎧よろいをはぎ取られて可か愛わいらしくなるが良いヴァルトラウテ、にゃっはっはー！）」

「ん？　何ぞ言ったか」

「何でもにゃいにゃい！　じゃー勝負も内容も決まったし、人間界ミズガルズの様子でも観察しますかー!!」

「とは言うがな」

　ヴァルトラウテは勝負そのものは承知したようだが、他に懸け念ねん材料があるらしい。

「おいフレイヤ」

「何よ」

「あの少年は大丈夫なのか？　確か世界樹ユグドラシルを登って天界アスガルドを目指した時は、気圧と高度の問題に直面して死にかけたわ。今回はそういったトラブルはないんだろうな」

「未知ですねえ」

　と真ま面じ目めに答えたのは番人のヘイムダルだった。

「今回は気圧と高度の問題は生じないでしょう。下へ潜もぐるだけですからね。ただ、地下世界とはつまり洞どう窟くつの奥へ奥へと進んでいく事になります。空間そのものが狭せまければ酸素不足に陥おちいるリスクはありますし、火山性の有毒ガスが発生している可能性だってありますから、やはりリスクなしとはいきません」

「対策はないのか？　前回みたいな土ど壇たん場ばギリギリの展開はまっぴらぞ」

　あれはアンタが意地を張ったからだ、とその場の全員が思ったが口には出さない。

　ヘイムダルは律りち儀ぎにこう答えた。

「鉱山ではカナリアを使うそうですよ。酸素が不足したりガスが漂ってくると、特殊な反応を示して教えてくれるのだそうです」

「……、」

　そこでヴァルトラウテは伝令用の二羽のカラス、ムニンとフギンへ目をやった。

　彼ら（？）は口々に抗議する。

「嫌いやですよそんな危ない仕事!!」

「真っ先に倒れるためのセンサーなんて損な役回りはごめんじゃね!?」

　するとワルキュリエはおもむろに滅雷の槍やりを構え、

「……それだけ鳴ければ役目は果たせようぞ。行け」

　ひとまず少年の許もとへカラス達を向かわせたヴァルトラウテに、美び貌ぼう女神フレイヤが話しかける。

「でも地下世界ってどうやって観察すんの？　今みたいに滑走路から下を覗のぞくだけじゃ見えないんじゃない？」

「ヘイムダル。角杯を寄越すがよい」

　右手を差し向けられた番人ヘイムダルが、ビクッと肩を震わせる。

　無視してヴァルトラウテはこう言った。

「そのギャッラルホルンぞ。確かそれは地上のヨツンヘイムまで伸び、知恵の水を吸い上げて飲むために使えるんだったよな。角杯を地下世界まで伸ばせば少年の動きを観察するための道筋ができようぞ」

「だ、駄だ目めですよ!!　ギャッラルホルンは天界中にサイレンを鳴らすための角笛でもあるんですから！　こうしている今も最終戦争ラグナロクは始まるかもしれないんです！　それを感知し全軍へ知らせるのが番人の役目なんです!!　ですからギャッラルホルンを手放す訳には……!!」

「やれやれ」

　ヴァルトラウテは緩ゆるやかに首を横へ振り、

「……汝なんじはまた私に暴君になれと言わんとするか？」

「二の舞!?　ムニンとフギンの二の舞!?」

　専門用語で天てん丼どんである。

　ヘイムダルから角杯を奪うばい取ったヴァルトラウテは、魔法の力でそれを大きく伸ばした。みるみる内に人間界ミズガルズにまで届き、さらに地面を抉えぐって地下世界へ続く洞どう窟くつにまで伸びていく。

　角杯の口を覗のぞき込むヴァルトラウテとフレイヤは、

「うむ。これで観察できようぞ」

「……オーディン様がアンタ達の婚姻を危き惧ぐしていたのが何となく分かるわ。まー銀河的美少女フレイヤちゃんは楽しければ何でも良いけどー!!」

「また何か邪じや推すいしているのか馬ば鹿か者め」

　魔法の効果のおかげか、一度地面に突き刺した角笛ギャッラルホルンは、小刻みに揺ゆらすと刺さったままの状態でもヌルヌル動く。少年の捕捉も問題なさそうだ。

　地下の様子を観察してみると、洞どう窟くつのほぼ入り口の辺りで少年が持ち物の確認をしているところのようだった。

『ハンカチ良し、お腹なかがすいた時のお菓子良し、水筒も持った。よーし行けるぞー』

「まただよこの超軽装!!　思いっきりサンダルだし、そもそも洞窟に入るのに明かりになる物何にも持ってないわ!!」

「おっと手が滑すべった」

　フレイヤがわざとらしく呟つぶやき、角杯の口へ松明たいまつを放り込んだ。カランカランカラーン、と何度も硬い音を反響させた後、それは少年のいる洞窟の天井からボトッと落ちる。

『？』

　少年は不思議そうな顔をした後、松明を拾ってから洞窟の先へ進む。

「今のはルール違反ではないか？」

「そもそもルールなんかねえんだよ」

　ヴァルトラウテの疑問を軽く受け流し、フレイヤは観察を続ける。

　洞窟は複雑に入り組み、広大に伸びていた。そもそも地下世界は大きく分けて二つある。地上からそれらへ行くルート、地下世界ニダヴェリールと地下世界スヴァルトアルフヘイムを繋つなぐルートなど、様々な道が絡からまるジャンクションのようなところに少年はいるのだ。

『ニダヴェリール、ニダヴルール……』

「参ったな……。言い辛づらくなって途中から徐々に名前がズレ始めていようぞ!!」

「迷子の兆候ねえ」

「でもあの辺は一応案内板とかあるから……」

「スヴァルトアルフヘイムとも繋がっているって事は、ダークな妖精とかも使ってる通路なんでしょ？　あの悪戯いたずら好きどもが案内板を取り替えたり手を加えたりしないもんなのかしら？」

　と気を揉もんでいる天界の住人達だが、予想に反してそれほど大きなトラブルもなく、少年は洞窟の奥へとずんずん進んでいく。

　密かに監視しているカラスのムニンやフギンも、酸欠やガスでギャーギャー騒さわぎ出す事はない。

「なーんだ。意外とフツーで面白味がないわー」

「途中で諦あきらめる方に賭かけた汝なんじにとってはつまらんだろう。だが無事に辿たどり着く方に賭けた私にとっては順調ぞ。何事も普通が一番、普通に万歳！　波乱万丈などいらぬわ!!」

「もーもー心配だぞヴァルトラウテちゃんあの少年が心配だぞ怪け我がしないかな迷子にならないかな無事に帰ってきたらギュッと抱きしめちゃうんだぞー」

「た、退屈になったからって妙みような寝言を喚わめき散らすでないわ馬ば鹿か者め！」

「……つーかフツーフツーって、アンタ今ワルキュリエとしての存在意義を自分で否定しかけてない？　人間がドラマチックに死ぬトコ見届けて魂回収する側としてさー」

　フレイヤは呆あきれたように息を吐はきながら、

「でも地下世界ニダヴェリールへ向かうって事は、ドワーフに工具の作製を依頼するって事よね？　でもあいつらの作るアイテムってさー、黄金使って作る訳じゃん？　それも思いっきり『いわくつき』のヤツ。大丈夫なのかね。むしろここからが本番なんじゃ……」

「しっ、待てい。何者かがあの少年へ接近せんとしているようであるぞ」

　洞どう窟くつの入り口の辺りは複雑に入り組んでいたが、地下世界ニダヴェリールへ向かうルートに入ってからは、世界樹ユグドラシルの根に沿って、ほぼ一直線だった。その通路の向こうから、少年の方へ歩いてくる影があるのだ。

「ドワーフかしら？」

「ヤツらはあんなに長身ではないわ。うげっ!?　あれは……!!」

　少年の持つ松明たいまつに照らし出された顔を見て、ヴァルトラウテは絶句しかけた。

　その正体を知らない少年に、人影はこう話しかける。

『おや。こんな所でミズガルズの民たみと出会うとは奇遇だな』

『お兄さんだれ？』

『ははは。残念ながらそのスキルは男神には通じないぞ』

　無自覚にフリッグを高こう揚ようさせていたやり取りに対し、人影は笑う。笑いながら、男神の彼はこう答えた。

『俺はロキ。出しゆつ自じは色々複雑だが、これでもアース神族の一員さ』




　そしてワルキュリエはありとあらゆる武器防具を角杯の口へ放り込もうとした。

　神々の財宝で九つの世界の軍事レベルを破壊されないよう、フレイヤが慌あわてて止める。




「とっ、止めるな!!　ロキぞっ、あのロキであるぞ!!　光神バルドルを冗談でぶっ殺したり収穫の女神シフの金髪をギャグで丸刈りにしたりフェンリルやらヘルやら無む秩ちつ序じよに生みまくって最終戦争ラグナロクの原因の一端作ったりしまくってるあのロキぞ!!　何が奇遇だというのだ白々しいわ！　あいつ絶対にちょっかい出すため待ち構えていたに決まってる!!」

「そりゃ一〇〇％そうでしょうけどまあ落ち着け!!　今はアンタが世界を滅ぼしかねないっつーの!!」

「勝負の公平性を守るためにも私はやらなくてはならないのであるぞ!!」

「はいはいどうせチュッチュしたいあの少年とチュッチュしたいチュッチューでしょ!!」

　フレイヤがヴァルトラウテを羽は交がい絞じめにしようとして振り落とされ、美び貌ぼう女神が普段乗り回している巨大猪いのししを突撃させて時間を稼いでいる間にも、地下の洞窟では少年とロキの会話が続いている。

『お兄さん何しに来たの？』

『ちょっとドワーフ達に魔法の道具を作らせていたところさ。いやーシフの頭丸刈りにしたらトールの野郎がチョーキレやがってさー。代わりの髪が必要だったという訳だ』

『僕もー』

『君も女神を丸刈りに？』

『道具を作ってもらいに来たの』

『はーはー。そういう訳か。だがドワーフどもは一ひと筋すじ縄なわではいかないぞ。普通に頼み込んでも法外な額を毟むしり取られた挙げ句に逃げられるのがオチだ』

『そうなの？』

『うむ。ヤツらに頼みごとをする時にはコツが必要なんだ』

　そしてヴァルトラウテの全身に鳥肌が立った。

「気持ち悪いっ!!　にこやかなのが気持ち悪いのであるぞ!!　ヴぁーヴぁー!!　今すぐその少年から離れろ!!」

「だから落ち着けって……!!　ありゃド変態なのに間違いはないけど幸さいわい男神でしょ！　少年にはそっちの意味では手を出さないだろうからひとまず安心しなさい!!」

「そんな事ではなく私は勝負の公平性とあの少年の人命をだな!!」

「建前は分かったから!!　組み合わせ的にチュッチュはねえよ安心しろ!!」

　う、うむ、とヴァルトラウテはわずかに鎮ちん静せい化しかかった。

　そこへ番人ヘイムダルが余計な事を言う。

「……でも男色って線もありえるんじゃあ？」

「っ!!　そうだやはり危ないのであるぞ！　そもそもロキは馬に化けた時、巨人の操あやつる別の馬にのしかかられてスレイプニルを生んでいるではないか!!　馬しかも受け!!　性的嗜し好こうに関してこれほど信用おけん神がいようものか!!」

「テメェヘイムダル余計な事を言いやがって……!!　だ、大丈夫大丈夫。そんな展開はフレイヤちゃんとしてもちょっぴり涎よだれジュルジュルだけど、乙女垂すい涎ぜんの状況になりはしないから!!」

　どーどー、と怒いかれるワルキュリエをなだめながら、フレイヤは冷や汗を拭ぬぐう。

　そうしている間にも地下の洞どう窟くつでの会話は続く。

『どうすれば道具を作ってもらえるの？』

『簡単だ。それはな……』
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　ロキからアドバイスを受けた少年は男神と別れ、再び一人で洞窟の奥へと向かった。

　そして天界アスガルドでは興奮から覚めたヴァルトラウテが自己嫌けん悪おに苛さいなまれてうずくまっていた。

「……私は少年相手にどこまでハッスルしていようぞ……？」

「いや結婚してんだから反応としちゃ悪くないんじゃない？」

　途中でお菓子を食べ、水筒を傾かたむけて喉のどを潤うおるし、ライ麦の堅いパンを頬ほお張ばって空腹を満たしながら、少年はついに洞どう窟くつの終着点へと辿たどり着いた。

　ドワーフ達の暮らす地下世界ニダヴェリールの入り口である。

「ひとまず、今回は無事に異界へ辿り着けたか。ははは!!　私は賭かけに勝ったのであるぞ!!」

「はいはい、あの少年のアスパラガスは大豊作にしておきますよ。むしろアスパラ林ぐらいにしちゃうぜ」

「……何な故ぜ勝負に負けているのにちっとも悔くやしがらんのであるか」

（だってそりゃーアンタの鎧よろいを脱がすためのプロジェクトが成功への道をひた走っているんだからにゃあ。ひっひっひ）

　美び貌ぼう女神フレイヤはその本音を隠して適当に言う。

「世界樹自力で登ろうとか、前回が難易度高過ぎたんだって」

「ふ、ふん！　このワルキュリエと正式に設定し、婚姻という形でその命運を左右せんとした勝負ぞ！　それぐらいあって当然だろう!!」

「アンタ無茶ぶりしたいの甘やかしたいのどっちなの？」

　少年は地下世界ニダヴェリールへと入っていく。

　じめじめした洞窟と違い、内部は黄金に光り輝いていた。比ひ喩ゆ表現ではなく、本当にあらゆる建物や道路が純金で作られているのである。天界の住人からするとその光は少し毒々しい感じもしたが、人間の欲望を刺激するには足りる景色だろう。

　ドワーフは人間の大人の半分ぐらいの背丈をしていて、肌は全体的に浅黒い。彼らは金属を採掘する鉱員であり、金属を鍛きたえる鍛か冶じでもあった。

　なので、

『すみません。鍛冶屋さんはどこにありますか？』

『知らない』

『鉄を熱い所に入れてバンバン叩たたくあの鍛冶屋さんです』

『？』

「駄だ目めぞ、駄目ぞ。それでは駄目なのであるぞ少年よ」

　ワルキュリエが頭を抱かかえるが、その声は少年には届かない。

「ドワーフは全員が全員鍛冶のスキルを持っているから、『鍛冶屋』などという専門店は存在せんのだ。目の前に目的の人物はいるというのに、その尋たずね方ではいつまで経っても見つからんのであるぞ」

「……これ、新婚さんっていうより母と子のやり取りよねえ」

　と、しばらく空振りなやり取りを繰り返している内に、流石さすがに違和感に気づいたのだろう。少年は黄金の道を行き交うドワーフの一人を捕まえて、こう質問した。

『道具を作ってくれるドワーフさんを教えて』

「ふ、ふん。そうだそう言えば良いのであるぞまったくこんな簡単な事に気づくのにこんなに時間をかけおってダメなヤツはやっぱりこれだから……」

「顔にチョー色々書いてあるぜ奥さん。そのニヤニヤ音読してやろうか？」

　少年はドワーフに案内され、彼の鍛か冶じ場ばへと案内されたようだ。

　ドワーフはこう尋たずねた。

『お望みの品は？』

『えっとねー、ワルキュリエの鎧よろいを外すための工具があるとねー、今度のデートがもっと楽しくなるってフリッグさんが言ってたのー』

「ハッ!?　今まで何となく勝負事という事で応援していたが、これ成功したら私の鎧がはがされんとするのではないか!!」

「やっと気づいたのかよ!!　だがもう遅いがな!!」

　慌あわてて胸元を両手で隠すヴァルトラウテの耳に、ドワーフの次の問いかけが入ってくる。

『代金は？』

「でも待てよ……。ちょっと、ねえちょっとってば」

「何ぞ」

「良いの？　このままドワーフに黄金の工具を作らせちゃって」

「も、もちろん困る!!　この鎧を脱がされるだなんて考えられんわ！　だ、だがだな、もしも、もしもの話ぞ。そんな工具が完成してしまってあの少年がお願いってガチで言ってきたらその時は仕方がないんじゃないかなー的な……」

「そっちじゃねえよ露ろ出しゆつ狂」

　フレイヤは冷たく切り捨て、

「ドワーフの作る道具っていうのは、アース神族にだって真ま似ねができないぐらい高性能よ。雷神トールのミョルニルも、主神オーディンのグングニルも全部ドワーフが作ったものだもの」

「それが何であるぞ」

「でも、あいつらの使う黄金には呪のろいがかけられている」

　深刻な表情でフレイヤは続けた。

「特にさっきのロキの『アドバイス』みたいに、代金を踏ふみ倒したりするような輩やからに対するね。実際、私達が使っている道具にもドワーフの呪いはかけられている。その被害に遭わないのは、神としての属性が呪いを弾はじいているからね。でも、それができない人間が持つとなると……」

「……、」

「ロキがドワーフのアンドヴァリから奪うばった黄金は人間ジークフリートへと譲渡され、悪竜ファフニールすら両断した英えい傑けつを殺害させる一因になった。魔剣ダーインスレイフなんて、人間の手で扱える範囲内の武具でありながら、最終戦争ラグナロクの引き金候補とさえ言われている。アンタだって話ぐらいは色々聞いた事あるんじゃない？　こんな逸いつ話わは珍しくもない。人間に神々の武具は扱いきれない、なんて話もあるけどあんなの嘘うそ。実際には、ドワーフがかけた呪のろいに人間では耐えられないからよ」

「で、で、では」

　ヴァルトラウテは震える声でこう質問した。

「あの少年は、ドワーフに作ってもらった黄金の工具を受け取ったらどうなるぞ？」

「んー？」

　フレイヤは真上へ視線をやってから、

「死ぬんじゃない？」
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　そして天界の館やかたヴァルハラでは主神オーディンが悪わる巧だくみなのだった。

「……まったく手こずらせやがって。悪神ロキまで出てくるとは思わなかったぞ。しかし、これであの少年もようやく戦死者の仲間入りだな」

「どういう事ですか父上？」

　尋たずねたのはオーディンの息子である雷神トールである。

　前回、ブチ切れたヴァルトラウテに徹底的にボコられた挙げ句、カミナリ同士の勝負でも敗北したため神としての存在意義がかなり危あやうくなっているトールなのだが、今のところは何とか雷神の属性を保持している。

　そんなトールに、オーディンは玉ぎよく座ざの上でふんぞり返る。

「なぁに。妻のフリッグ達が何やら人間の少年をそそのかしていたようなのでな。経過を観察していたが、これは下へ手たに妨ぼう害がいするより成功を見守った方が俺達のためになると踏ふんだまでだ」

「ドワーフに道具を作らせる、という例のアレですか？」

「うむ。我々アース神族であればドワーフの呪いなど取るに足らんが、そうした加護を持たぬ人間がドワーフの道具を手にすれば、辿たどる末路は一つと決まっている」

　オーディンはニヤリと笑い、

「異なる世界をまたごうという行いが死に直結すると、前回で学ばなかったのかね？」

「ほうほう。ほほう!!　という事はあれですな。あれだけの忍耐と勇敢を併あわせ持った少年が、戦死者エインヘルヤルの列に加わると！　それは良い!!」

「そうだろうそうだろう!!　人間界ミズガルズには様々な人間がいるが、異界を二つもまたごうとした者となるとかなり数は限られる!!　世界樹に対する畏い敬けいや、異界への漠ばく然ぜんとした不安などから、人間界で生まれた並の魂では挑戦すら考えないからな!!　これはかなりの規模の戦死者となるぞ！　そして同時に九人一組のワーグナー式ワルキュリエの体制も元へ戻る。これで最終戦争ラグナロクの備えも万全という訳だ!!」

　あっはっはがっはっはー!!　と、すっかり小者になってしまった主神を眺ながめ、結婚の女神フリッグは思わず頭を抱かかえた。

「……まさかと思いますけど、そんな簡単に話が進むとでも考えているんですか？」

「今回はお前のミスだぞフリッグよ!!　俺は何も手出しはしておらん。お前達は一度救った少年の魂をわざわざこの俺に献上してくれたのだ!!」

「……はぁ。何だか大魔王みたいな台詞せりふですね」

　本格的に頭痛がしてきたフリッグはため息をつきながら、

「それに、そもそもの計画を企くわだてた私が、そんな事も考こう慮りよしないで少年に声をかけたとでも思っているのですか？」

「何を言ってももう遅い!!　現にあの少年はドワーフへ黄金の工具の作製を依頼した。ドワーフが作った工具を受け取れば呪のろいは発動する。人間界で生まれた魂にそれを防ぐ事はできん。たとえワルキュリエや女神が遠隔地から加護を与えたところで、やはり運命からは逃れられん。付け焼刃の加護ではなく、神として生まれた者自身が自身のために振るう加護でなければドワーフの呪いは弾はじけぬのだからな!!」

　もはや言葉もなく、首を横に振るフリッグだったが、彼女はこう付け加えた。

「……とはいえ、あなた達はもっと切せつ迫ぱくした危機に対応した方が良いかもしれませんね」

「ぬ？」

「どういう事ですか母上」

「眺めているだけと言いながら、どうせ事が上う手まく運ばなくなった時には容よう赦しやなく介入してあの少年を戦死者に加えるつもりだったんでしょう？　無む垢くなる思いをそのように利用しようとする者を、あなたはどう対処するようヴァルトラウテに命じたんでしたっけ」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………えーと」

　主神オーディンが先日入手したトラウマを思い出していると、




　ずどーむ!!!!!!　と。

　青白い閃せん光こうが大広間の壁を外側からぶち抜き、瓦が礫れきの向こうからノシノシと接近してくるワルキュリエが一人。




「ひっ、ひいい!!　ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　完全に取り乱したオーディンが慌あわてて神しん槍そうグングニルを掴つかもうとしたが、その武具へ滅雷の槍やりが容よう赦しやなく突き刺さった。火花を散らしながら、グングニルは大広間の隅すみへと転がされていく。

　間抜けなポーズで空を掴もうとするオーディンは半なかば涙目で、

「お、俺は主神だぞ!!　主神なのにー!!」

「……偉さと強さに因果はないわ馬ば鹿か者め。巨きよ大だい狼おおかみフェンリルに喰くわれる前に引き千切ってやろうか？」

「くそおー!!　やはりあの少年が九つの世界を不用意にまたいだから、このような戦いくさの歪ゆがみが発生したかー!!」

[image: ]

　そこらの毒竜よりもおっかない人相になっているヴァルトラウテに、結婚の女神フリッグがため息をついた。

「ヴァルトラウテ。少し落ち着きなさい」

「っつーか今回の主犯はあなたでありましょうぞ!!」

「そっ、そうだそうだ！　俺は何もしてないぞ。ただ見てただけだぞ！　あの少年を地下世界ニダヴェリールへ誘ったのはフリッグだ！　そいつがドワーフに黄金の工具を作らせようとしたはずだ!!　だったら悪いのそいつだもん!!」

　小者道を爆走するオーディンを無視して、フリッグはヴァルトラウテに話しかける。

「だからひとまず冷静になりなさい。大丈夫、そこのヒゲが言うような結果にはなりませんから」

「……どういう事ですぞ」

「ドワーフの作る黄金の道具や武具には、確かに呪のろいがかけられます。それは人間に耐えられるものではないでしょう」

　フリッグはまずそれを認めた上で、

「ですが、そもそもその呪いにはある仕掛けがあるのです」

「？」
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　何か釈然としないまま結婚の女神フリッグと一いつ緒しよにビフレストへと帰ってきたヴァルトラウテ。すると、三番滑走路から地下世界ニダヴェリールを覗のぞいていた美び貌ぼう女神フレイヤがこんな事を言ってきた。

「おー!!　見てみ見てみ！　面白い事になってるぜー!!」

「何ぞ一体……」

　と、ヴァルトラウテが不審そうに角杯ギャッラルホルンを覗き込むと、

『うむ。こんなもので良いか』

『わー、わー!!　ありがとー!!』

「おっ、おい!!　ドワーフが作った黄金の工具を思いっきり手渡されているではないか!?　あれではドワーフの呪いにやられてしまうわ!!」

「しっ。よく見るのですヴァルトラウテ」

『十徳ナイフだー、シャキンシャキーン!!』

『ははは。そいつの一つ一つはワルキュリエの鎧よろいを外すために自動作業する。そっちのボタンを押して工具をかざすだけで、後は勝手にやってくれる仕組みさ』

「……何ぞ？　呪いにやられているようには見えんが」

「呪いなど存在しないのですから当然です」

　フリッグが、しれっとした顔で答えた。

　は？　と体の動きを止めたヴァルトラウテに、結婚の女神は続けてこう言った。

「ドワーフが黄金に呪いをかけるのは、アース神族が労働に対して正当な報酬を支払わないからです。大抵は道具を作ってもらった後に代金を踏ふみ倒したり、ひどい時には最初から刃物で脅おどして道具を作らせたりします」

「ま、戦争ラブなヒゲオヤジが主神で、腕力だけは有り余ってる神族のやる事なんて、どいつもこいつも変わんない訳ね」

「そんな状況で道具を作らされれば呪のろいの一つが生まれたところで不思議はない。『力に物を言わせるのが当然』だなんて考えている戦争バカ達には、その辺りの機微が全く分からないのかもしれませんけどね」

「で、では……？」

「どうせあなたは途中でブチ切れてヴァルハラを襲撃したんでしょう？　途中経過を見逃している。フレイヤ。ヴァルトラウテがここを離れていた間に何が起きていたかを説明してもらえますか？」

「えっとー、でもそんなにドラマチックな事じゃなかったけどー？」

　フレイヤは中空へ目をやり、適当な感じで口を開く。

「『作ってほしい物』を聞いたドワーフは、その対価を尋たずねてきたわ。ぶっちゃけお前はいくら持ってきたんだってね」

「普通のアース神族ならここで嘘うそをつくか、腕力で脅おどすかの二択の場面ですね」

「で、あの少年はこう答えたの。これしか持っていませんけどこれで全部なんですって。うーん、銀貨が七枚ぐらいだったかな？」

「……それではドワーフは怒るだろう。あいつらは労働に対して正当な報酬を求めるという話だったではないか。神々が使う武具と同じ工芸品だぞ。人間界ミズガルズの銀貨七枚で釣り合いが取れるとは思えん」

「ところがそうじゃなかった」

「？」

「そのみすぼらしい銀貨を見たドワーフは、少年にこう尋ねたの。この銀貨はどれぐらい時間をかけて集めたものだって」

　フレイヤは肩をすくめて、

「そしたらあの少年は、一ヶ月の働きのほぼ全部だって答えたのね。何だっけ？　蜂はち蜜みつ酒の職人の許もとで職業訓練を受けているから、そこの手伝いで得られた小銭みたいだけどー？」

「……、」

「でもってー、最後にドワーフは笑ってこう答えたの。だったらこちらも、一ヶ月分の本気で応じなければならないなって。やーんもー、キラキラ美人フレイヤちゃんこういう汗あせ臭くさいやり取りきらいきらーい」

「そういう事です」

　結婚の女神フリッグは結論を出す。

「ドワーフは金額の大小ではなく、その金額を得るために払った労力に応じて仕事を行う。九つの世界を支配するアース神族にとって、金貨の山など大した苦労もなく手に入れられるものです。そんなものでドワーフの心は動かないし、その程度の額ですら踏み倒そうとする者には失意と憎ぞう悪おを向けてしまう」

「でも……あの少年は……違った？」

「ドワーフの呪のろいは彼らの職業意識、誠意の裏返しです。鍛か冶じ職人としてのプライドを裏切られたから呪いは生まれる。始めから職人の技に敬意を払って真ま面じ目めに交こう渉しようをしていれば、呪いなど発生するはずがないのですよ。無論、あの少年がどういう性質なのかはヴァルトラウテも良く分かっているのではないですか。少なくとも、私はそれが分かった上で今回の件を仕掛けましたけど」

　つまり、とフリッグは一度区切ってから、

「オーディン達は、最初から少年が負けるはずのない勝負を勝手に利用して自滅しただけなのです。これでもまだ、怒る理由がありますか？」
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　と、何だか話が上う手まく奇き麗れいな方向にまとまったように見えたのだが、ヴァルトラウテには一つ問題が残っている。

　そう、

「あの少年がワルキュリエの鎧よろいを外すための工具を手に入れてしまったではないか!!　こ、これは、その、何ぞ？　私に脱げという無言の圧力なのか!?」

「……っつーか完全武装の鎧で待ち合わせとかキモ過ぎでしょー。根本的にミリタリーは汗あせ臭くさいの!!　男の子は女の子にそんなの望んでない!!　それともアンタは自分の夫に汗フェチとかとんでもないパラメータがついているとでも思ってんのか!?」

「いや確かに夏場の体育館じゃないとダメとか言われても困るに決まっているわ馬ば鹿か者めなのだが!!」

「じゃあ脱げよ!!　脱いじまえ！　ぬーげ、ぬーげっ!!」

「釈然としない……。釈然としないが、まぁ黄金の工具ができてしまった以上は私には抗あらがえないのではないか？　何しろドワーフの作る武具や道具は神々の属性に直結するものぞ。雷神トールが雷らい槌ついミョルニルを持つように、主神オーディンが神しん槍そうグングニルを持つように、ワルキュリエの鎧を脱がす工具には何があろうが鎧を脱がす効力を秘めるのだから」

「そうと分かればヴァルトラウテちゃん可か愛わいらしいお洋服の選定だーワンピースにしようかな細めのズボンにしようかなぐわはははははー!!　今日は多少紐ひもの結び方が複雑で普段は絶対穿はかねえよ的な下着にもトライしちゃおっかなー!!」

「妄もう想そうにしても下世話が過ぎようぞ……!!」

　ちくしょーメンド臭くせえなこのワルキュリエ、と美び貌ぼう女神フレイヤが呆あきれたように言ったが、そこで番人ヘイムダルがまたもや余計な事を言った。

「あのう。そんなに鎧を脱ぐのが嫌いやなら抵抗すれば良いのでは？　いかに鎧を外すための工具があったとしても、相手は人間の膂りよ力りよくですし、ワルキュリエが本気を出せばいくらでもギャギャギャアアアーッ!?!?!?」

　美び貌ぼう女神フレイヤがいつも乗り回している巨大猪いのししが番人ヘイムダルへ突撃し、滑走路を引きずり回していく。

　余計な事を聞かれてまた強情になられても困るのだ。

　にこやかな笑え顔がおの女神フレイヤに見送られる形で、ヴァルトラウテは白馬にまたがる。

「ではデートとやらに出かけんとしてくる。これもまた、三日前からの取り決めなので仕方なくぞ!!」

「ほいほーい。何なら勝者へのボーナスポイントって事で愛と欲望のフレイヤちゃんも混じって３ピ……いえ何でもないっす」

　取り出された滅雷の槍やりの先端を見て萎い縮しゆくする美貌女神。

　ヴァルトラウテは白馬と共にビフレストを利用して『存在』をバラバラの粒りゆう子し状に変えると、空一面に不自然なオーロラを描えがきながら人間界ミズガルズへと降りていった。

　と、ワルキュリエのいなくなった三番滑走路へひょっこりと現れた影が一人。

　結婚の女神フリッグである。

「……どうなっています？」

「今良いトコロです。おっ、ヴァルトラウテがあの少年と遭遇した！」

「おおっ！　ヴァルトラウテが人ひと気けのない水車小屋へ少年を案内しましたよ!!」

「まーいきなり少年の家に押しかけたら両親は仰ぎよう天てんするでしょうしね。息子が早死にするのかと思われても不思議じゃないっちゅーか」

『う、うむ。鎧よろいが気に入らんというのなら、外してもらって構わない。だがそれは人前では困るのであるぞ』

「マジか!?　あの少年の手でじかに外させるだと！　こっ、これはまさか、お姉さんがレッスンしてあげるタイプかー!!」

『人間界のセンスに合わせて、多少は汝なんじらの言うデートに相応ふさわしい装いをいくつか用意してあるのであるぞ。だがそれらに着替えるためにも、まず鎧を外さなくてはならないわ』

「ええ、そっち!?　せっかく脱がせるのにそのまま身だしなみを整えてデート方向!!　もうその水車小屋がゴール地点なのにこれからどこ行こうってんだ!?　あいつホントに焦じらしの女王じゃねーか!!　一周回って逆に超玄人くろうとだよ!!」

「……ヴァルトラウテは、デートの終わりに何が待っているのかをちゃんと設定しているんでしょうか？」

　少年は多分何を意味しているかも分かっていないまま、ドワーフに作ってもらった黄金の工具を取り出す。シャキシャキシャキーン!!　と、十徳ナイフ状の工具はひとりでに様々なデバイスを展開させていく。

『な、何だか近くで見るとすごいぞ。や、優しく頼むわ』

『初めてだから僕も良く分かんないの』

『ゆっくりぞ、とにかくゆっくり、な？』

「これだけ聞くとエロいのにっ!!　そこから順調に遠ざかるアンタが信じられない!!」

「結婚の女神としても愛欲の女神としても、ここまで来ると何だか冒ぼう涜とくされているように見えてきますね……」

　ともあれ、これでワルキュリエが鎧よろいを脱げば、状況は多少は好転するだろう。

　職業意識の象徴である鎧を取り外し、女の子らしい可か愛わいい衣服に着替えれば、ヴァルトラウテのプライベートな面が垣かい間ま見えるかもしれない。

　デートとはそういうものなのだ。

　結婚や愛欲といった神々の属性を使わずに仲を深めるのであれば、それ相応の時間が必要なのかもしれない。だがあの二人にはその時間がたっぷりとある。ならば性急に事を進めようとするよりも、彼らのペースに任せてのんびりと進展を待った方が、結果として強く深く結びつけるようになるかもしれない。

　そんな風に、ほのぼのと見守っていた女神二人だったのだが、

『あれ？』

『何ぞ』

『鎧を外すのに必要なデバイスは全部で八個なのに、まだ使ってないデバイスが残ってる』

「そういえば」

　と呟つぶやいたのは結婚の女神フリッグだ。

「ドワーフは黄金を使って道具を作りますが、材料が余ると別の道具を追加で作ってしまうそうですね。神々の主要な武具の中にも、『ついで』で作られたものが結構ありますし」

「……ついでで神々のランキングを塗り替えているんだから、やっぱドワーフハンパないわー」

　彼女達がそんな事を言い合っていると、人間界ミズガルズの様子がおかしくなった。

『うーん。とりあえず使ってみよう』

『大丈夫なのか？』

『分かんないけど、えいっ』

『分からないのに安易に取り出……うわあーっ!!』

　珍しくヴァルトラウテの切せつ迫ぱくした声が飛んできた。

　慌あわてて地上へ目をやるフリッグとフレイヤ。そこではこんな光景が広がっていた。

　少年の手にした黄金の十徳ナイフから、到底金属とは思えないしなやかさで、何やら触手のようなものがニュルニュルと出てきたのだ。質量保存の法則とか完璧に無視した数と長さと大きさだった。

『な、な、何ぞそれは!?　どのように使う物ぞ!!』

『？　ホントに何に使う物なの？』

『い、いや、そんなにキョトンとされてもだな……まぁ……ええと……どうせゴニョゴニョせんとするためなのは見当がついているんだが……』

『あれー？　こんな所にボタンがあるー』

『これ以上下へ手たにいじるでないわ馬ば鹿か者め!!　一斉に絡からみ付いてきたり小刻みな振動とか始めたら私はどうすれば良いのだ!?　くそう、ファンタジーってヤツはこれだから!!』

　人の話を聞いていない少年がボタンを押すと、十徳ナイフのハンドルから聞き慣れたドワーフの声が聞こえてきた。

『まーその何だ、材料が余っちまった以上はついでに何かを作っておくのが俺達の流りゆう儀ぎなんだが、この場合はどうしたもんかと悩んでね。お前さんはどんな相手の頭でも砕くだくハンマーとか渡されても困るだろ』

『そ、それがどうしてこの触手に繋つながらんとするぞ……？』

『そこで俺はこう考えた訳だ。お前さんはワルキュリエの鎧よろいを脱がすための工具を欲しがった。だが女ってのは脱がせば終わりじゃねえんだぜ。女の扱いに慣れている様子でもなさそうだったからよ、ついでの一品はそっち方面でまとめちまった方が良いんじゃねえかってな』

『……、』

『そいつは一度起動しちまえば後は自動的にワルキュリエを天国に送っちまう魔法のデバイスだぜ!!　どんな堅物だろうが不感症だろうが関係ねえ。鎧を脱がす工具とワンセットにしちまえば、ワルキュリエに対してはほぼ無敵だな!!　がはは！　この話をしちまったら周りのドワーフ連中みんなも集まって本気出しちまってさー！　あんまりにも性能高過ぎるからワルキュリエは白目むいて泡あわ吹いちまうかもしれねえなあ!!』

　その玩具ちょっと興味あるかも……と瞳ひとみをキラキラさせるフレイヤの声など人間界ミズガルズには届かない。

　少しは良い感じになっていた水車小屋の空気は（物事を理解していない少年置いてきぼりで、ヴァルトラウテ一人の殺気によって）完全に冷え切っていた。床からむくりと起き上がったヴァルトラウテは無言で少年の手から黄金の工具を没収すると、まだ脱がされてもいない鎧を意味もなく整え直した。

　それから右手で青白く輝く滅雷の槍やりを握り締めると、キョトンとしている少年に向けてこう告げる。

「……しばし待てい」




　そして。

　地下世界ニダヴェリールに神々の怒いかりが降り注いだという。






　　　第三話　神族と巨人の違いはとてつもなく不公平だ
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　某ぼう月げつ某日。

　少年とヴァルトラウテがケンカした。

　デートの途中での話である。ちなみに今回も（表面上は）渋しぶるヴァルトラウテに少年が勝負を仕掛ける形で実現した。岸壁で釣り勝負をしたのだが、ブーツと桶おけしか釣れなかった少年が制限時間の終了間際で頬ほほを膨ふくらませたところ、うっかり海の女神ランの装束が引っかかってしまって一発逆転となったのだ（ちなみに釣り上げられた時、女神ランは半裸でヴァルトラウテは目くじらを立てた）。

　で、問題となるケンカの経緯としては……。







「ヴァルトラウテは背が高いねー」

「うむ。なんだかんだで、やはり背丈がある方が戦闘に有利ぞ。そういう風に設計されたのだろう」

「僕は何食べても背が伸びないの。足ながーい。いいなー」

「ひぃあん!?　い、いきなりどこを撫なでているのだ馬ば鹿か者め!?」

　というのが原因ではなく。







「あついー」

「う、うむ。今日は豊ほう穣じよう神フレイ辺りが気合いを入れ過ぎているのかもしれんぞ」

「ヴァルトラウテはいつも鎧よろい着ているのに暑くないの？」

「こんなものは慣れてしまえば別にどうという事は」

「むー。その鎧の中がヒンヤリしているとか小細工してないよね」

「ぬわあああああああああ!?　一体どこに手を突っ込んでいるぞおおおおおおおお!?」

　というのが原因でもなく。







「山の芋いもだー！」

「ぜーぜーはーはー、う、ううむ。しかし食べる気がないなら下へ手たに触さわるでないぞ。肌が痒かゆくなるからな」

「いもいもー」

「……おい運命の三女神ノルンよ、この流れはないぞ。三段オチ的にここも破は廉れん恥ちネタが来るのは薄々予想はついているが、それにしたってこれデリケートな所をやられたらもう破廉恥がどうとか言っていられる次元じゃなくなぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　普段は鉄壁無表情なはずのウルズ、ベルザンディ、スクルドの三女神は珍しく両手を叩たたいて爆笑したものの、やはりこれも原因ではなかった。







　そもそもの発端は、ワルキュリエがいつも乗っている白馬である。人間界ミズガルズへやってきたヴァルトラウテを見上げ、少年はこう言ってきたのだ。

「僕もそれ乗りたい。だめー？」

「む」

　ヴァルトラウテは手た綱づなを握って白馬の動きを制御しつつ、

「残念ながらそれはできないわ」

　そもそも少年の背丈を考えると、普通の馬を乗り回すのも難しいだろう。ポニーのようなものなら別かもしれないが、これほどの巨きよ躯くを乗り回せるとは思えない。ロデオのようになるのは目に見えている。

　その上、ヴァルトラウテが操あやつっているのはただの馬ではない。これはビフレストを利用した特殊な移動方法を円えん滑かつに進めるためのデバイスでもあるのだ。『存在』を一度バラバラにするビフレストだが、そこへ意図的に『不純物』を投入する事で、より高速かつ精密な移動を可能とする。ワルキュリエの他に神々もビフレストを利用できるが、光速八七％で誤差数十センチの範囲に確実な着陸を行うレベルにまでは達しないのだ。

　そんな特殊な白馬なので、一ひと筋すじ縄なわではいかない。というか、『そこらの神でも平気で振り落とす』暴れん坊の手綱を人間界の少年に任せる訳にはいかないのだ。

　ところが少年の方はそうした事情は理解していないようで、

「何で何で？　乗りたい、乗りたーい!!」

「ふっ。そもそもこいつは二メートル近い背丈があろうぞ。今の汝なんじではよじ登る事もできぬのではないか？」

　と、やんわりと拒絶するワルキュリエ。

「う、うー……」

　すると少年は何やら背負っていたバッグの中身をゴソゴソと漁あさって、

「にんじーん」

　そして白馬は即座に傅かしずいた。

　ヴァルトラウテは歯は噛がみして、

「くっ、所しよ詮せんは畜ちく生しようか!!」

「乗る!!」

　わー、と声を上げて白馬に取り付こうとする少年の上半身を、ワルキュリエは両手で軽く掴つかみ、そのまま自分の正面へスポッと収める。

　少年は不服そうな調子で、

「……これは違う。後ろから支えてもらうんじゃなくて、僕が一人で手た綱づなを操あやつらなきゃダメなの」

「何な故ぜそこにこだわろうぞ……？　別に行きたい所があるなら、人間界の範囲でなら私が案内してやれるのだが」

「自分で操る事に意味がある!!」

「というか、残念ながらそれは無理であるぞ」

　ヴァルトラウテは、人間とワルキュリエの間にある根本的な身体機能の差を考えて素直にそう答えたのだが、それを聞いた少年の頬ほほが目に見えて分かるほど膨ふくらんだ。

「できるもん!!　いきなり今やるのは無理かもしれないけど、ちゃんといっぱい練習すれば、僕だって……」

「うーむ。そういうレベルの問題ではないのだがなあ」

「できるの!!」

「人間と豹ひようが速さを競うのと同じぞ。そこは努力を向けるべきところではないのだが……」

「でき……」

「まあ人間にできぬところは私が補助してやろうぞ。私にできぬところを人間が補助できるかどうかは分からんが、そこで等価交換を求めるほど狭きよう量りようではないわ」

「うっ……うう!!」

　ん？　とヴァルトラウテは違和感に気づいた。

　両手の中にすっぽりと収まっている少年が小刻みに震えている。彼女が少年の顔を覗のぞき込もうとすると、少年の方が顔を上げてこう叫さけんだ。

「うるさいっ、馬ば鹿か!!　僕だって頑張れば、頑張ればちゃんと強くなれるんだ!!　わーん!!」

「ちょ、な、何故そこで泣き出すぞ!!」

「びゃー!!」

　ヴァルトラウテの手からするりと抜け出し、白馬から半なかば飛び降りるように離脱した少年は、両目をバッテンにし両手を上げながら走り去っていく。

　後に残されたヴァルトラウテは呆あつ気けに取られたまま、

「……一体何だと言うのだ？」

　呟つぶやきに、白馬は太い首をひねって主あるじの方を向いた。

　つぶらな瞳ひとみは、『あかん。人間の泣き方色々あるけど、びゃーはあかん』と告げているかのようだった。
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「いやビャーはダメでしょビャーは」

　天界アスガルドに戻ってくると、同系ワルキュリエの九女ロスヴァイセは呆あきれたように呟いた。

　ちなみにヴァルトラウテは四女である。

　……このワルキュリエ九姉妹、一番下の九女ロスヴァイセですら身長一七〇センチ（だが胸はない）という鉄壁のクールビューティ達なのだった。ワルキュリエのシステムは神と人双そう方ほうに親和性のあるものが自然選択されるとの事だが、きっとこの時代の人間界ミズガルズには上から目線で罵ののしられたい人達がたくさんいるのだろうと推測される。

　もはや神々のたまり場と化しているビフレスト三番滑走路には、二人の他にもワルキュリエ達が集まっていた。彼女達は滑走路に直接座り込んで何やら話し合っている。元々、戦場を行き交う仕事をしているせいか、お上品な椅い子すやテーブルのない地べたであっても彼女達は特に抵抗感を持たないらしい。

「し、しかしぞ。私としても少年の感情が何な故ぜいきなり高ぶったのか理解できんのであるぞ。人間というものの仕組みはやはり簡単ではないのかもしれんわ。だが勝負事の恩恵として勝者から要求されたデートである以上、こちらの手落ちのまま終わらせるのは納得できん」

「プライドを刺激されたのでは？」

　特に深く考えずに口を挟はさんだのは次女ゲルヒルデ。

　インテリ系軍師としてメガネを手放さない彼女は、フレームを軽く指でなぞりながら、

「人間界ミズガルズの男性は勇敢さこそ美徳のバロメータとしている節ふしがあります。主神オーディン様がそのように教育していますから。ワルキュリエと人間を同列視するのは甚はなはだ見当違いですが、女の身に守られ続ける己を恥はじたのかもしれませんね」

「むう」

「姉君ブリュンヒルデはどう思いますよ？」

　九女ロスヴァイセが話題を振ったが、長女ブリュンヒルデは特に表情を変えなかった。ただ眼球だけをわずかに動かし、四女ヴァルトラウテ達を視界に収めたまま、

「……済まないが、私はそういった話題に対し適切な回答を返せるとは思えない」

　感情のない声で、彼女は言う。

「私の場合、人間ジークフリートとの関係は破滅的な末路を迎えたからな。失敗した者からのアドバイスなど受けても役に立つどころか、判断材料に混こん沌とんをもたらすだけだろう」

「ちえー」

　九女ロスヴァイセは感情の機微よりも、単純に答えが出なかった事に呻うめきを上げる。

　次女ゲルヒルデは滑走路の端へ目をやり、

「推測を重ねても得られるのは妄もう想そうだけです。常に情報を得られる環境にあるのですから、答えが分からなければ未整理の情報を蓄積させていった方がまだマシなのでは？」

「……かもしれないわ。どれどれ」

　三番滑走路の端から人間界ミズガルズを覗のぞき込む四女ヴァルトラウテ。

　すると、小さな家の庭先で、木の棒を振り回している少年がいた。

『びゅんびゅーん!!』

「……あれは何をせんとしているのであるか？」

　ひとまず塞ふさぎ込んでいる訳ではない事に一安心しつつ、四女ヴァルトラウテは眉まゆをひそめる。庭先でベーコンを燻いぶしていた少年の両親もその思いは同じだったようで、突然素振りを始めた息子へ質問を投げかけていた。

　少年はこう答える。

『あのね、今日は友達とケンカしたの』

「友達じゃねえよ!!　嫁になってくれと迫せまったのは汝なんじであろうぞ!?」

「四女ヴァルトラウテ。ツッコミが超々々早かったのはそれだけショックだったと受け取ってもよろしいのですか？」

「勝負事のルールと結果にまつわる情報ぞ。曖あい昧まいにされては困ると言っているのだ!!」

『うん、うん。でね、その友達はとっても強くて、いつもピンと背筋を伸ばしていて、何があっても動じないみたいな人なの』

　しゃべっている間も木の棒を振り続ける少年は言う。

『でもね、きっといつでもずーっと強いままではいられないと思うの。風か邪ぜを引いたり怪け我がをしたりする事もあるはずなんだよ』

「……、」

　女神イドゥンの育てている不死の林りん檎ごをモリモリ食べている天界アスガルドの住人にとってその問題提起は見当違いも甚はなはだしいのだが、四女ヴァルトラウテは思わず黙だまった。

『だからね、もしもその友達に困った事があって、本来の力を使えなくなっちゃった時にね、僕に支えてあげられるような力があったら良いなって思うの。それはきっと、その友達に守られているだけじゃダメなんだよ。僕も強くなりたい。強くなって、ヴァルトラウテを支えたいんだ。生まれが違うとか、才能は決まっているとか、そういうのは関係なしに』

　でも……と少年は言い淀よどんだ。

　四女ヴァルトラウテの全身から、嫌いやな汗がだらだらと流れる。

　根本的に無理とか努力をするべきところじゃないとか、好き勝手言いまくっていたのはどこの馬ば鹿かだ？

　その上、人間界ミズガルズの少年は顔を上げ、弱々しく笑ってこう告げたのだ。

『でも、駄だ目めでも良いから頑張るって決めたんだ！　ここですぐには完璧な成果は出せなくても、きっとどこか別の場面でちょっとは役に立つと思うから。それがヴァルトラウテを助けられる場面だったら良いなー』

　三番滑走路から事の顛てん末まつを聞いていたワルキュリエ九人姉妹を代表して、次女ゲルヒルデがこう質問した。

「何か言う事は？」

「すみませんッッッしたァァあああああああああああああああああああああああああ!!」

　こういう時は体育会系になる四女ヴァルトラウテだった。
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　今すぐ少年の家へ突撃しようとしたヴァルトラウテだったが、他のワルキュリエ八人が総出で羽は交がい絞じめにして止めた。最近忘れがちになっているかもしれないが、彼女達の本来の業務は優れた戦死者の魂を回収し、最終戦争ラグナロクに備える事である。下へ手たに人間界ミズガルズの民家などに押しかけたら、息子が早死にするのではと両親が仰ぎよう天てんしてしまうかもしれない。

　そんな訳で、まずは二羽のカラス、ムニンとフギンを少年の家へ向かわせるヴァルトラウテ。

　彼ら（？）は口々に言う。

「いえお忘れかもしれませんけどね」

「私達も本来は主神オーディン様専用の斥せつ候こうなんじゃねなんだけど」

　文句はさんざん垂れるのだが、複数のワルキュリエ達に一ひと睨にらみされると慌あわてて飛び立っていくのだから、もう天界全体の使いっ走りと認定しても良いような気もする。

　と、人間界ミズガルズの民家の窓から少年の部屋を覗のぞき込んだカラス達だったが、

『ありゃ？　いませんよあの少年』

「何だと？」

　ヴァルトラウテは第三滑走路から人間界ミズガルズへと目をやる。今はもう夜も遅い。あの年頃の少年が出歩くような時間帯ではない事は、常識に疎うといワルキュリエでも分かる。

「一体どこへ行ったというぞ？」

『部屋の中に地図みたいなのがありますけど』

『なんか汚ったない字のこれ、「しゅぎょうのたび」って書かれてあるんじゃね？』

　それを聞いたヴァルトラウテは本格的に頭を抱かかえた。これでは少年の両親にも顔向けできない。

「で、その少年はどこへ向かっていようぞ!?　これまでの話の流れを追うに、あの少年が人間界ミズガルズだけに留とどまるような者ではないのは目に見えている!!」

　世界樹を中心に構成される九つの世界の内、あの少年はすでに二つの世界へ挑戦を試みている。……人間界ミズガルズの中でも相当レアな経験を持っているのだが、あれを素でやってしまう少年の事だ。巨人国ヨツンヘイムを目指し、知恵の泉から湧わき出る水で行水したいとか無茶苦茶な事を考えていても何ら不思議ではない。

　ところが、ムニンとフギンはさらに予想の斜め上な情報を運んできた。

『いえそれが、なんか地図に書き込まれているのが正しければ』

『炎えん魔ま国ムスペルヘイムまで探検しようとしているみたいなんじゃね？』

「魔王スルトの治める敵の総本山ではないか!!　何でまたあの少年はそんなレッドランクの危険地帯へ足を踏ふみ込まんとしていようぞ!?」

　最終戦争ラグナロクの折には死者達の爪つめで作った巨大船ナグルファルを用いて、大量の悪あく霊りようや巨人を引き連れて世界を席せつ巻けんすると言われる、悪の中の悪である。その悪の頂点に君臨する魔王スルトは、燃え盛る剣で九つの世界全てを焼き払うと言われている。

『うーん。天界アスガルドの武術や魔法を人間が修めようとすると何十年もかかりますからね。それとは別系統から近道をしようとしたのかもしれませんよ』

「馬ば鹿かめ、ヤツらがそんな素直に武術や魔法を教えてくれるものか！　大方、騙だまされて魂を貪むさぼられるのがオチぞ!!　くそっ、私の愚おろかな発言であの少年を追い詰め過ぎたか!?」

　主神オーディンやアース神族などが簡単には望みを叶かなえてくれないので、それとは別系統の力を持つ魔王スルトや冥めい界かいの女王ヘルなどを祀まつろうとする呪じよ術じゆつ師などは珍しくない。

　だが、そうやって近道を進もうとした者の末路を、ワルキュリエのヴァルトラウテは良く知っている。冥界の女王に魂を捕らえられる事もあるし、ワルキュリエの手で魂のレベルで破壊される事もある。いずれにしても、その方法の先に救いはない。彼女は急いで白馬に飛び乗り、三番滑走路の使用申請を出す。

「……チッ。データトラフィックが混雑しているおかげで、すぐにはビフレストを起動できんか」

　番人のヘイムダルを睨にらみつけるが、気弱な管制は首を横に振るばかりだ。

　彼女は三番滑走路の先へ広がる大空へ目をやり、両目を大きく見開く。

　人間界ミズガルズ全体を見渡す。

「……いた。所しよ詮せんは人の足ぞ、まだミズガルズを出ていない。今なら引き返せる。魂を暗い影に掴つかみ取られずに済む!!」

『私達はどうすれば？』

「データトラフィックの問題でビフレスト起動まで二、三〇分はかかる。場所から考えて汝なんじらの方が近い。まずあの少年と接触し、危険を伝えるのだ。私が着くまで言葉で足止めせい!!」

『了解』

　ムニンとフギンの言葉を聞きながら、ヴァルトラウテは白馬の上で意識を集中させる。いくつもの魔法のプロセスを高速で実行するのだが、情報の伝達状況が悪く周囲の機器が追い着いていない事に苛いら立だちを募つのらせていた。

『いたいた、あの少年ですよ』

『おーい、ちょっと待った待ったー!!』

（よし!!）

　少年は突然現れたムニンとフギンに驚いているようだった。

『フニンとムギンだー』

『ムニンとフギンです』

『二人合わせて使いっ走り』

『嫌いやなところだけ覚えていやがるんじゃね!?』

　二羽のカラスは少年の周りをパタパタと飛び回りながら、

『炎えん魔ま国ムスペルヘイムへ行くのはおやめください！　あそこはあなたが思っているほど安全な場所ではないのです!!』

『危険な場所じゃないと修行にならないよ』

『もっともですがレベルアップを狙ねらうには難易度がハード過ぎると言っているのです!!　揃そろいも揃って大魔王とは言わないまでも、小魔王ぐらいが集結しているような島へ行っても経験値なんて稼げません!!　まずフルボッコです!!』

『装備が皮の服と木の棒だし！　初心者の修行って言ったら、まず町の周りをウロウロして体力減ってきたら宿に帰るのが基本じゃね!?　お金集めて装備を整えるとかパーティメンバー捜さがすとか色々あるんじゃね!?』

『？？？』

　専門用語過ぎるのか計画性がないのか、少年に実感は湧わかないようだ。

　ムニンとフギンはぎゃあぎゃあと話を続ける。

『そもそもムスペルヘイムの悪あく霊りようや巨人達が人間に心を開く事はないというのは、親御さんからも学んでいるのではないのですか？　そんな危険な場所へ何な故ぜ足を運ぶのです』

『あのねー』

　少年は木の棒をビュンビュン振りながら、

『ムスペルヘイムの人達の所で、自主練させてもらうの』

『は？』

『ひとまず炎魔国ムスペルヘイムに「人」なんていねえよとツッコませてもらうけど、それはそれとして、一体全体どういう事なんじゃねえー？』

『僕達の人間界は神様とかヴァルトラウテが守ってくれているんでしょ。でも、それって彼女の手でお馬さんに乗せてもらっているのと同じだよ。きちんと強くなるためには、僕が一人で頑張らないと！』

「……、む。そう来たか」

　ワルキュリエは白馬の手た綱づなを握りながら、思わず眉まゆを動かした。

　確かにその方法なら、炎えん魔ま国ムスペルヘイムの住人と接触するとはいえ、その技や魔法を身に付けて人間の魂を汚けがされる事はない。

　鍛たん練れんを積む場所を変えるだけでやる事が同じというなら問題はない。

　神族の加護のない状態で努力をしてもむしろ成長速度は落ちるような気がしないでもないが、安易に魔王や冥めい界かいの女王の力を借りようと考えていなかった事に、ワルキュリエはひとまず胸を撫なで下ろす。

「それならそれで私に直接教えを請こえば良いものを……!!　いやいやダメぞ、私は頭ごなしに『できない』と言って撥はね除のけていたんだから」

　ずどーん、と自責でテンションがダダ下がりになるヴァルトラウテ。

　やはり原因の一端は彼女にある。

　ともあれ、状況をまとめるとこうだ。人間界ミズガルズの少年は、炎魔国ムスペルヘイムを目指している。だが目的は悪あく霊りようや巨人達の邪じや悪あくな技や魔法ではない。あくまでも神族の加護のない環境を整え、自分の力だけで鍛きたえたいらしい。

　これだけなら、回り道をしているものの、外げ道どうには走っていない。

　得られる結果だけを考えればまともな道を進んでいるので、ワルキュリエの権限で必ず止めなくてはならないというほど切せつ迫ぱくした状況ではない。

　だが、

「……問題なのは、炎魔国ムスペルヘイムの住人が素直に少年を迎え入れてくれるかどうかといったところぞ。可能性は極めて低い。やはり、少年の身を守るためにも、連れ戻すしかないか……」

　そういった過保護が今回の事態を招いてしまったので、若じやつ干かん腰が引けるヴァルトラウテだが、こればかりは仕方がない。

　無事に家まで送り届けたら、人間にもできる範囲のトレーニングメニューでも教えてやるべきか、などと考えるワルキュリエ。

　そんな彼女の耳に、少年や二羽のカラス達の声が聞こえてきた。

『しかし炎魔国ムスペルヘイムが危険な場所であるのは事実です。我々アース神族の知識を活用した方が近道では？　それなら私達の口からでも話せます。どうか無理はなさらず。ぶっちゃけ主神オーディン様から天界中の情報を集めてこいと命令されているから、話すネタには困らないのです』

『っつか、こういうセクシー系家庭教師をやりたがってるのはヴァルトラウテじゃね？』

「おい待てい!!　か、勝手な事を言うでないわ馬ば鹿か者め!!」

『あのね』

　と、少年は言う。

『今度の事は、ヴァルトラウテには内ない緒しよにしたいの。心配かけたくないから』

「今現在猛もう烈れつに悩まされているところぞ馬鹿者!!」

　もう絶対に何があっても連れ戻す、と決意を新たにしたヴァルトラウテだったが、

『それにね、これは男の修行の旅なの。近所のネビーさんが、男は旅で強くなるって言ってた！』

「残念！　その者の実態は単なる見栄っ張りの自由人ぞ!!」

『僕も男の修行の旅をするの！　そしてちゃんと強くなったら、ヴァルトラウテにたくさん褒ほめてもらうんだ!!　だからそれまで内緒!!』

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………う」

　誕生日のプレゼントをこっそり用意しておくような口ぶりに、ヴァルトラウテは思わず発進プロセス中の三番滑走路で呻うめき声を上げた。

　彼の身の安全を考えるなら、今すぐ少年の所へ赴おもむいて連れ戻すべきだ。

　そうするべきなのだが、それをやってしまうと、あの少年のいじらしい計画が水の泡あわとなってしまう。

　勝負馬鹿のヴァルトラウテはこの手の『力を得るための努力』も嫌いではない。

　鍛たん錬れんとは自己の中で行われる勝負だ。

　そして、誘惑や挫ざ折せつの手を振り切って努力を続ける者、そうした勝者への恩恵が着実に積み重ねられる点に公正な美しさを感じる。

　同様に、その積み重ねの美を外部の第三者が打ち砕くだく行為がどれほどの無ぶ遠えん慮りよかも知っているつもりだ。

　なので。

　決してたくさん褒めてもらうんだの具体的想像でグラついた訳ではない、決してな的公式発表を心の中で吐はき出しつつ、

「と、止められん……」

　やがて、ヴァルトラウテはポツリと呟つぶやいた。

「あーもう!!　これではあの少年を止められんではないか!!」
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　そうは言ったものの、ヴァルトラウテは滑走路ビフレストから飛び立ち、夜空に不自然なオーロラを描えがく形で人間界ミズガルズへと降下していた。白馬は着陸を確認した時点で、再び光の中へと消えていく。

　ただし少年の間近ではない。

　人間の視覚ではまず把は握あくできない距離、それでいてワルキュリエであれば如によ実じつに観察できる距離を維持し、ヴァルトラウテは両目を見開いて少年をガン見していた。

「あのー」

　ヴァルトラウテと合流したムニンとフギンが質問してくる。

「天界アスガルドへは戻らないのですか？　単に地上を観察するだけなら、別にあちらでも」

「馬ば鹿か者め。何かあったら即座に飛び出せるようにしておくのであるぞ。炎えん魔ま国ムスペルヘイムや冥めい界かいニフルヘイム周辺は魔力の流れがおかしくてビフレストの運用ができんからな。この方が確実ぞ」

「そんなに心配ならあの少年の前に降り立てば良かったのに」

「ケンカして仲直りもしていないんだから色々と気まずいんじゃねブギャアアア!?」

　片手で握り潰つぶされそうになったフギンを見て、ムニンはガタガタ震えたまま話題を変える。

「う、うーん……。人間の少年が炎魔国ムスペルヘイムに近づくだけならともかく、個人なら最強ランクに属するワルキュリエが総本山へ接近したら、それこそ連中は戦時体制を敷いてしまうのでは？」

「む。だがいざとなれば少年を拾ってどうにか切り抜けるわ」

「大丈夫なんですかねえ」

　二羽のカラスは怪け訝げんな調子で呟つぶやく。

　炎魔国ムスペルヘイムと言えば、天界アスガルドにとって最大の敵対勢力だ。

　いかに最強クラスのワルキュリエとはいえ、一人でどうにかできる相手ではない。というか、それができるならとっくに炎魔国ムスペルヘイムは滅ぼされている。

　それほどに危険な相手なのだが、ヴァルトラウテはこう告げる。

「そもそも、今のまま進めばリスクはそれほどではないと考えていようぞ。もちろん、不測の事態に備える必要はあるだろうがな」

「？」

「あの少年が炎魔国ムスペルヘイムまで辿たどり着ける可能性は極めて低い」

　ヴァルトラウテは簡単に言う。

「あれは外洋の果てにある島国ぞ。単純に歩いていける場所じゃない。適当に作った小舟で行けるような場所でもないわ。そもそも、最終戦争ラグナロクの始まりは、その広大な外洋を渡りきるだけの巨大船ナグルファルの完成が一つの合図となるのであるぞ。炎えん魔ま国ムスペルヘイムの力を総動員させてもできるかどうか分からん物を、あの少年が調達できるとは思えない」

　大空を自在に飛んだりできれば話は変わってくるが、あの少年にそんな魔法の力がない事は誰もが知っている。

　冥めい界かいニフルヘイムから貸し出され、炎魔国ムスペルヘイムで『船』の準備を進めている悪あく霊りようなどの一部は重力を無視して外洋を渡り、人間界ミズガルズへ危害を加える事もある。

　だがそれらはあくまでも散発的な事例だ。軍勢としての巨人や悪霊達が攻めてくればワルキュリエでも危ないが、少数の悪霊程度なら、少年を襲おうとする前にケリをつける事ができる。

　よって、

「あの少年は浜辺までは辿たどり着けるが、そこまでが限界ぞ。それでも人間界ミズガルズを囲う柵を越えているのだから、十分に異界をまたいだ大冒険であるがな。少年は浜辺で諦あきらめるだろう。そして帰ってきたところで、これまでの旅路が汝なんじを強くしたとでも言ってやれば丸く収まろうぞ」

「……思うんですけど、あの少年、足腰だけは確かに強化されていますよね」

「う、うむ。そこについては否定できん。すでに異界またぎを三回も挑戦しているのだからなあ」

　その原動力となっている美しいワルキュリエは呻うめくように認めたが、ひとまずこれで一件落着となりそうだ。

　炎魔国ムスペルヘイムは危険な場所だが、そもそもそこに辿り着けないのであれば、少年に大きなリスクが降りかかるとは思えないのだから。

　そんな風に考えていたヴァルトラウテだったが、

『おー、ロキさんどうしたのー？』

『おや奇遇だな。こんな所で会うなんて』

「っ!?　一いつ瞬しゆんで雲行きが雷雨な方向へ転がらんとしているわ!!」

「流石さすがはアース神族のジョーカーですねえ」

『俺はこれからムスペルヘイムに用がある。少年は海水浴かね？』

『きぐーだなー。僕もこれからムスペルヘイムなんだー』

「いや待て巨大船ナグルファルはないのであるぞ!!　ロキ自身は変身ができたはずだが、たとえ鷹たかに化けても少年を持ち上げて運ぶだけの揚よう力りよくは得られないはずぞ!!」

『じゃあものはついでだ。俺イカロスの翼つばさ持ってるから、君を運んでやろう。俺の胴にでもしがみつきたまえ』

『いかろす!!』

　もうヴァルトラウテは全部ぶん投げたくなった。

「ホンッッッッットにジョーカーぞあの悪神は!!」

「いきなりギリシャさん家ちのネタ持ってきちゃいましたね。でもあなたも体育館とかメートル法とか結構世界観をまたいだ発言しているんですからね。伏線はあったのです」

「ただ人間でも操縦できる翼つばさがある世界だと、一番最初の世界樹自力で登る話の存在意義が急速に失われちゃうんじゃね。まーギリシャ圏けんに頼らなくてもうちのヴェルンド辺りも似たような翼作ってたけどよグギュギュギュエ!?　くっ、首を、首を絞しめたらまずいんじゃねえー!?」

「……人間がその命を懸かけて厳正に行った勝負とその結果に後から唾つばを吐はきかけるとは。このカラスは言葉の前に風ふ情ぜいを学んだ方がよかろうぞ」

　それより、このままではロキに誘われた少年が炎えん魔ま国ムスペルヘイムに向かってしまう。浜辺で引き返すのと、実際に炎魔国へ入ってしまうのでは危険度の桁けたがガラリと変わる。

「あの悪神、今日こそぶっ殺さん……。つーか巨人とか悪あく霊りようの前に、あれをさっさと始末していれば最終戦争ラグナロクも起きないんじゃないか!?」

　思わず右手で滅雷の槍やりを力強く握り締めるヴァルトラウテだが、

「いやでも、今ロキを撃墜したら、爆発に少年も巻き込まれるんじゃあ……？」

「ううっ!!」

「ロキの方も自覚はあるみたいじゃね？　こっちに向かってにこやかにスマイルを浮かべているし」

「がァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ヴァルトラウテが八つ当たり気味に滅雷の槍を夜空へ向かって放ち、常に月を追いかけている狼おおかみを危あやうく射い貫ぬきそうになる。

　炎魔国ムスペルヘイムへ不用意に近づく事は、連中の戦時体制を誘発させかねない。

　ワルキュリエは歯は噛がみしたが、

「（……でもいざとなったら戦争起こしてでもあの少年だけは連れ戻さんとしよう。うん。炎魔国ムスペルヘイム周辺はビフレストも使えんが、滅雷の槍で海ぐらい割っちまえば良いんだし。あの少年を放置した以上はその責任を取るのは当然ぞ）」

「勝負馬ば鹿かの皮を被った恋馬鹿がすごい事考えていますよ!!」




　　　　５




　炎魔国ムスペルヘイムの長である、魔王スルトもまた、接近してくるロキと少年（あとついでに恐ろしい眼光を放つワルキュリエも）の位置を正確に捉とらえていた。

　巨人というだけあってか、あるいは魔王というだけあって、スルトは大きい。

　単純な身長だけで四メートル強。その体内に収められたエネルギーについては、世界樹の焼却という最大規模の破壊力を持つ魔剣を単体で起動させるほどのレベルに達している。

[image: ]

　地面に降りてきたロキは炎えん魔ま国の住人である巨人ムスペルの軍勢や、冥めい界かいニフルヘイムから派遣されてきた悪あく霊りようの軍勢に取り囲まれるが、ロキは軽く両手を上げて薄笑いをするだけだ。

　魔王スルトはこう言う。

「何しに来た？　ここがどこだか分かっているはずだ」

「俺はオーディンの義兄弟となって所属を鞍くら替がえしたとはいえ、本来この体に流れる血は巨人のものだぞ？」

「巨人国ヨツンヘイムのな。炎魔国ムスペルヘイムとは関係ない」

「巨人っていっぱいいるの？」

　少年が無む邪じや気きに尋たずねると、ロキは笑ったままこう答えた。

「お隣のヴァン神族だって、元々は巨人で一くくりにされていたぐらいだ。種族が善性と悪性を決定する訳ではないという美しい見本だな」

「はー」

「一般的に巨人族と言えばサイズは三メートルから五メートルぐらいかな。だが神族となったヴァン系の連中は、君達人間と同じ程度にサイズを整えているぞ。北ほく欧おう一の美び貌ぼうと言われる女神フレイヤだって、そもそもの出身はヴァン神族……つまり巨人の系譜なんだ」

　巨人もイロイロあるんだなー、と目をキラキラさせる少年だが、魔王スルトの方は穏やかではない。

　アース神族からの一方的な言い分によれば、炎えん魔ま国ムスペルヘイムの住人は、その『種族以外の何かによって』悪の道をひた走る巨人だと決めつけられているのだから、当然と言えば当然である。

　ロキの方も自覚的に言葉を選び、少年の無む邪じや気きをクッションにして魔王スルトへダメージを与えようとしているようだった。

　少年はそうした駆かけ引きに気づかない。

「あれなにー？」

　と指差しているのは、自分達を取り囲んでいる悪あく霊りようの軍勢だ。まさかと思うが、歓迎されているとでも思っているのだろうか。

「ムスペルヘイムの軍勢のお仲間である悪霊達さ」

　ロキが言う。

　神々の敵が悪霊というのはピンと来ないかもしれないが、神々の兵士だって大多数は人間の戦死者エインヘルヤルである。悪い側についている霊の兵士、だから悪霊。アース神族の線引きは実に分かりやすく不公平だった。

　ちなみに巨人ムスペル達や悪霊達の指揮を取るのは、スルトのような巨人、もしくは冥めい界かいの女王ヘルのように巨人の血を引く者である。しかしヴァン神族が元々は巨人だったように、スルトやヘルもまた神の属性を備えている。……アース神族がそれを認めようとしないため、彼らは『神』ではなく『巨人』なのである。

　つまり。

　お互いの立っている場所が違うだけで、天界アスガルドと炎魔国ムスペルヘイムの構成は、実はとても似通っているのであった。

　世界の支配権がムスペルヘイム側にあれば、彼らが神を名乗っていただろう。

「……はー、あくりょうさん」

　少年は目を丸くして呟つぶやいた。

　しかし彼は他の多くの人間のように怖おじ気けづく事もなければ、汚けがらわしいものから遠ざかろうとするように逃げ出そうともしなかった。

　何な故ぜか背中に背負ったバッグからお菓子を取り出すと、大きな木の葉で作った即席の食器の上に置いて、それを悪霊側の方へとすっと差し出す。

　お供え物のようだ。

　そして少年は両手を合わせてこう呟つぶやいた。

「な、なむー」




　危あやうく悪霊の軍勢から悪の字が消えるところだった。




「お、おい!!　お前達は最終戦争ラグナロクのために憎ぞう悪おを溜ため込んできた最強の軍勢であろう！　何を揃そろいも揃ってそんな朗ほがらかな顔になっているのだ!?　そもそも南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつって思いっきり世界観をまたいじゃってるし!!」

　戦力大損害の危機に、魔王スルトが慌あわてたように叫さけぶ。

　はっはっは、とロキは（元）悪あく霊りよう達と同じレベルの清らかな笑え顔がおで、

「いやあ。飛行中に色々語って聞かせたのが有効に働いたようだな。とはいえ、流石さすがにここまでの展開は俺も予想外だが」

「ロキよ、このジョーカー！　貴様は一体何しに来たのだ!?　やはりアース神族の一員として我らムスペルヘイムに打撃を与えるのが狙ねらいか!!」

「俺はアース神族でもあり巨人族でもあるからなあ。率直に言って、そうした線引きには興味がないのだよ」

　ロキはニヤリと笑い、

「女神イドゥンをさらって不死の林りん檎ごの製造法を失わせてアース神族を滅ぼしかけたのも、巨きよ大だい狼おおかみフェンリル、大だい蛇じやヨルムンガンド、冥めい界かいの女王ヘルなど、天界アスガルドの強大な敵対者を生んだのも俺だ。……率直に言って、お前には借りより貸しの額の方が多いと思うが？」

「むう……」

　魔王スルトは怒いかりの矛ほこを収める。

「では何をしに来たのだ」

「俺の目的はこの地に足を踏ふみ入れた時点で完了している」

「何だと？」

「後は、そうだな」

　魔王スルトの疑問を無視し、ロキは傍かたわらにいた少年の頭に手を置いた。

「ものはついでだ。こいつの願いでも叶かなえてくれ」




　　　　６




　炎えん魔ま国ムスペルヘイムの防衛線に抵触しないギリギリのラインから少年の観察を続けるヴァルトラウテは、そういった会話を聞きながら呻うめいていた。

「ううむ、あのロキが理由もなく親切をするとは思えん。あいつの狙いは何ぞ。……まさか本当に男色の気があるのではないだろうな」

　そんなヴァルトラウテの傍そばを飛び回っている二羽のカラス、ムニンとフギンは、

「ん？　あれは……」

「うわああああ!!　ヴァルトラウテ様、ちょっと、ちょっとあれ見てほしいんじゃね!!」

「うるさい今重要なところぞ横から話しかけるでないわ」

「いやそれよりもあっち見て!!　どういう訳か炎えん魔ま国ムスペルヘイムの遠撮禁止区域が解除されているんですが！」

　二羽のカラスはぎゃあぎゃあと叫さけぶ。

「ナグルファルです!!　巨大船ナグルファルが!!」

「……何だと？」

　少年から目を離すのに抵抗があったが、ヴァルトラウテは眉まゆをひそめ、ムニンとフギンの示す方へほんの少しだけ目を向ける。

　そして絶句した。

　炎魔国ムスペルヘイムの沿岸部にあるドックに、白くて大きな船が何隻せきも並べられていた。海水の上に浮かべてあるのではなく、平面的な地面の上に並べられ、いくつもの木の柱で支えられている。

　建造途中であるからだろう。

　巨大船ナグルファル。最終戦争ラグナロクにおいて、多数の悪あく霊りようや巨人を乗せて人間界ミズガルズや天界アスガルドへ攻め入るために使われるとされる船。

　より正確には、単なる船というより移動型のビフレストに近いか。

　炎魔国ムスペルヘイムや冥めい界かいニフルヘイム周辺は、魔力の異常な流れによってビフレストの移動が阻はばまれる。これはアース神族からの奇襲を防ぐために巨人達が敷いた防衛網の一つだが、それが巨人達に同様の移動技術の使用を困難にしている。

　だから巨大船ナグルファルがある。

　炎魔国ムスペルヘイムからナグルファルを遠ざけ、自らの手で敷ふ設せつした阻そ止し圏けん外がいまで出た上で、船に乗せた大量の巨人や悪霊達を一斉に九つの世界へばら撒まいていく。『世界の終わりの戦争』があっという間に全土へ拡大するのにはそうした事情があるのだ。

　あのナグルファルの完成が、最終戦争ラグナロクの引き金の一つになるとされる。

　つまり、巨大船ナグルファルの組み立ての進しん捗ちよく状況で、最終戦争ラグナロクまでの大まかなタイムリミットが測れるのだ。

「……知恵の首くびミミルの予測ではいかようぞ？」

「た、確か、三〇〇年後辺りが危険なのではないかと……」

「ふざけるな!!　もう九割以上完成しているわ馬ば鹿か者め！　あの分だと七日もつかどうかも分からんぞ!!」

　と、そこでヴァルトラウテの耳に通信が入ってきた。

　同系ワルキュリエの次女ゲルヒルデからだ。

『あなた達の見ているものについて、ムニンとフギンから報告を受けました。ヴァルトラウテ、あなたは一度天界アスガルドへ帰還してください』

「どうするというのだ!?」

『最終戦争ラグナロクが前倒しになった以上、こちらも戦時体制を固めるしかありません。始まるべくして始まるのですよ。それが早いか遅いかの違いです』

「し、しかし!!」

　四女ヴァルトラウテは炎えん魔ま国ムスペルヘイムへ目をやる。

　あそこにはまだ少年が残っているのだ。

　こんな状態で最終戦争ラグナロクが始まり、神族と巨人族が真正面からぶつかれば、まず間違いなく少年は巻き込まれる。そして人間界ミズガルズで生まれた魂に、神々の攻撃を受け止めるだけの耐久力はない。

　魂のレベルで破壊されてしまう。

　戦死者エインヘルヤルとして拾い上げる事すらできなくなってしまう。

　そうした危き惧ぐを、やはり『ムニンとフギンから聞いていた』次女ゲルヒルデも掴つかんでいるのだろう。

　その上で、彼女はこう言った。

『元々、最終戦争ラグナロクが始まってしまえば、人間界ミズガルズの住人は九九％以上死亡します。その少年に固執する段階は終えたのですよ。思考を切り替えてラグナロクに備えなさい』

「……ッ!!」

　ギリ!!!!!!　と四女ヴァルトラウテの拳こぶしの中で、何かが軋きしむ音が響いた。オーロラで作られているはずの手て甲こうのパーツを、危あやうく握り潰つぶしかけたのだ。

『あなた達からの情報提供は実に有意義でした。我々はその情報を基に、最終戦争ラグナロクの一番槍やり、先制奇襲攻撃を炎魔国ムスペルヘイムに仕掛けます。ではのちほど、天界の館やかたヴァルハラの作戦司令室で会いましょう』

　通信が一方的に切られる。

　ヴァルトラウテの放つ殺気に怯おびえていた二羽のカラスだが、黙だまっていてもそれはそれでやりづらい。どちらともなく、カラス達はおずおずと口を開く。

「でも、ラグナロクが始まってしまうのなら、やはり人間の事は仕方がないですよ」

「むしろ、巨大船ナグルファルの様子が分かっただけでも幸運じゃね？　今回の件がなかったとしても、遅かれ早かれナグルファルは完成していたんだし。それに気づかなければ、人間界ミズガルズや天界アスガルドは逆に先制奇襲攻撃を受けていたんじゃね？」

「……何が幸運ぞ」

　呪のろうように、低い声でヴァルトラウテは言う。

　それはやがて、明確な憎ぞう悪おの叫さけびへと変わっていった。

「ロキの野郎……。ロキの野郎!!　こうなる事が分かっていて、あの少年を連れて炎魔国ムスペルヘイムへ向かったのであろうぞ！　天界全体の斥せつ候こう偵察を司つかさどるムニンとフギンを誘導し、巨大船ナグルファルの進しん捗ちよく状況をわざと伝えるために!!」

　魔力の流れが歪ゆがんでいるせいで炎えん魔ま国ムスペルヘイムにはビフレストが使えない。その歪みは、天界アスガルドの他の魔法をも阻そ害がいしているのだが、特に歪みのひどい場所は遠撮なども行えないようになってしまっている。

　魔王スルトなどはここに建造中の巨大船ナグルファルを隠す事で、進捗状況の詳くわしい観測を妨さまたげようとしていた。知恵の首くびミミルの『予測』が天界アスガルド側の判断基準にされていたのはその辺りが理由である。

　にも拘かかわらず、ヴァルトラウテ達が『たまたま』巨大船ナグルファルの進捗を知ってしまった理由は何か。

　答えは簡単、たまたまではなかったからだ。

「ロキの野郎が炎魔国ムスペルヘイムの内部から強引に遠撮禁止区域をこじ開けたのだ！　私達に、危機的なラインに達したナグルファルを見つけさせるのが狙ねらいで!!　人間界で生まれた魂まで巻き込んで!!」

「……でも」

　カラスは炎魔国ムスペルヘイムであれこれ尋たずねている少年に目をやりながら、

「アース神族としては、やはりそれは正しい行いなのでは？　私達を巻き込んだとはいえ、ロキは炎魔国ムスペルヘイムの企たくらみを暴あばくために行動していたのですから」

「そんな訳があるか」

　ヴァルトラウテは即座に否定した。

「巨大船ナグルファルは何を材料にしているぞ？」

「それは」

「何を材料にしているぞ!?」

「に、人間の死者の爪つめです!!」

「そうだ。多くの死者が出ればそれだけ巨大船ナグルファルの完成は近づき、逆に平穏であれば完成は遅れるわ。ロキがナグルファルの進捗を推測していた？　当たり前ぞ。大方あいつが人間界ミズガルズで山火事や戦争などを誘発させて、巨大船ナグルファルの完成を早めていたんだろうからな!!」

　自分で準備した破滅を自分の手で天界アスガルドへ知らせただけ。

　あのジョーカーらしい、ふざけた企くわだて。

　だがその結果として訪れるのは、九つの世界全てを焼き払う終しゆう焉えん。その中には当然あの無む邪じや気きな少年も含まれる。

「で、ですが何な故ぜなのです!?　ロキはどうしてそのような事を!?」

「……予測はできているわ」

　ヴァルトラウテは低い声で言う。

　憎ぞう悪おの対象は守るべき少年のすぐ傍そばにいるが、炎えん魔ま国ムスペルヘイムの兵力が、その双そう方ほうへ近づくルートを塞ふさいでしまっている。
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「……始まったようだな」

　炎魔国ムスペルヘイムの片隅で、部下の巨人や悪あく霊りよう達に指示を飛ばす魔王スルトの目を盗み、ロキはこっそりと呟つぶやいた。

　傍かたわらにいる少年はまるで状況を理解しておらず、人間界ミズガルズでは見られない物品や景色を眺ながめ回している。

「何が始まったの？」

「最終戦争ラグナロクさ」

　その言葉を聞くと、流石さすがに少年の顔が強こわ張ばった。これぐらいの歳としの人間であっても、親やシャーマンなどから話ぐらいは教えられているらしい。

　世界樹ユグドラシルに支えられた九つの世界の終わり。

　何もかも焼き払う、最後の戦争。

「う、嘘うそだよ」

「どの辺が？」

「だって、そんなの、嘘だもん!!　ラグナロクはずっとずっと先の事だって、この前もシャーマンのおじいさんは笑って言ってくれたもん!!」

「人間と神とでは得られる情報の確度が違うのだよ。それに見ろ。そこらで完成を待っているのは巨大船ナグルファルだ。話ぐらいは聞いているだろう？　もう完成しかかっている。この分だと七日もかからないだろうな」

「……、」

　少年は泣き出しそうになった。

　だが感情のままに泣き声を張り上げなかったのは、ここへ来た目的が『強くなるための旅』だからか。

「ホントに？」

　かすれる声で、少年は尋たずねる。

「ホントに、最終戦争ラグナロクは始まっちゃうの？」

　ロキはこの国でも使える魔法を少年にかけた。

　天界アスガルドで今現在やり取りされている通信・連絡を、その耳へと送ってしまう。

『今なら先制奇襲攻撃で炎魔国ムスペルヘイムの兵力を大幅に削けずり取れる!!　攻め入るなら今しかないのだ！』

『いいや駄だ目めだ。やはり準備期間が短過ぎる。まだ戦死者エインヘルヤルの数も揃そろっていないのだぞ！　今は攻め入るよりも防備を固めるべきだ!!』

『仮に先制奇襲攻撃が成功したとしても、魔王スルトからの反撃があれば人間界ミズガルズの四〇％以上が焼き払われるはずです』

『構わん。どうせ最終戦争ラグナロクが始まれば九九％以上が死亡すると予言されている。今はそれより天界アスガルドをどうやって守るかだ!!　巨大船ナグルファルが完成すれば、直接入り込まれるのだぞ！』

　無力な人間の少年に聞かせるには、あまりにも残ざん酷こくな言葉の数々。

「案の定、という訳だ」

　ロキは涼すずしい顔でそう告げた。

「戦争が起きる事を前提として動いている天界アスガルドの連中は、ハナから戦争を止める可能性を排除して作戦を練っている。このまま放っておいても、最終戦争ラグナロクが起こるのを待つばかり、だな」

「ロキさんはどうしてここに来たの？」

「……遅かれ早かれ起こるであろうこういった事態に一石を投じるためだよ」

　答えながら、ロキは大量の羽を繋つなぎ止めている蝋ろうを溶かし、イカロスの翼つばさを分解して、その中から何かを取り出した。

　赤と黒の禍まが々まがしい鞘さやに収まった、一本の剣。

「ダーインスレイフという。人間でも扱える規模の魔剣の中では最強ランクに属するものの一つだな」

　一度鞘から抜けば、憎い相手を殺すまで絶対に鞘には戻らないとされる魔剣。ターゲットを殺害するか、使い手の命が奪うばわれるか。そのいずれかの結末を必ず提示する『末路の剣』。

　並の人間であれば、鞘の隙すき間まから溢あふれた呪のろいだけで心をやられかねないほどの一品。

　共倒れの剣。

　殺す側と殺される側の命の価値に極端な格差がある場合に限り、その有用性が認められるという残酷な武具。

「これでスルトさんと戦うの？」

「それも数ある選択肢の一つだが、成功は厳しいだろうな」

　ロキは簡単に認めた。

「何しろ魔王スルト自身、世界樹ユグドラシルへ火を放ち、九つの世界を炎上させる魔剣の持ち主だ。魔剣としての規模も違うし、魔王スルト自身の技量も並大抵ではない。俺が直接戦ったとしても、まあ勝てはしないだろう」

　ではどうするのか。

　少年の困惑した瞳ひとみを見て、ロキは薄く笑う。

「ヘズという神を知っているかな」

「？」

「はは。人間界ミズガルズでは馴な染じみがないか。体が弱く目も見えなかったからな。豊ほう穣じよう神や軍神のように、人の歴史に大きく関かかわるような役目も負っていなかった」

「そのヘズっていう神様がどうかしたの？」

「彼は一本の槍やりで有名なんだよ。あまりにも若い寄生やどり木ぎを素材にした投げ槍だ。……実は光神バルドルには『あらゆるモノから決して傷を負わせられる事はない』というルールがあった訳だが、この寄生木は若過ぎたために除外されていたんだ。そしてヘズは、誰も危険視していなかった寄生木から変化した投げ槍を使って光神バルドルを見事に殺した」

　実際にはその寄生木をヘズに渡したのはロキだったし、ヘズはそれが自分の兄である光神バルドルを死なせてしまうものだとは知らずに、ロキの指示に従って冗談で投げ放ったのだが。

「何事にも死角はある。そこを突けば殺せぬはずの光神でも殺せる。そして神族と巨人は本質的に同じものだ。あの魔王スルトにもそういった死角があれば十分にやれる可能性はある訳だ」

　死角。

　真っ向からの剣と剣のぶつかり合いではない戦い方。

　本来の性能、本来の使い道からはかけ離れた迂う回かい路ろ。

「俺は共倒れの剣、ダーインスレイフを使おうと思うが、別に俺が剣を抜く訳じゃない」

　ロキは言う。

「……魔王スルトに抜かせるんだ。共倒れの剣は殺す側と殺される側の双そう方ほうに呪のろいをかけるからな。下へ手たな斬きり合いではまず勝てないが、ダーインスレイフの呪いは均等にかけられる以上、魔王スルトを『使い手』にしてしまえば、確実に一定のダメージを与えられる」

　最終戦争ラグナロクでは大だい蛇じやヨルムンガンド、巨きよ大だい狼おおかみフェンリル、冥めい界かいの女王ヘルなど、いくつかの怪物、勢力が一体となって天界アスガルドの敵となるが、その中でも特に重要な役割を持つのが魔王スルトだ。

　彼の剣は世界樹を焼き、九つの世界全てを燃やし尽つくす。

　逆に言えば、戦争の早い段階で彼が倒れてしまえば、ラグナロクの結果は大きく変わる。

「でも、そんな危ない剣をスルトさんが触るのかな」

「普通に考えれば無理だろう。だからこその『死角』さ」

　ロキはイカロスの翼つばさの蝋ろうの中から、さらに別の物品を取り出した。

　三メートルを超える巨大な鞘さやと、その鞘に見合うだけの巨大な剣のグリップ。

　だが肝心の刃がない。

　代わりに、巨大な鞘にはダーインスレイフがピタリと収まるサイズの穴が、巨大なグリップにはダーインスレイフの根本を包み込むサイズの穴が、それぞれ空いていた。

「魔王スルトの持つ炎の魔剣と全く同じ外見に、ダーインスレイフを整える訳だ。その上で、魔王スルトに『間違って』ダーインスレイフを抜かせる。たとえどんな方法でも、魔剣を抜いてしまえば呪のろいはかかる。それで最終戦争ラグナロクはねじれるだろう」

　ロキのようなアース神族と違って、人間の少年や巨人の魔王スルトが魔剣ダーインスレイフを抜けば、まず間違いなく呪いにやられる。神族と巨人は根っこが同じと言っても、力の方向性（アース神族が一方的に善悪と呼ぶもの）は大きく違う。

　鞘さやから漏もれる程度の呪いならともかく、まともに抜いてしまえば魔王スルトでも抗あらがう事はできないはずだ。

「……でも……」

　少年は言い淀よどんだ。

「そんな事したら、スルトさん大変な事になっちゃうよ」

「残念ながら、運命の女神ノルンによれば、最終戦争ラグナロクが順当に進めば魔王スルトも命を落とす。現状では、やろうがやるまいが同じ事だ」

　ロキはサラリと言った。

「しかしどの段階で魔王スルトが死亡するかによって、九つの世界に住む者の命は大きく左右される。人間界ミズガルズの九九％以上が死亡するから、君のお父さんやお母さんもまず巻き込まれるだろう。天界アスガルドも八〇％以上が死亡するのだから、ヴァルトラウテも厳しいだろうな。その数字を大幅に変えられるとしたら、これはどう判断するべきだと思う？」

「……、」

　少年は俯うつむき、黙だまり、唇くちびるを噛かみ。

　やがて、告げる。

「……ロキさんのアイデアは、どれぐらい成功するものなの？」

「厳しいところを突いてくるな」

　彼は笑う。

「成功率は三〇％……いや、二〇％程度かな。いかに加工を施ほどこしても鞘の隙すき間まから微弱な呪いが漏もれる以上そこから真偽を見極められる可能性は高いし、仮にそんな条件がなかったとしても、炎の魔剣は魔王スルトの象徴そのものだ。そこまで存在に癒ゆ着ちやくした武具を、純粋に見間違えるかと言われれば確信は持てない」

　万全を期しても三〇％。

　その上、成功したところで魔王スルトや彼の治める炎えん魔ま国ムスペルヘイムは阿あ鼻び叫きよう喚かんとなる。最大級の戦力である魔王スルトを失えば、天界アスガルドからの攻撃で炎魔国ムスペルヘイムの全ては粉ふん砕さいされるはずだ。

　犠牲を覚悟して人間界ミズガルズや天界アスガルドを守るか。

　奇き麗れいごとで押し留とどまって、ただ九つの世界の破滅を待つか。

　彼は考え。

　そして決断する。

「……ロキさん」

「どうした」

「その剣を貸して。僕に考えがあるんだ」
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「ムニン、フギン」

　滅雷の槍やりを右手で掴つかむヴァルトラウテは、近くを飛ぶ二羽のカラスを呼んだ。

　彼女は続けてこう言う。

「もう良いのであるぞ。汝なんじらは天界アスガルドへ帰還しろ」

「あなたはどうするのです!?」

「気にしている場合か。……このままでは巻き込まれるぞ」

　ムニンとフギンがさらに質問する事はできなかった。

　複数の方角から、多数の滅雷の槍が同時にヴァルトラウテへ放たれたからだ。

　同時に一七本。

　天から地へと突き刺さる、強大な光の雨。

　ッッッッッドン!!!!!!　と、周囲の空気が大きく振動する。凄すさまじい閃せん光こうが夜の一角を埋め、真昼のような輝きを生み出す。

　たった一本、掠かすっただけで並の悪あく霊りようを屠ほふるほどの破壊力を生み出す滅雷の槍。

　それに一定空間が埋め尽つくされるような、光の乱舞。

　だが、

「……機動性で私に勝てる同系などいないわ、この馬ば鹿か者どもめ」

　ヴァルトラウテは平然と呟つぶやいた。
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　そこかしこにキロ単位の巨大なクレーターが出来上がっているが、その爆発は均等ではなく、むらがあった。彼女は高速移動し、破壊と破壊の隙すき間まとなった部分へ的確に避難していたのだ。

　夜空を不自然なオーロラが覆おおう。

　天界アスガルドから複数の滅雷の槍を放ったワルキュリエ達が光速の八七％で降下してきたのだ。三つのグループとしてヴァルトラウテの退路を阻はばむように展開する馬に乗った八人の姉妹達は、攻撃を外しても表情を変えたりはない。元より着地時のための牽けん制せい。初撃で倒せるような相手とは考えていないのだ。

　包囲網は、ヴァルトラウテを中心とした二〇キロ。

　だが彼女達にとっては文字通り目と鼻の先である。

　彼女達は地上への着陸を完遂させると、各おの々おの乗っていた白馬を降りて滅雷の槍やりを構える。白馬は音もなく光の中へ消え、戦場にはワルキュリエだけが残される形となった。

　光速の八七％で九つの世界の隅すみ々ずみまで渡るワルキュリエだが、『敵の懐ふところへ直接移動』→『そのまま奇襲攻撃』というパターンはあまり好まない。

　一度『存在』をバラバラにしてから移動し、再び『存在』を元に戻すビフレスト式は、つまり『着陸』の一いつ瞬しゆんだけは五感で状況を把握できなくなる時ができてしまう。標的にあらかじめ警戒されている場合、逆にカウンターを喰くらう可能性もゼロではない。

　そして。

　四女ヴァルトラウテは、九人体制の中でも最も機動性の優れたワルキュリエだった。その手のカウンターにかけては誰よりも凄すさまじい成功率を誇ほこるのだ。

　三女オルトリンデからの通信が耳に入る。

『……発見。……発見。……四女ヴァルトラウテを発見。……これより炎えん魔ま国ムスペルヘイムへの道を開くため、……四女ヴァルトラウテをワーグナー式ワルキュリエ体制から分離します』

「警告も協議もなしにいきなり排除か」

『どうせ最初っからどく気はないでしょ』

　今度は九女ロスヴァイセだ。

『何しろムスペルヘイムには愛いとしのダーリンが待ってんですもん。先制奇襲攻撃を仕掛ければまず間違いなく巻き込まれるのは間違いないんですし』

「……、」

　黙だまる四女ヴァルトラウテに、次女ゲルヒルデが畳たたみ掛けるように言う。

『あなたの行いは炎えん魔ま国ムスペルヘイムに加担し、天界アスガルドを危険にさらす天逆罪に問われる可能性があります。速すみやかに道を開けて誘導に従いなさいというのは建前。警告を聞かなかったという事で不同意とみなして処分許可をもらうためのアクションですから、聞き流していただいても結構ですよ。欠けた四女の座には木札でも当てはめてシステムを維持しますし』

『機動性では確かに貴様が上だが』

　とどめに長女ブリュンヒルデがささやいた。

『我々はそれぞれが専用の特質を備えている。機動性以外の突出した部分でまで上回れるとは思っていないだろうな』

　例えば。

　九女ロスヴァイセは防御力。

　華きや奢しやな体たい躯くを覆おおうにしてはあまりにも巨大過ぎる鎧よろいがその全てを物語る。速度を犠牲にしたその堅けん牢ろうな装甲は、同系ワルキュリエが放つ滅雷の槍やりの連発すら耐える。

　次女ゲルヒルデは手数の多さ。

　両手には操あやつり人形の糸を操作する時に使う木の棒を組み合わせた道具を持ち、それを利用して一〇本の滅雷の槍を同時に操る。

　そして長女ブリュンヒルデ。

　ワルキュリエの纏まとうオーロラの鎧が、不自然に揺ゆらぐ。光ではなく影。その黒い揺らぎの中から、血にまみれた大男がぼんやりと浮かび上がる。だらりと下がった手足に人間としての意思はない。背中から胸板へ貫通する一本の槍がそれを決定づけていた。槍に絡からみ付く何本もの黒い糸が、その大男を内側から蠢うごめかせている。

　伝説の戦死者ジークフリート。

　ブリュンヒルデの特性は、人間の魂の扱いに長じ、誰よりも戦死者エインヘルヤルの軍勢を巧たくみに操る指揮能力である。

『八対一だ。同系の激突となれば単純な数が勝敗を分ける。悪いが踏ふみ倒させてもらうぞ』

　血まみれのジークフリートをまとわりつかせた長女ブリュンヒルデが宣告した。

　ジークフリートは人間界の魂でありながら、悪竜の血を浴び背中の一点以外は無敵とされた英えい傑けつだ。彼女はこのレベルの魂を数十万と同時に操る。単純な力勝負になれば、まず四女ヴァルトラウテだけの力で押し返せるものではない。




　　　　９




　例えばの話をしよう。

　少年が魔剣ダーインスレイフを鞘さやから抜いたとする。しかしその魔剣で正面から魔王スルトに戦いを挑いどんだところで、まず少年は魔王スルトには勝てないはずだ。

　何しろ『人間に扱える中では最強クラス』と『もはや人間には絶対に扱えない最強クラス』のぶつかり合いである。

　どちらが勝つかなど、問うまでもないだろう。







　例えばの話をしよう。

　少年が危険な剣を持ったまま魔王スルトに近づいたとする。魔王スルトは仰ぎよう天てんし、慌あわてて無知な少年から魔剣ダーインスレイフを取り上げようとするかもしれない。その時、鞘と剣が緩ゆるければ、剣がすっぽ抜けてしまう可能性もある。

　どんな状況下であれ、『鞘から剣を抜いた者に呪のろいがかかる』以上、これなら魔王スルトはダーインスレイフの呪いを受ける可能性はある。

　だが魔王スルトは炎えん魔ま国ムスペルヘイムの王であり、彼自身、自分の命や自分が取る選択がどれほど大きな意味を持つか理解している。

　それを少しでも妨さまたげる危険物を近づけられれば、その時点で理由の如何いかんを問わず少年を斬きるだろう。

　そして正しい事をした上で、彼は誰にも知られぬよう、たった一人で後悔するのだ。







　例えばの話をしよう。

　少年が自分の意思で魔剣ダーインスレイフを抜いた上で、魔王スルトには悪神ロキに騙だまされたと言ったらどうなるか。ダーインスレイフはターゲットか使い手か、どちらかが死ぬまでは鞘には戻らない。魔王スルトは攻撃をためらい、少年からの一撃を受けてしまうだろうか。

　だが魔王スルトは戦いくさのために自他を徹底的に鍛きたえ上げた王である。文字通り神族へ反逆し、最終戦争ラグナロクで予言を覆くつがえせぬと分かった上でなお勝利を求めようと、日々限界以上に肉体と精神の強化を続ける王である。

　いかなる理由があれ、魔剣などで武装した人間が目の前に立てば、その時点で切り伏せる。

　それが徹底した『戦争思考』を練り上げた魔王スルトの考え方のはずだ。

　たとえ後で無力な人間を斬った事を後悔するとしても、なお非情に徹する。それが魔王スルトという生き物なのである。







　どのように動き、どのような道を選んだとしても、結果は何も変わらない。

　それが大たい勢せいを占しめる意見ではあるだろうし、実際そうではあるのだろう。

　だが悪神ロキは、かつて『絶対に殺せないはずの光神バルドルを殺した』者である。絶対なんて言葉で守られているものこそ、脆ぜい弱じやくな抜け道が必ずある事を彼は経験で知っている。

　そんなロキでさえ、今回の状況は流石さすがに分の悪い賭かけだった。

　九つの世界を焼く炎の魔剣と、共倒れの魔剣ダーインスレイフを取り替える。口で言うのは簡単だが、魔王スルトの象徴とも言える剣を本当に『間違わせる』のは至難の業わざだ。

　そこで人間界ミズガルズの少年の方から提案があったのだ。

　炎えん魔ま国ムスペルヘイムに連れてくる事で、ヴァルトラウテやムニン、フギンなどの目を巨大船ナグルファルへ誘った時点で、すでに役目を終えていたはずの少年の方から。

　覚悟を決めた少年は言う。

　悪神ロキの前で。

　魔剣ダーインスレイフの前で。




　ちっぽけな少年が選んだ道とは……。
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　四女ヴァルトラウテに迫せまりくる、同系八人姉妹のワルキュリエ達。

　各おの々おのが持つ滅雷の槍やりに、指揮下にある戦死者エインヘルヤルの軍勢、長女ブリュンヒルデが愛憎をもって制御する英えい傑けつジークフリートなどが、確実なリスクとなって反逆者へと押し寄せる。

　しかし、四女ヴァルトラウテは笑った。

「ただ状況に流されて殴なぐり合うのもつまらん。ここは明確な景品を賭けた勝負事にしようぞ」

『勝負……』

　長女ブリュンヒルデが呟つぶやき、その声色がガラリと変わる。

『戦いくさを司つかさどる神族にして、物事の勝敗を見極めるこのワルキュリエに勝負を挑いどむか!!　それがどれほどの無む謀ぼうか、分からんとは言わせんぞ四女ヴァルトラウテ!!』

「……こっちも人間界ミズガルズの少年にさんざん振り回されたわ。勝負事については逆に痛感しているのであるぞ長女ブリュンヒルデ」

　四女ヴァルトラウテは静かに語る。

「勝負ぞ。八人全員でかかってくるが良い。ただし八人とも行動不能に陥おちいった場合、あの少年を巻き込むような戦闘行動は控えてもらおうぞ」

『約束の有無など問わず、元から叩たたき潰つぶす予定だが……まあ良いだろう四女ヴァルトラウテ！　貴様にわずかな希望を与えたのち、それをまとめて粉ふん砕さいしてやる!!　どうせ最初から勝敗など決定しているのだからな!!』

「それはこちらの台詞せりふぞ」

『何だと？』

「沿岸部からの砲撃を速すみやかに実行するため、即応性と単体の破壊力を重視したのだろうが、ワルキュリエだけの編成を組んだのは間違いぞ。ここに純粋な神が混ざっていれば結果は変わっていたかもしれないのに」

『貴様は何を言っている』

「悪いが、この勝負はもらったと言っているのであるぞ馬ば鹿か者め」
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　炎えん魔ま国ムスペルヘイムを、少年は歩いていた。

　魔王スルトを捜さがすために。

　頭の中ではロキから聞いた言葉がぐるぐると回っていた。魔王スルトを倒せば最終戦争ラグナロクの結果は変わるかもしれない。死の運命を決定づけられた人々や、少年の愛するヴァルトラウテを守れるかもしれない。

　周囲の巨人ムスペル達や悪あく霊りよう達は戦争の準備に忙しいのか、さっきからそこらじゅうを走り回っている。少年の動きに気を留めている暇はなさそうだった。ロキがかつて用いた槍やりのように、少年は若く無力だからこそ注意を向けられてないのだ。

　だが彼は人間。

　魔剣ダーインスレイフを扱う資格のある者の一人である。

　直接的な戦闘力として魔剣を抜くにしても、騙だまし討うちのために応用するにしても。少年は、そうした『選択』のできる者の一人なのである。

（いた。スルトさんだ）

　少年は、巨大な船の陰から顔を出して、心の中で呟つぶやく。

　魔王スルトは少年に背を向け、巨大船ナグルファルの並ぶ浜辺で指示を出していた。彼らは最終戦争ラグナロクを行うために、ナグルファルの完成を急いでいるのだ。

「済まないが、貴様と話をしている時間はない」

　魔王スルトは振り返らずに言った。

　あちこちへと指示を飛ばしながら、その合間を使って少年に話しかける。

「神族の加護のない場所で己を鍛きたえ上げるという考えは悪くないが、生あい憎にくと時間が足りなかったな。……正直、俺としてもここまで大量の死者の爪つめが集まるとは思っていなかったが」

「……、」

　魔王スルトはこちらを見ていない。

　何かあれば即座に動ける自信があるからだろう。実際、少年が普通の短剣を振り上げたところで、魔王スルトにかすり傷を負わせる事もできないはずだ。

　だが魔剣ダーインスレイフならどうか。

　真正直にやるのではなく、迂う回かい路ろを使うのであればどうか。

　可能性は、本当にないのか。

　可能性がある事が、本当に正しいのか。

「スルトさん」

　少年は名を呼んだ。

　魔王はやはり振り返らない。

　構わずに彼は続けて言った。

「あのね」
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　四女ヴァルトラウテをシステムから分離するため、八人のワルキュリエが同時に襲いかかる。

　数十キロ単位の遠距離攻撃を可能とするワルキュリエの滅雷の槍やりだが、距離を詰めれば詰めるほど連撃の速度を上げられる特性を持つ。それを三方向八人編成で同時に繰り出せば、いかに機動性に優れたヴァルトラウテでも全ての攻撃を回避し続ける事はできない。

　そして一発でも当たれば四女ヴァルトラウテは死亡する。オーロラの鎧よろいも滅雷の槍だけは防ぎきれない。それは勝負というより、文字通りの分離作業に過ぎなかった。

　そう。

　これがまともな神々の戦争やバトルアクション小説であればの話だが。

「生憎ここはラブコメぞ。私としても不本意だがな」

「何の話をしている!?」

　二本の足を使い、地面を爆発させるような格かつ好こうで全方位から突撃してくる八人や、間近に迫せまる滅雷の槍の切っ先も気に留めず、四女ヴァルトラウテは密やかに笑った。

「そういう大真ま面じ目めな殺し合いだけが勝敗を決するという訳ではないという事ぞ!!」

　叫さけび、ヴァルトラウテは構えていた滅雷の槍を解除し、鎧の懐ふところへ手を伸ばした。

　そこには、前回とある少年から没収した道具が収められている。

　ドワーフの技術によって作られた、十徳ナイフ状の道具。

　ワルキュリエの鎧よろいを外すため、自動作業を行う黄金の工具である。

「っ!?」

（……私達の武装や防具を取り外して、戦闘能力を奪うばうのが狙ねらいか？）

　長女ブリュンヒルデは四女ヴァルトラウテの意図を推測し、

「馬ば鹿かが!!　寝そべった相手の装甲を取り外すために開発された工具如ごときで、全速力の突撃を実行する私達の装甲へ干渉できるとでも思ったか!?」

「そっちではないわ馬ば鹿か者め」

　ニヤリと笑って四女ヴァルトラウテは十徳ナイフ状の工具から、ブレードの一つを展開させた。

　より正確には。

　ドワーフが余った黄金で勝手に作ってしまった、とある大きなお世話な新機能を。

　ぞるぞるぞるぞるぞるジュルジュル!!!!!!　と。

　直後に、質量保存の法則を完全に無視した大量の触手が溢あふれ返った。

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………は？」

　思わず呆あつ気けに取られた長女ブリュンヒルデに、四女ヴァルトラウテはこう告げた。

「何でもドワーフ達が本気を出し過ぎてしまったようでな。搦からめ捕られたワルキュリエは、白目をむいて泡あわを噴くかもしれないらしいぞ？」

「んっ、んっ……んォォオオオオウあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?!?!?」







　しばらくお待ちくだジュル。







「うむ」

　工具のハンドルにあったボタンを押し、マダム大喜びの機能をギリギリのところで中断させた四女ヴァルトラウテは、そこらじゅうでヌルヌルした物に体中を搦め捕られて拘こう束そくされている未亡人の長女やその他の独身女性に目をやって、こうささやいた。

「……これがラブコメで良かったな。官能小説なら手足を縛しばっただけじゃ済まないぞ」

「は、はは」

　いろんな意味で間一髪だった長女ブリュンヒルデは、力なく笑う。

　彼女達の操あやつる戦死者エインヘルヤルも、指揮官が失われれば行動できない。

「確かに私達はここまでのようだ。敗北を認めよう。だが、窮きゆう地ちに立たされているのは貴様も同じだぞ四女ヴァルトラウテ」

「……まぁ確かに、このジュルジュル、いつ私に向かってくるか分からないからなあ」

「そういう意味ではない」

　長女ブリュンヒルデは搦からめ捕られた体をよじりながら、

「ロキとは連絡を取り合っている。元々は二面同時攻撃で一気に炎えん魔ま国ムスペルヘイムを叩たたくつもりだったのだが、片方だけでも十分に効果はある。……そしてその『もう片方』には、貴様と関係の深いあの少年が鍵かぎとして使われるらしい」

「……なん、だと……？」

　怪け訝げんな顔をする四女ヴァルトラウテに、長女ブリュンヒルデはとどめの一言を放つ。

「悪神ロキは魔王スルトに魔剣ダーインスレイフを握らせて、その呪のろいでダメージを与えようとしているらしい。ヤツが倒れれば九つの世界を焼き払う役目を持つ重要人物がいなくなるのだから最終戦争ラグナロクの結果に大きな変化が生じるだろう。だが、魔剣ダーインスレイフの呪いを受けた魔王スルトはどのような行動に出ると思う？　少なくとも、悪神ロキと人間界ミズガルズの少年は、一くくりで黒幕扱いされるはずだがな」

「……、」

「ロキには変身の力があるから鷹たかにでも化ければ炎魔国ムスペルヘイムから逃げられるかもしれない。だが人間の少年など連れて逃げるほどの余裕はあるものかね。というか、そもそも、あの悪神がそんな律りち儀ぎに少年へ気を配るものなのかどうか。なあどう思う、四女ヴァルトラウテ？」
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「スルトさんは、魔剣ダーインスレイフって知ってる？」

　ようやく怪訝な顔をした魔王スルトが少年の方を振り返る。と、その眉み間けんの皺しわがわずかに険しくなった。魔王である彼は、的確に見抜いたのだ。少年の右手に、わずかな呪いの残ざん滓しがこびりついている。

（あの忌いまわしき剣の……？　だが鞘さやからは抜いていない。これは鞘の間から微わずかに漏もれた程度のものでしかない。まともに抜いていれば、すでにこの少年の末路は決まっていたはずだ）

　魔王スルトは軽く指を鳴らした。

　熱い鉄を打つような火花が少年の掌てのひらで散り、呪いの残滓はかき消える。

「……貴様は魔剣の所有者か？」

　考え、しかし魔王スルトは即座に否定する。

　そもそも、魔剣ダーインスレイフの呪のろいは、鞘さやから抜いてしまえば魔王スルトですら抗あらがえない高レベルのもののはずだ。

「いいや違う。ダーインスレイフは鞘に収めた状態であっても呪いを完全には封じられない。常に所持し続けるためには、相応の対策を肉体に講じる必要があるが、貴様からそうした小細工は一切感じられない。……つい最近、初めて握ったな？」

　それを遠方から観察していたロキは、わずかに顔をしかめた。

（……結局、柄つかには触れたものの、鞘から抜く事はなかった、か。役目を終えたはずの少年が自ら動くと言い出して魔剣ダーインスレイフへ手を伸ばした時は、『大きな変化』が生まれるものだと思ったのだが）

　彼は自分の手元にある、赤と黒の禍まが々まがしい剣を指先でなぞりながら、

（最後に踏ふみ止とどまるとはな。恐れたのは呪いか、あるいは魔王スルトか。それもまた数ある選択肢の一つだが、最終戦争ラグナロクの結果を大きく変えられなければ、どの道、人間界ミズガルズごと九九％以上の人間は死亡するというのに……）

「誰だ？　ロキのヤツがそそのかしたか」

「それは良いの」

　少年は首を横に振った。

「あのね。そこにある船ができちゃったら最終戦争ラグナロクが始まっちゃうって話を聞いたの。それって本当？」

「そうだ。俺達はずっとそのための準備を進めてきた」

「どうして？」

「どうしてもこうしてもない」

　魔王スルトは低い声で言う。

「元々、俺達は平等だった。神族と巨人の区別はなかった。だがヤツらがこの九つの世界を作る過程で俺達の大半は死亡し、ヤツらの大半は生き残った。その上、ヤツらは俺達を助けるどころか、自分達を神族と名乗り、俺達を巨人と罵ののしった!!　あいつらが勝手に企くわだて、あいつらが勝手に実行した計画で！　あいつらはそれでのし上がって、俺達は隅すみへ追いやられたのだ!!」

「う、うー」

　少年は自分の頭の中で考えている事を上う手まく言葉にまとめられないのか、呻うめくような声を何度か出した後、

「でも、ラグナロクを起こしたら巨人の人もいっぱい死んじゃうよ」

「それで構わんのだ。俺達はこの世界ができたその時から、憎ぞう悪おをインプットされていた。全ての巨人は最終戦争ラグナロクでこの九つの世界を滅ぼし、復ふく讐しゆうを成し遂げるために生まれてきたのだ!!」

「でもでも、ヴァン神族って人達は元々巨人族だったんでしょう？　巨人だから復ふく讐しゆうだとか、巨人だから死んでも良いだとか、そんなのはおかしいよ」

「あいつらはアース神族へ取り入った！　己の受けた所業も忘れて尻尾しつぽを振ったのだ!!　本物の巨人とは違う。俺達は決してプライドを捨てたりはしないのだ!!」

　叫さけびながら、しかし魔王スルトはどこかに引っかかるものを感じていた。

　巨人という存在のプライド？

　元々、神族と巨人に種族を分けられ、勝手に自分達の事は巨人と呼ばれ、隅すみに追いやられていたはずの差別的な蔑べつ称しように、プライド？

「炎えん魔ま国ムスペルヘイムには初めて来たけど、ここの巨人の人達が悪い事してるだなんて思えなかったよ」

「当たり前だ!!　俺達が正しいのだ！　神族を名乗るあいつらこそが！　あいつらこそがっ!!」

「だったら、そんな人達が復讐のためだけに死んでいくなんて、やっぱり間違っているよ。巨人の人達だって、守りたいものがあって、色々なものを作ってきて、そういったものを残したって良いと思う。そういう想いを全部『巨人だから全部捨てろ』『復讐のために命も差し出せ』なんて頭ごなしに言うのは、違うんだよ。そんなの……」

　言い淀よどむ少年が何を口にしようとしていたのかを、魔王スルトは正確に掴つかんでいた。

　そう。

　この九つの世界を作った時、そしてその後に神聖なる神族と邪じや悪あくなる巨人が分けられた時、『強い側』から一方的にそれらを押し付けてきた者達と、やっている事が何も変わっていないのだ。

「……少年。貴様は俺達に何をさせたい？　一体その言葉の最後にどんなゴールを定めている!?」

「武器を置いて」

　少年はきっぱりと言った。

「ギャッラルホルンの笛の音ねは世界中に響き渡るかもしれない。太陽も月も飲み込まれちゃうかもしれない。巨きよ大だい狼おおかみフェンリルを縛しばる鎖くさりは千切れちゃうかもしれない。……でも、それは今なんかじゃない」

「……、」

「僕達の神様には、僕達がちゃんと説得する。武器を置かせる。だから、あなたも武器を置いて。そうすれば、終わり始めたこの世界でまだいくつかの笑え顔がおを繋つなげる事ができる」

「ハッ」

　魔王スルトは笑った。

「できるものか。そんな事ができるものか!!　俺達はあいつらの事を信じていない。あいつらも俺達の事は信じていない。お互いに武器を置いて話し合いましょうなんて、騙だまし合いに繋がるに決まっている!!　九つの世界を作ったあの時、一度それで俺達は全滅しかけたのだ。貴様は！　これから自分を確実に殺そうとしている相手の前で!!　自分の身を守るための武器を置いて話し合おうとする事などできるのか!?」

「できるよ」

　即答だった。

　単なる奇き麗れいごとでも、理想論でもない。

　ある強さの証明。

　少年は、何もない両手を広げてこう言ったのだ。




「僕は、きちんと武器を置いてきたよ」




　その言葉に、魔王スルトの動きが確実に止まった。

　魔剣ダーインスレイフの一件。

　正面からの激突ならともかく、何かしらの搦からめ手を使えば魔王スルトを殺せたかもしれないチャンス。最終戦争ラグナロクの結果を大きく変え、炎えん魔ま国ムスペルヘイムの崩壊と引き換えに、人間界ミズガルズへの被害を軽減できたかもしれないピース。

　実際に魔王スルトを殺せるかどうかはさておいて、一いつ矢し報いるための行動を起こせたかもしれない構成要因。

　それを、少年は躊ちゆう躇ちよなく手放していた。

　相手を魔の王と決めつけて遠ざけるのではなく、きちんと話し合うために。

　これを斬きる事が、スルト達の求めた正義か。

　相手は明確な悪意を持った敵ではない。

　敵意持たぬ者へ、いいや相手を敬うやまい武器を置いてきた者へ、なお憎ぞう悪おを押し付ける事が、王の国ムスペルヘイムの正当性に結びつくか。

（……強さを求めるための旅、と言ったか）

　魔王スルトは歯は噛がみする。

　炎えん魔ま国ムスペルヘイムの王でありながら、圧倒的に巨大なはずのスルトはちっぽけな人間の少年に嫉しつ妬としていたのだ。

（……これが、この力の追求が、貴様の望む強さだとでも言うのか!?）

「認めん」

　魔王スルトは、背中に負った鞘さやから巨大な剣を抜き放った。

　サイズは三メートルオーバー。全体としては黒に近い銀色。その刃やいばのあちこちから、オレンジ色の火花を激しく散らせる不気味な大剣。ひとたび振るえば空から大量の火の雨を降り注がせ、世界樹ユグドラシルの幹みきに突き刺せば九つの世界を焼き払うと言われる、魔剣の中の魔剣。それを、たった一人の少年を折るためだけに取り出したのだ。

「俺はその強さを認めん!!　猶ゆう予よを与える。今すぐ魔剣ダーインスレイフをここへ持ってこい！　俺と殺し合うのだ!!」

「やだよ」

「魔剣の呪のろいが恐ろしいか。己が命を惜おしむなら、防衛線の向こうにいるワルキュリエへ助けを求めるのだ!!　かの天罰と魔王の俺を殺し合わせろ!!」

「絶対にやだ」

　きっぱりと、少年は答えた。

「僕は、血を流さない強さを得るために、あなたの国を訪ねた。あなたの国で自分を鍛きたえれば、それができるって今でも信じている。だから、絶対にそんな戦いになんか頼らない」

　それは、スルトを魔の王ではなく、別のものとして捉とらえている言い方だった。

　強大な力を持つ者。

　願いを叶かなえてもらう者。

　神族も巨人もなかった時代に、等しくそう扱ってもらっていたはずの者。

　信じている、と。

　あの少年は強大な力を持つ存在へ、確かにそう言ったのだ。

「……ッ」

　魔王スルトはわずかに歯は噛がみし、その拙つたない儀礼に思いを馳はせた。

　だが剣を退ひく訳にはいかない。

　多数の巨人ムスペルをまとめ上げ、炎えん魔ま国ムスペルヘイムを束ねる魔王として、スルトは絶ぜつ叫きようしながら炎の剣を振り上げる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　そして。
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　同系ワルキュリエ八人を無力化させたヴァルトラウテは、炎魔国ムスペルヘイムを眺ながめていた。

　吹き荒れる炎。

　夜を拭ぬぐうほどの光と熱。

　魔王の名を冠するに相応ふさわしい破壊力。

　だが。

「……できぬだろう」

　ポツリとヴァルトラウテは呟つぶやいた。

　直後だった。

　魔王スルトは破壊力の象徴である炎の剣を止めていた。少年は、最後まで動かなかった。目も瞑つぶらず、真正面から魔王スルトを見み据すえていた。そして、少年の肌には傷一つなかった。

　スルトは攻撃を中断したのだ。

「邪じや悪あくなる巨人としてではなく、敬意を払うべき神族として汝なんじを扱った少年ぞ。一世界をまとめるほどの王であれば、その想いを邪じや険けんになどできるはずもない。何しろここは、ムスペルヘイムを『本当の悪の国』として自分で認めてしまうか否いなかの分ぶん岐き路ろ。全ての巨人ムスペル達の運命をも左右させる王の選択、まさにその場面だったのだからな」

　そしてスルトは、『巨人』ではなく『神族』としての選択を行った。

　祈りを捧ささげる者の命を救う事で。

　もっとも、それを思い出させたのは、やはりあの少年の強さにあったはずだ。

　ヴァルトラウテ自身、神族と巨人の間にあった溝みぞを、長らく当然のものとして受け入れていた節ふしがある。

　それが当然だという事にすれば、都合が良くなる者達によって。

『人間界ミズガルズの魂よ』

『なに？』

『仮に俺がここで武器を置いたところで、アース神族の主神オーディンが呼応しなければ悲劇は回避できん。貴様はこの問題をどうするつもりだ』

『もちろん、止めてみせるよ』

　少年は、スルトに向けてキッパリと言った。

『僕達が、僕とヴァルトラウテが、必ず主神オーディン様に武器を置かせてみせるよ』

『ふっ』

　スルトは笑った。

　小さく、だが、確実に。これまでの歴史の中で、彼らムスペルの一族が人間界の魂に笑いかけた事などあっただろうか。

　その笑えみは、やがて大きくなる。

『ははははは!!　面白い、ならばあの戦争バカを止めてみせよ!!　その行動の結果をもって、貴様の真しん摯しさを認めてやる！　だが一ひと筋すじ縄なわではいかないぞ。何せ、俺達はその問題と一〇〇〇年以上向き合っていながら、一向に解決の糸口を得る事もできなかったのだからな!!』

　言うだけ言うと、スルトは炎の剣から手を離した。巨大な剣は硬い地面に突き刺さるが、大きな変化はない。

　もうその剣は炎を出したり、様々な世界を丸焼きにしたりはしない。

　巨人として、王として、存在価値の一端を失いながら、しかし、スルトは感かん慨がい深げな視線を剣に向けるだけだ。

『……俺は置いた。はは、はははははは!!　置いたぞ、俺は武器を置く事ができた！　誰も殺さなくて良いのだ!!』

『うん』

『体が軽い。強こわ張ばっていた筋肉が弛し緩かんしていくのが分かる。そうか。常に殺すか殺されるかの環境から解き放たれるとは、こういう事なのか』

『そうだよ、ムスペルヘイムの王様』

『だが、具体的にはどうやってアース神族やヴァン神族から武器を置かせるというのだ？』

『大丈夫だよ』

　少年はにっこりと笑って言う。

『僕のお嫁さんがいるところだもん。きっと、本当に話し合えば何とかなるよ』

「ふん」

　ヴァルトラウテは鼻で息を吐はき、そっぽを向いた。

　アース神族がそんなに甘い連中なら苦労はしない。そもそも、主神として君臨するのが軍神、戦争を起こす神なのだ。豊ほう穣じよう神が理由も考えずに作物を実らせるように、あの軍神にはもはや理由などいらない。戦いくさを起こせる環境であれば戦を起こす。それぐらいの感覚で歴史を動かしているに過ぎない。

「……どうするのだ？」

　と尋たずねてきたのは長女ブリュンヒルデだ。

　彼女の信条は『やられる前にやれ』であるようで、炎えん魔ま国ムスペルヘイムから一時的にでも脅きよう威いが取り除かれた事で、攻撃の必然性が乏とぼしくなってしまったようだった。互いに武器を向け合わなければ非情になれないというのは、長女ブリュンヒルデの表に出にくい人間臭くささ（？）を示しているようだった。

　何かあれば即座に触手を出す、と脅おどしてから、彼女達八人のワルキュリエは大人しくなった（とはいえ、勝負に『負けた』という事実も大きいのだろう）。神しん槍そうグングニルが主神の象徴であるように、雷らい槌ついミョルニルが雷神の象徴であるように、四女ヴァルトラウテの持つ黄金の工具は『ワルキュリエの弱点』そのものを象徴していた。

　まともに発動すれば、とても放送できないような、ぞるぞるジュルジュルな理由で心臓を止めさせられてしまうかもしれないのだ。

　対抗するためには、長女ブリュンヒルデ達がワルキュリエをやめるしかない。

　……案外とんでもない性能のアイテムなので、当分はあの少年に返せないな、と四女ヴァルトラウテは心に決めつつ、

「確かに難題ぞ」

　彼女はまずそれを認めた上で、

「……だが、夫と信徒の期待に応えるのが、嫁と神の役割ぞ。ならば多少の無茶は通させてもらわねばならないわ」

「となると」

「主神オーディンをフルボッコで直じか談判ぞ」
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　そして最後の問題が残っていた。

　泣きじゃくる主神オーディンが休戦を宣言するのを見届けてから天界の館やかたヴァルハラを出ていこうとしたヴァルトラウテは、入れ替わりにヴァルハラへとやってきた悪神を発見した。

　ロキ。

　今回の一件を画策した張本人。

　ヴァルトラウテは少年に迫せまっていた数々の危機を思い出し、両目を鋭するどくさせる。

「……汝なんじの思惑通り、運命の三女神ノルンの予言は外れたか」

「あれで最終戦争ラグナロクが完全な不発に終わったとでも？　甘いよ。歪ゆがんだ運命は別の形で修繕されてしまう。何しろラグナロクの『始まり』とされるきっかけは、巨大船ナグルファルだけではない。太陽と月が消えてしまったり、巨きよ大だい狼おおかみフェンリルを縛しばる鎖くさりが千切れたりと、複数用意されているのだ。一つの原因が消えれば、別の『きっかけ』へ中心核が転移し、最終戦争ラグナロクのカウントダウンは続行されるはずだ。今回のは、ただの先延ばしさ。早いか遅いかの違いが、ほんの少しだけある方向へズレたというだけだ」

「また起こると？」

「今のままでは確実に」

　ロキは軽い調子でそう言った。

「ノルンの予言は主神オーディンですら回避ができない。まるであの口そのものが呪のろいであるかのように的中する。……気に入らないじゃないか。ジョーカーとしては、こんな決まりきった世界じゃ面白くない」

「それが汝なんじの本質か悪神め」

　ヴァルトラウテは声をより低くし、

「最終戦争ラグナロクを回避したいとか九つの世界を守りたいとか、そんな殊しゆ勝しような目的がある訳じゃない。汝は単に引っかき回したいだけぞ。その通称の通り、ただジョーカーとして。結果として、ラグナロクがより悪い方向へ進んだとしても、汝は一向に気にしないのだろう？」

「ジョーカーの価値を決めるのは俺じゃない。それはゲームのルールによって変化する。勝利へ繋つながる最高の一枚にも、敗北を決定づける最悪の一枚にもなりえる。それがジョーカーというものだろう？」

　ロキはうっすらと笑い、

「……ただ、俺に言わせればあの人間の少年もかなりのものだと思うがね。俺はジョーカーとしてルールをかき乱すが、それはあくまでルールの中での変動に過ぎん。だがあの少年は違う。魔剣ダーインスレイフを渡した時点で、あんな選択肢は存在しなかった。あれはルールの中には存在しない動き方だった。あれが『人間』というものなのかね」

「……、」

「武器を取るか武器を取らないか、あの時点で存在する選択肢はその二択だった。が、あの少年は『一度武器を取った上で、それを放り捨てる事』に意味を見み出いだした。ただ『取らない』じゃない。『取った上で放棄する事との違い』を逆手に取った訳だ」

　少年が魔王スルトと対たい峙じしたあの時。

　たとえ同じ言葉を使っていたとしても、少年がただ手ぶらで来ただけだとしたら、魔王スルトにあそこまで響かなかっただろう。たった一度も武器を取った事のない者が放つ奇き麗れいごとに過ぎないと一いつ蹴しゆうされていたはずだ。

　そして、武器を握ったまま魔王スルトの前に立っていれば、どんな理由があったとしても魔王スルトは少年を両断していたはずだ。世界を統すべる神々と戦いくさをしようと日々自他を鍛きたえ続けてきた巨大な王は、その辺りに一切の容よう赦しやをしない。後でどれだけ苦悩しようが、その場ではとにかく明確な決着をつけるのが彼のやり方だ。

　どこまで意図されていた構図かは分からない。

　意図されていなかったからこそ最大限に効果が発揮されたのかもしれない。

　いずれにしても言えるのは、

「主神であり軍神でもあるオーディンがあの少年に執しゆう着ちやくするのも頷うなずける。戦争で戦う人々を守るのではなく、戦争そのものを保持する神にとっては、あの少年は天敵とも言えるだろう。オーディン自身は少年を天敵だと明確に自覚はしていないようだがね。最終戦争ラグナロクはオーディンの最さい期ごの場であると同時に、『戦争を起こす』軍神としての金字塔でもある。その最大級の戦争をこうも簡単に食い止めた時点で、あの少年にはオーディンと釣り合うほどの資質があると判断できる」




　戦いが当然である世界。




　勇敢な戦死者が天界に導かれ、老ろう衰すいや病死した者は地下の冥めい界かいに送られてしまう世界。




　軍神が頂点に君臨してしまった事で、それが美徳だという教育を施ほどこされてしまった世界。




　あの少年はちっぽけで、今後も魂の所属が人間界ミズガルズからはみ出る事はないだろう。つまり、人間として生まれた少年は人間として死ぬ。当たり前のサイクルの中でしか生きられない、神々からすればまさに『ちっぽけな』存在に過ぎない。

　だが。

　それでも、今回あの少年が提示した一つの答えは、『軍神が治める、争いが当然の世界』の前提を覆くつがえしかねないほどの可能性を秘めている。

　ロキは肩をすくめて、

「……ヴァルトラウテ。君の男を見る目は確かだったようだ。ワルキュリエの性質を鑑かんがみるとあの少年は若じやつ干かん不向きな気もするが、単体最強クラスの戦力が他の何者かと婚姻しようというのだ。それぐらいで天てん秤びんはきっちり釣り合うのかもしれないな。軍神オーディンと結婚の女神フリッグが結びついているように」

「ふ、ふん。そんなに大おお仰ぎような魂ではないわ。かつて一時的にでも九人体制から長女ブリュンヒルデを切り離した人間ジークフリートに比べれば、あの少年の魂は間違いなく霞かすむはずぞ」

　ヴァルトラウテはロキの言葉を否定しながらも、

「……ただ、それでも世界樹に挑戦し、私との勝負に勝った少年ぞ。公正な勝負の監視者として、私には正当な報酬を支払う義務があるわ」

「あの終わり方を『勝った』と表現できる事自体、軍神の歯車に囚とらわれていたかつての君達なら難しかったはずなんだがね」

　ニヤリと笑うロキは簡単に話題を変える。

　どうやらヴァルトラウテの反応を見て、彼なりの目的は達せられたようだった。

「ともあれ、俺はこれからもジョーカーとしての姿勢を貫くよ。女神ノルンの予言によって定められた運命をひたすらにかき乱す形でな。そのカードの動きを上う手まく自分の得する方向へ回す事ができれば、富はそちらへ集まるだろう。上手に立ち回る事を祈っておこうか」

「そうか」

　ヴァルトラウテは軽く息を吐はいて、

「ところで、私は今、天界の館やかたヴァルハラで一暴れしてきたところぞ」

「みたいだな。神の住まいがこんなボロボロでは示しがつきそうにないが」

「撃ち漏もらしがあるのは良くないわ。『警告』を行うなら徹底的にしないとな」

「……は？」




　ロキが呟つぶやいた時には、ワルキュリエは右手で滅雷の槍やりを握っていた。

　直後に、今期最大の一撃が放たれる。






　　　A.E.01　もはや水着回とか言っている場合ではない
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　今日も今日とてヴァルトラウテはビフレストの第三滑走路を陣取っていた。

　結婚の女神フリッグや美び貌ぼう女神フレイヤ、他に四女と同系のワルキュリエ達などが居座っているため、第三滑走路はもはや交通機関の要所から宴えん会かい場へジョブチェンジしていた。番人ヘイムダルも諦あきらめているようで、『いっそ全ての災わざわいを第三滑走路に集約させて、残りの滑走路をスムーズに運用しよう』と思考を切り替えているらしい。

　そんな中、第三滑走路へ新しい女神がやってきた。

　不死の林りん檎ごを育てている豊ほう穣じよう神イドゥンである。

　頭にバンダナを巻き、素朴なカントリー系の衣服をベースにしたウェイトレスみたいな格かつ好こうの豊穣神イドゥン（豊穣を司つかさどる女神らしく胸は超デカい）は、林檎の詰まった大きなバスケットを両手で抱かかえながら、オドオドした声でこんな事を言ってきた。

「あのう、そろそろ林檎の時期なのですけれど」

「む。もうそんな頃合いか」

　ヴァルトラウテは差し出されたバスケットから不死の林檎を一つ取り出す。ルビーか何かのように透き通った赤い果実だった。しかし皮をむけば水分をたっぷり蓄たくわえた白い果肉が詰まっているのだから、神々の育てる作物はやはりどこかおかしい。

　神々が歳としを取らないのは身体的特徴ではなく、この林檎のおかげである。

　唯一の栽培者である女神イドゥンが悪神ロキにさらわれた時などは、天界アスガルドの神々全員がジジィババァの超高齢化社会になった事もあるのだ。

　この林檎さえあれば、一定期間のサイクルで食べ続ければ、神々は永遠に老いる事はない。

　だが年齢の概念が消えるかと言われればそんな訳ではなく、

「あのう、フリッグ様？　先ほどから林檎を見つめたままピクリとも動かないのですが、いかがなさいましたか」

「ううっ!?　い、いえ別に何でもありませんよホホホ。ただ今はお腹なかがいっぱいだというだけで」

　結婚の女神フリッグが乾いた笑えみを浮かべると、美び貌ぼう女神フレイヤがニヤニヤしながらこんな事を言う。

「フリッグ様って今年で通算何個になりましたっけ？　食べた林檎の数」

「くっ!!」

「まあバースデーケーキの蝋ろう燭そくの数みたいなもんですからねえ。見た目は変わらなくてもやっぱり気になるものですよねえ」

「私もあなたも実年齢はほとんど同じですからね!!　ただ外見年齢がいくつの段階で維持しやすいかというだけの違いしかないのであって……!!」

　何をやっているんだか、とヴァルトラウテは呆あきれたように彼女達のやり取りを眺ながめる。

　食った林りん檎ごの数で序列が変動するなら、九人体制のワルキュリエ内の順位決めも簡単に操あやつれそうなものである。

　ヴァルトラウテは特に皮もむかず、そのまま不死の林檎をシャリシャリと噛かむ。

　豊ほう穣じよう神イドゥンの栽培技術は本物であるようで、こうして頬ほお張ばると果物というよりシャーベットでも食べているような気分にさせられる。水筒の代わりに携帯できそうなぐらいの水分があり、甘みの中心にあるわずかな酸味が絶ぜつ妙みようであり、率直に言えば美う味まかった。

　この分野で勝負するのは避けたいな、と勝負馬ば鹿かなりの賛辞を思い浮かべるヴァルトラウテに、豊穣神イドゥンが話しかけてくる。

「あのう」

「何ぞ」

「それで、あの少年についてはいかがいたしましょう」

「？」

「林檎です、この林檎。不死の林檎なのですが」

　豊穣神イドゥンは両手で抱かかえたバスケットを揺ゆさぶりながら、

「一般には人間界ミズガルズには出回らせない決まりなのですが、あの少年に関してはヴァルトラウテ様と婚姻なさっているので、天界アスガルドの関係者とも判断できる訳で。そうなると、やはり不死の林檎をお届けした方がよろしいのでしょうか？」

「む。そのような話だったか」

「人間の寿じゆ命みようはたかだか一〇〇年と聞きます。あっという間にヨボヨボのヨレヨレです。不死の林檎を与えるのであれば、早い段階で行動を開始した方がよろしいのではと思いまして」

「うーむ。しかしぞ」

　ヴァルトラウテは林檎をかじりながら、

「人間界ミズガルズの魂に、不死などという属性を与えても大丈夫なものぞ？　また、少年自身は不死にできたとして、人間界ミズガルズの社会でそれは異物として扱われたりはしないものなのか？」

「難しいテーマですねえ」

「しかも、あの段階の少年に不死の林檎を与えるという事は、肉体があの段階で止まってしまうという訳ぞ。うーむ、なんというか、成長の可能性を私達の独断だけで停止させてしまうのはアリなのだろうか？」

　そこへ結婚の女神フリッグをからかうのに飽あきた美び貌ぼう女神フレイヤが横よこ槍やりを入れてきた。

「ははーん!!　つまりあの少年が理想の好青年に育ってから林りん檎ごで固定化させて永遠に食べ続けちまおうと！　アンタ意外とやるなあこの外げ道どう!!」

「妄もう想そうもほどほどにしろ馬ば鹿か者め!!」

「でも何事も若い方が良いよ。ヨボヨボになってから不死の林檎渡したってどうにもならんでしょ。見た目より中身っつったって、同じ人物ならわざわざ老いた状態を選ぶ必要なんてないんだしさー」

　ちなみにその言葉が結婚の女神フリッグにザクザクと突き刺さっているのは……まぁ美貌女神フレイヤの事だからわざとだろう。

　豊ほう穣じよう神イドゥンもその部分は同意見のようで、

「あのう。人間と神族では時間の感覚が違いますから、決断なさるなら早い方がよろしいのでは？　気がついたら総白髪しらがなんて可能性もありえる訳ですし」

　ヴァルトラウテは不死の林檎をシャクシャクとかじりながら、

「ええい馬鹿者どもめ!!　そもそもこのような問題は神族側だけで勝手に決めて良いものではないわ！　あの少年自身がどう考えているかを一番に考こう慮りよするべきだろう!!」

「いやあのね。寿じゆ命みようある人間の前に不死の林檎置いて『さあどーする？』なんて質問したら、葛かつ藤とうで心が壊れるんじゃないの？」

「あのう。それを周りにいる人達が目撃したら奪うばい合いの殺し合いになりそうでちょっと怖いですねえ」

　林檎をかじり続けていたヴァルトラウテだったが、芯しんしか残っていない事に気づいた彼女は豊穣神イドゥンのバスケットから二つ目へ手を伸ばし、

「しかしだな、やはり少年の命は少年のものであるべきぞ！　こちらの都合だけで左右させるなど、何だかあの眼帯のヒゲっぽいやり方で好かんわ!!」

　シャクシャク。

「もー建前は良いじゃんよー。キモは一つ。ピッチピチオアヨボヨボ!?　さーどっち取る？　ピッチピチ？　ヨボヨボ!?」

「あのう。というか、そもそもヴァルトラウテ様にとっての理想はどのレベルなのでしょう？　ショタ系か、後輩系か、同輩系か、先輩系か、ダンディ系か」

「な、何の話をしているのだ馬鹿者どもめ!!　私は今、人の命の重さについての話をしているのであるぞ!!」

　シャクシャクシャクシャク！

「そりゃこいつショタ系っしょ間違いねーわ」

「まーそれっぽそうな顔していますしねえ」

「勝手に決めつけるでないわ!!　あとそれっぽそうな顔とは一体何なのだ!?」

　シャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャク!!

「いや、ちょ、ヴァルトラウテ」

「あのうー、不死の林りん檎ごの数には複雑な計算がー」

「まったく見た目だけで人の趣味嗜し好こうまで勝手に決めつけて……。いやそもそも外見何にも関係ねーじゃんそして私は別にそっち系じゃないとダメとかそういう訳ではなくたまたま婚姻を賭かけた勝負を仕掛けてきたのがあの年齢層の少年であったというだけぞ!!」

　シャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャクシャク!!

「ヴァルトラウテ!!　アンタちょっと！　ストップ、ストーップ!!」

「わー、そんなにいっぱい食べちゃうとー」

「ブツブツ!!　ブツブツガツガツムシャムシャモグモグバクバクブツブツ!!　……ん？　あれ!?　ちょっと待て、私は今一体どれだけ不死の林檎を食べていたものぞ!?」

　変化はすぐに訪れた。

　豊ほう穣じよう神イドゥンがさらわれた際、不死の林檎を失った天界アスガルドはジジィババァだらけの超高齢化社会になったと前述した。ではその後、天界の連中はどうやって外見的に若返ったのか。

　答えは簡単。不死の林檎を食べまくったのである。

　という訳で、

「う、う、うわぁーァァァああああああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようと共に、ヴァルトラウテの体が白い光に包まれる。

　しばしの閃せん光こう。

　やがて光が収まった後に残っていたのは、




　外見年齢一〇歳のヴァルトラウテ。

　天下無敵のお姉サマ系の末路がそこにあった。
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　そして美び貌ぼう女神フレイヤが顔を歪ゆがませて舌打ちした。

「テメェ!!　フレイヤちゃんの人気が憎にくいからってイロモノになりやがったか!?」

「私だって望んでこうなった訳ではないわ馬ば鹿か者め!!　そもそも何がどうなったものぞ？　体は小さくなるわ鎧よろいはずり落ちるわ、この状態がずっと続くとでも言うのか!?」

　慌あわてるヴァルトラウテ達の陰で、結婚の女神フリッグが決死の表情で大量の林檎を確保しようとしたようだったが、そこで豊穣神イドゥンがこんな事を答えた。

「あのう。一番安定する肉体年齢は固定化されています。大抵の場合、初めて林檎を食べた時となりますけど。だから無理な外見年齢変化は一時的なものになるかとー」

　死にもの狂いで林りん檎ごをかき集めていた結婚の女神フリッグの動きが絶望で硬直しているようだが、誰もそっちは見ていない。

　ヴァルトラウテは小さくなった自分の体をぺたぺたと触さわりながら、

「う、うむ。では放っておけばじきに元に戻るという訳か。……良かった」

「ふいー。フレイヤちゃん、てっきりド派手なテコ入れかと思ったぜ」

「……さっきからナメた言動が続いているようだが、滅雷の槍やりで少々教育してやろうか」

「ふはははー!!　体が小さくなっちゃったヴァルトラウテちゃん（笑）はパワーも小さくなって取るに足らない事になってんじゃふぬがァァあああああああああああああああ!?」

　ズビィィィーム!!!!!!　と発射された極太ビームを間一髪のところで回避する女神フレイヤ。……こいつもこいつでなかなかの戦闘スキルがあるようだ。

「何よもーフレイヤちゃんの肌を焼くなら蝋ろう燭そくまでが限界なんだからね!!　焼きごて以上になるとちょっともーエロの領域じゃねー!!」

　対して、放った方の小型ヴァルトラウテはと言えば、

「ありゃ？　何で今飛び出たんだ？」

「あのう。体が小さくなっても魂は変わっていないので、エネルギーの出力に対して制御技術が足りなくなって、暴発しやすくなっているのではないでしょうか」

「ふむ。むしろ発射時の初速は増しているかもしれんぞ」

「……強くなった上に制御できないとか、こいつ不発弾そのものじゃねーか……」

「まあ放っておけばじきに元に戻るというぞ。ならば問題はないわ。……その間、どこかの誰かが私を怒らせなければな」

　小型ヴァルトラウテがきっちり釘くぎを刺していたところへ、二羽のカラスのフギンとムニンがやってきた。

「あれー？　ヴァルトラウテ様に用があったのですが」

「オイ待てついにあいつイロモノ系に転向したんじゃねー!?」

　まさに神をも恐れぬ感じの台詞せりふを吐はいている片割れだが、壮そう絶ぜつなツッコミが入る前に彼ら（？）はこんな事を報告してきた。

「なんかあの少年の家の風かざ見み鶏どりにいつもの手紙があったんですけど」

「む」

　天界アスガルドにいるヴァルトラウテと人間界ミズガルズにいる少年は、いつでも簡単に話ができる状態ではない。だから用がある時の連絡手段として、『手紙』の取り決めをしていたのだ。

　一度、風見鶏からほどいて再びくちばしで結び直したのか、ムニンの脚に緩ゆるく縛しばってあった手紙を小型ヴァルトラウテはほどいて広げてみる。

　そこには汚い字でこう書いてあった。

『あそびましょー』

「……!!　まったくあの少年も懲こりないものぞ。こういうふざけた要求は勝負に勝ってからだとあれほど言っているのに!!」

「とか言いつつ、いそいそと白馬にまたがっているアンタって本当に（笑）だよね」

「説教をしにいくためぞ！　まあ私との勝負に勝てれば考えざるを得んがな!!」

「あのうー」

　と、横から林りん檎ごの豊ほう穣じよう神イドゥンが口を挟はさんだ。

「そういえば、遊びに行こうとかデートに行こうとかいう話はたまに聞くのですが、そもそもヴァルトラウテ様って新婚旅行はなされていましたっけ？」

「別にそのような形式ばったものは必要ない。……というか神話や文化圏けん的に人間界ミズガルズは新婚旅行など存在しない世界なんじゃあ……」

　言いかけた小型ヴァルトラウテだったが、そこで黄昏たそがれていた結婚の女神フリッグが息を吹き返した。

「いけませんヴァルトラウテ!!」

「ひい!?」

「そういう基本の積み重ねこそが円満な家庭を築き上げるのです!!　結婚したからといってグータラしてはいけません。結婚はゴール地点ではなく、新たなスタート地点であると考えなさい!!」

　……血走った目を見る限り、もう本格的に夫との生活に不満がありそうな感じのフリッグのあまりの気き迫はくに、さしもの小型ヴァルトラウテも押され気味になる。

「し、しかしですぞ。元々私はワルキュリエとして九つの世界を渡っていますし、あの少年も何度も異界またぎをしている身。今さら旅に出たところで正直特に感動も……」

「馬ば鹿か野郎!!!!!!　良いから旅立ってきなさーい!!」

「いくらフリッグ様でもこのように理り不ふ尽じんな申し出は受けられませんぞ！　もしどうしてもという場合はまず私との勝負に勝ってからにしていただき……!!」

「早口言葉勝負!!　赤巻紙青巻紙黄巻紙!!」

「アカマキャっっっ痛い!!」

　一発で決着がついた。

　噛かんだ舌を指で押さえて涙目になる小型ヴァルトラウテに、退屈そうな調子で女神フレイヤが話しかけてくる。

「今日は暑いし海で泳いでくればー？　っつかラブコメのくせに肌色が足りねーんだよイロイロと」

　むう、と呻うめき声を上げつつ、勝負の結果は結果なので、小型ヴァルトラウテは滑走路ビフレストの力を借りて『存在』をバラバラにし、空に不自然なオーロラを描えがきながら人間界ミズガルズへと降下していった。

「ただまぁ」

　美び貌ぼう女神フレイヤは気だるげな調子で、

「あの小っこい格かつ好こうできちんとヴァルトラウテだって分かってもらえるかが第一関門よねえ」




　　　　２




　そんな訳で。

「誰だお前!?」

　巨大な白馬にまたがった外見年齢一〇歳のワルキュリエを見て、少年は目を真ん丸にした。

　金髪碧へき眼がんのワルキュリエの方も小さな両手をパタパタと振りつつ、

「ヴァルトラウテに決まっていようぞ!!　そんな事も分からないのか馬ば鹿か者め！」

「嘘うそだよ!!　ヴァルトラウテはねー、もっと綺き麗れいでねー、凛り々りしくてねー、格好良くてねー、可か愛わいくてねー、頭良さそうでねー、強そうでねー、髪はサラサラでお肌はスベスベでおめめはキラキラなんだから!!」

「そ、そうか？　そこまで手放しで褒ほめられてしまうと流石さすがに悪い気がしてくるものぞ」

「何でお前が照れてるの？」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きな少年だが、そこで気づいたようだ。

　小さなワルキュリエがまたがっている白馬のつぶらな瞳ひとみには見覚えがある。

「……このヒヒーンはヴァルトラウテのお馬さんだ……」

「だから私がそのヴァルトラウテと言っているだろうが!!」

「ねえヒヒーン、これはどういう事なの？　何が起こっているの教えて！」

　とはいえ、天界産とは言っても馬は馬である。

　そんな質問をされたところで人語で答えられるはずはないのだが、

「に、にんじんあげるから教えてー！」

　そして白馬の前頭葉に爆発的な革新が起こり、白馬は前脚のひづめで地面に文字を記した。

　しかし少年は困ったように眉まゆを寄せると、

「……読めない」

　えっ!?　と白馬の巨きよ躯くが震えたが、これは馬の字が下へ手たなのではなく、人間界の不完全なルーンと天界の完全なルーンとでは文法に差があるためである。よって、むしろ白馬が書いたルーンの方が世界基準では正しかったりするのだが、

「ヒヒーン。残念だけど、これじゃあにんじんはあげられないの」

「おおおおおっ!?　いきなりロデオを始めるでないわ馬ば鹿か者!!」

　全身で哀かなしみを表現しようとする白馬にぶん回されそうになる小型ヴァルトラウテは、慌あわてて手た綱づなを掴つかみ直す。

　そこへ、ワルキュリエから遅れて人間界ミズガルズへ女神がやってきた。

　美び貌ぼう女神のフレイヤである。

　彼女は馬の代わりに、体長四メートルを超える明らかに異常なサイズの猪いのししにまたがりながら、

「……だから言わんこっちゃない。ほれほれ、今からフレイヤちゃんが全部説明したげるから感謝なさーい」

　その声を聞き、振り返って、少年はビクリと肩を震わせた。

「こ、こ、これは……」

「んん？　流石さすがに自己紹介する前から分かっちゃうかにゃオーラ的に！　ふっふっふ、そうそうそーよ美貌女神のフレイヤちゃんよいやー老若男女お構いなしに虜とりこにしちゃう自分の美貌が怖いにゃあ存在そのものが神の属性を示しているっていうか輝き過ぎるっていうか……!!」

「ブーブーだ!!　おっきーい!!」

「そっちに注目なの!?　言っておくけど人間界の魂が生しよう涯がいでこれほどの美と巡り合える機会は〇・〇〇三％切っちゃってんだからね!!」

　美貌女神フレイヤの金切り声を無視して（ちなみに小型ヴァルトラウテが密かに胸を撫なで下ろしているのだが、それは決して誰にも悟さとられてはならないのであった）、少年は両手を上げ、巨大猪の側面から突撃していく。分厚い毛皮にズボッと埋もれたまま、

「ブーブーあったかーい」

　一方の巨きよ大だい猪いのししはと言えば、『やっ、やめっ、やめてくださいっ。人を、人を呼びまっ、あぅうぅうぅん!!』と何やら身み悶もだえているようだが、少年の方は気づいている様子はなく、

「む。ブーブーおっぱいがある。ブーブー女の子だったの？」

　むぎゅー、という柔らかいものを摘つまむ音と共に、『ひぃぃあぅいぁうん!!　ら、らめ、私にはフレイヤ様っていうご主人様がいるのに、こんなっ、こんなの、流されちゃうううううううう!!』と巨きよ大だい猪いのししが本格的に寝取られ系な痙けい攣れんを始める。

　一方、完全にシカトされた美び貌ぼう女神フレイヤはムキになった調子で、

「おいこのままじゃ話が進まねえっての!!　今から全部説明するからフレイヤちゃんにちゅうもーく!!」

「待って!!　ブーブーがトリュフを探し始めたから邪じや魔ましちゃ駄だ目め!!」

「色気より食い気を地で行きやがって……!!」

　実は巨大猪の方は『はあ、はあ。と、とにかく何でも良いからこの少年の興味を私以外の方へ向けさせなくちゃ、うう、でも駄目、この人のために汗を流す自分に喜びを隠せない……！』という思いで採集をしているのだが、誰もそれには気づいていない。

「とにかくフレイヤちゃんの方を見ろー!!」

「んー、何なの一体……」

　このままじゃらちが明かない。

　というか、男性の注目度で野の豚ぶたに負けるとか美貌女神としての存在意義に関かかわる。

　が、そこまで来て初めて美貌女神フレイヤの方へ意識を集中した少年は、両手で顔を覆おおった。

「うわー！　眩まぶしくて何も見えないー」

「あれ？　フレイヤちゃんセクシー過ぎて地上波補正がかかってる？　ちょい待てちょい待て」

　美貌女神が神としての属性レベルを下げ、着崩している衣服の端々を整え直してレーティング的に色々と配慮すると、

「どうだ少年、これならきちんと見えるでしょう」

「なーんだ、確かに女神様だけど普通女神様だなー。ヴァルトラウテの方がずっと奇き麗れいだもん」

「なんっ!!　馬ば鹿か野郎、これはアンタの目でも捉とらえられるレベルに美を抑えてるだけなんだっつの！　……しかも、よりにもよってあの勝負馬鹿に負けるだと……!?　見てろよちくしょう、これが全力。九つの世界の頂点に立つフレイヤちゃんの超絶妖よう艶えん美貌肢し体たいじゃー!!」

「うわー眩しくて何も見えないー」

「面倒臭くせえな人間界!!」

　髪をかき毟むしる美貌女神フレイヤも脱線を始めたしそもそも小さくなったヴァルトラウテは放ったらかしだしで、今回は本当にグダグダになりそうな予感だったのだが、そこでお話的な救世主が現れた。

　ワルキュリエ九人体制の長女ブリュンヒルデである。

　四女ヴァルトラウテ同様、巨大な白馬にまたがった鎧よろいの淑しゆく女じよは無表情なまま、

「……正直見てられん。義理立てする理由も特にないが、ひとまず私が全部説明してやるから貴様らは大人しくしていろ」




　　　　３




「天界アスガルドの神々は不死の林りん檎ごを定期的に摂取していてな」

「ふんふん」

「厳密な計算に基づいた個数を食すれば老化を停止できるのだが、それを誤ると一時的に若返ってしまうのだよ」

「へえー」

「で、四女ヴァルトラウテはその林檎を食べ過ぎてしまったのだ」

「ええー!?　ヴァルトラウテ大丈夫なの？　お腹なか壊したりしてない!?」

　ものの五分で説明終了してしまった。

　小さくなったヴァルトラウテとハッスルし過ぎた美び貌ぼう女神フレイヤの二人は項うな垂だれたまま、

「……今までの苦労は一体何だったのだ……」

「だってさーフレイヤちゃんは美の女神だからさーこの分野をつっつかれるとムキにならざるを得ないっていうかさーブツブツ」

　と、白馬の上にいる長女ブリュンヒルデは、ふと無表情ながら目をわずかに細め、少年の顔を見つつも、何かに思いを馳はせるような調子でこう呟つぶやいた。

「……いつの世も、ワルキュリエを追い求める人間というのは後を絶たないものなのだな」

「？」

「君を見ていると、私も人間ジークフリートと出会った頃を思い出す事があるよ」

　少年以上に怪け訝げんな顔をしたのは小型ヴァルトラウテと美貌女神フレイヤだ。

「（……いやいや人間ジークフリートは超ムキムキのマッチョだったろう。剣一本で悪竜ファフニールをぶった斬ぎって、心臓をムシャムシャ食べていたような豪ごう傑けつぞ）」

「（……ほら未亡人の思い出だしさ、メッチャクチャ美化されてんじゃないの？）」

　そんなツッコミなど長女ブリュンヒルデには届いていないらしい。

　少年は巨大な白馬の首の辺りを撫なでながら、

「ブリュンヒルデさん結婚してるの？　僕もなんだー」

「……そうだな」

　馬上のワルキュリエはほんのわずかに、しかし苦いものを織り交ぜた微笑を浮かべ、

「厳密には、そうであったと表現するべきだろうが」

「じゃあブリュンヒルデさんは先輩さんだね！」

「む」

「僕ねー、大きくなったら蜂はち蜜みつ酒の職人さんになるんだー。そしたらヴァルトラウテをきちんと支えてあげる事ができるかな」

「……できるさ」

　表情を消し、しかし口調から角を取って、長女ブリュンヒルデはこう言った。

「少なくとも、英えい傑けつなどを目指して死地へ飛び込み続けるような馬ば鹿か者よりは、よっぽどワルキュリエを幸せにしてやれるだろうさ」

　と、何だか良い事を言っているような長女ブリュンヒルデなのだが、

「（……いやだから、無む謀ぼうな冒険の果て壮そう絶ぜつに散ったみたいな事になっているが、最終的に人間ジークフリートが死んだのって、ブチ切れた汝なんじがグンナルやグトホルムを利用してジークフリートの背中を槍やりで突かせたからではなかったか？）」

「（……美化よ美化。ビッカビカってヤツなんだから放っておきなさい。好きでもない男に抱かれるわそのお膳ぜん立だてをしたのが記憶を奪うばわれた人間ジークフリートだわであいつの結婚生活ドロドロだったんだから）」

　とても少年には聞かせられないような昼ドラ系の部分についてはもちろん省いておくのが良心なのであった。
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　ヴァルトラウテがイロモノになってしまったから有う耶や無む耶やにされつつあるが、今回のテーマは新婚旅行である。

「しんこんりょこうって何？」

「ほら見ろやっぱ人間界ミズガルズの文化水準的におかしいではないか馬ば鹿かめ!!」

　説明しても理解されない現状に嘆なげく小さいヴァルトラウテだったが、巨きよ大だい猪いのししの上であぐらをかく（そして色々見えそうになっている）女神フレイヤは退屈そうに、

「もー人間界に関しては『中世ヨーロッパ風ファンタジー』なんだから細かい事は気にするなよ。厳密厳密なんて言ってたら、メートル法とか六〇分一時間とか出てる時点でアウトなんだしさー」

「旅って何するの？　ヴァルトラウテお仕事なの？」

「いやいや行商として仕入れに行くのではなくてだな……おいフレイヤ。そもそも新婚旅行とは何をするものぞ？」

「そりゃ遠出して浮かれた気分にしておいてなおかつ容易に帰れない状況を作るから必然的に宿泊施設でひたすらチュッチュチュッチュしてその後は寝台で……」

「分かった雌めす豚ぶた。汝なんじに尋たずねた私が馬ば鹿かだったわ」

　こめかみに人差し指を当てる小型ヴァルトラウテは、長女ブリュンヒルデの方へ質問を回した。

　彼女は特に表情は変えず、こんな事を言う。

「チュッチュはするぞ」

「クソこいつも当てにはならねえ!!」

「人間ジークフリートは全く人の話を聞かないでガンガンくるタイプでなあ。その上、自分が満足するとさっさと眠ってしまう辺りは少々本気で頭にきたがな」

「分かる分かる。英えい傑けつとか基本的にスタミナ勝負で動き回れば勝ちみたいな事考えてるからいくつになってもガキなのよねえ。そりゃ単なる非効率だっつーの」

　はははふふふと意気投合している長女ブリュンヒルデと美び貌ぼう女神フレイヤ。いい加減に本気で頭が痛くなってきた小型ヴァルトラウテに、長女ブリュンヒルデはこう言った。

「まあ貴様らの距離感や関係性に口を挟はさむつもりもないが。確かビフレストでは海で泳ぐとかいう話で進んでいなかったか？」

「うみ!?」

　少年は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　だがそれは一大レジャーイベントの予感に胸を躍おどらせているのではなく、

「海になんか入ったら沈んじゃうよ！　海を渡るなら船に乗れば良いじゃない！」

「……うーむ。ほらやっぱり人間界ミズガルズ的には海で泳いで遊ぶっていうのもＮＧではないのか？　多分泳ぐっていうのは相当専門的な特殊スキルに当たると思うぞ」

　これに聞き捨てならなかったのは美び貌ぼう女神フレイヤ。

　やはり『彼女の領域』であるからか、

「バッキャロー！　そんな事言ってたら永遠に水着回がお預けになっちまうじゃねーかー!!　ここはラブコメだぜ？　ラブとコメディが最優先されるべき世界だぜ？　細かい考証の末ラブコメに支障が生じるようなら考証の方をぶっ飛ばすのが世の理だぜェー!!」

「……根本的に水着というのはアリなものぞ？　いくら人間界ミズガルズが曖あい昧まいな『中世ヨーロッパ風ファンタジー』とはいえいくらなんでも化学繊維は」

「確かにな」

　ふうむ、と長女ブリュンヒルデはわずかに唸うなってから、

「人間界ミズガルズの文化水準へ厳密に近づけるのであれば、泉などの沐もく浴よくが近くなるか。……となると、野外で全裸というのが正統派スタイ」

「よろしい水着で行こうぞここはラブコメだからな!!」
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　青い海。

　白い砂浜。

　輝く太陽。

　……さて一通り文言を並べたところで海水浴である。ここで重要なのは水着を纏まとった女性のみなのだ。背景描写なんぞに力を入れている暇はない。

　のだが。

「……何ぞ私の水着だけないのだ？」

「アンタいきなり体小さくなり過ぎたからよ!!　それともブッカブカのビキニでも体に巻きつけて参戦するか!?」

「そして何な故ぜフレイヤやワルキュリエの残り八人姉妹が揃そろいも揃って水着で集合しているものぞ!?」

「いや何でなんだろ？　フレイヤちゃんはほら水着回だからだと思うけど」

「……新婚旅行だというのに他の女が九人もいるとかどんだけであるぞ……!?　フリッグ様も勝負を仕掛けてくるならその辺もきちんと設定していただきたいものだわ!!」

「はいはいあの少年の視線を一人占じめしたかったもんねチュッチュー」

　歯は噛がみする小型ヴァルトラウテをよそに、残る八人のワルキュリエは勝手に水遊びを始めてしまっている。……揃いも揃って少年を奪うばい合っている、とかいう構図がないだけ、まだこのカオス空間には一定の秩ちつ序じよが存在するのだろうか？

「……三女オルトリンデです。……良いトコなしです。……一世一代のバトルではその他大勢扱いで、特殊スキルの説明もなく、しかも触手でやられました。……今日は頑張ってお尻しりの食い込みを指で直したり、両腕でおっぱいを寄せたりしたいと思います」

「あなたまだ名前呼ばれたりしているだけマシですじゃんよ。六女なんて言われて分かりますです？　ヘルムヴィルゲなんて男の子か女の子か、人名か武器名かも分からんじゃないでしょうかですもんよ。今日はトップだけならポロリも覚悟する所存ですますよ」

「八女だぜ。八女グリムゲルデだぜ。何故いっそ末っ子の九女じゃなかったな八女だぜ。大体、長女、次女、三女と末っ子ぐらいだろ個性が出てくるの。四女ヴァルトラウテは別腹だとしてもさー。っていうかここ九人全員挿さし絵えになったらまさしくミラクルだぜ。スペース的にまずありえねえ」

「……その三女なのに出番なしなオルトリンデです。……おっぱいはあるので手ブラで頑張りたいと思います。文庫収録版ですし、目指せカラーピンナップで全員集合絵……」

「雑誌掲載版の表紙を並べる必要がある上、最低でもヴァルトラウテと少年の人物紹介しなくちゃならないから希望は限りなくゼロに近いぜな八女だぜ」

　一部で負のスパイラル堂々巡りによって真っ白な砂浜に小型のブラックホールを作っている地域もあるようだが、全体的には能天気なイベント真っ最中である。

　ワルキュリエ九人姉妹（ただし四女除く）や美び貌ぼう女神フレイヤの水着姿が集まっているという事もあって、ちょっとした画家や吟ぎん遊ゆう詩人が目撃したらインスピレーションが爆発し過ぎて発狂しそうなレベルの激甘空間が出来上がっていた。

　名前も出番も特殊スキルの説明もそれなりにあった、いわゆる勝ち組さんな方はと言えば、

「むっ、九女ロスヴァイセ！　何ですかそのスクール水着型の不自然な日焼け痕あとは!?　さてはこの日のために事前工作を施ほどこしていましたね!!」

「いやいや次女ゲルヒルデ姉さん。私ほら普段から重たい鎧よろいを着込んでいるからそのせいで」

「どんな鎧を着たらそんな痕が残るというのだ……？」

「長女ブリュンヒルデも手伝ってください。埋めまーす。媚こびっ媚びの末っ子を砂に埋めまーす」

「ええー。ま、まあ砂で埋められるのも海水浴イベントのお決まり事だからむしろ美お味いしいんで別にいーですけどー」

「逆さにして足首まで埋めまーす」

「何も残らねえよ!!　女の子の足の親指と人差し指の間の空間にしか感動できない人以外は誰も喜ばないでしょそれじゃ!!」

　そして勝ち組負け組というくくりを全く気にしていない天然系の姉妹もグループを作っているようで、

「七女ジークルーネはワンピース派なんだ」

「セパレートだのビキニだので海に入ろうと思うヤツらの気がしれないわ五女シュヴェルトラウテ。水流や水の抵抗力というものを甘く見てはいけないのよ」

「というかさっきから波間にも近づいていないじゃん七女ジークルーネ」

「実は露ろ出しゆつというだけを考えれば浜で寝転がっていた方が効率が良いのよ五女シュヴェルトラウテ。決して水が怖いとか泳げないとかではないわ」

「そこでフレイヤちゃんからアドバイスだぜ！　むしろ泳げないとか水着回じゃプラスにしか働かねー！　野郎の胸板に寄り添って泳ぎを教えて作戦でイチコロなのさ!!」

「……だ、だから泳げないとかじゃないと言っているのよこの淫いん売ばいっつーか何だその説明不能のエロ水着は」

「どうせ地上波補正で何も見えなくなるのにねえ」

　……で。

　そんな勝ち組負け組どっちでも良い組のいずれにも入る事のできない四女ヴァルトラウテはただ一人、浜辺から離れた岸壁で体育座りである。

「……不戦敗というか、本来なら私が一番脚光を浴びるべきだろうぞ状況的に。体が小さくなったとか緊急事態なんだからこれ一本で一話いけるはずだろうぞイベント的に!!」

　誰が何と言おうが、水着回に水着のない子は不戦敗と相場が決まっているのだ。

　が、（スゲェ無責任な）神々に見放されても、それでも救いの手を差し伸べる者がいた。

　例の少年である。

「ヴァルトラウテー」

「む!?　気軽に呼ぶでないわ馬ば鹿か者め、私の名を呼ぶのは火急の時のみとヴぁヴぁばるわー!!」

　振り返った途端、小さくなったヴァルトラウテの背中から無数の滅雷の槍やりが発射されたのは、不用意に華きや奢しやな少年の水着姿を視界いっぱいに取り込んでしまったからだ。

　男性用水着すなわち半裸の少年は首を傾かしげ、

「ヴァルトラウテどうしたの？」

「……気にするでないわ。あと、水着勝負とか曖あい昧まいな芸術点が問われる決闘は今後禁止にしようぞ」

「？」

　少年は最後まで何が言いたいか分かっていなかったようで、さっさと話題を変えてしまう。

「遊びましょー」

「気軽に呼ぶなと言っている。どうしてもこの私にそのような要求を突きつけたくば、私との勝負に勝ってからにしてもらおうぞ!!」

「じゃあ、にゃんこダンスで勝負だ!!」

「ぶふっ!?」

「にゃんにゃーん。にゃーんにゃんにゃんにゃーん」

「待てい!!　私も同じ事をやるのか!?　そもそもこれはどのように決着をつける勝負ぞ!!　芸術点系はやめようとあれほど言っていただろうに……!!」

　とはいってもすでに少年のダンスは最高潮に達している。どういう基準の勝負か全く見えないが、このままでは何というか周回遅れになると直感で感じ取ったヴァルトラウテ（見た目一〇歳）は、とにかく見よう見まねで緩ゆるくグーを作った両手の手首を曲げ、

「に、に、にゃんにゃーん……」




　そしてワルキュリエ姉妹八人と美び貌ぼう女神フレイヤ全員が四女ヴァルトラウテに注目していた。




「うおおおおおおーん!!　もう負けで良い、負けで良いものぞおおおおおおー!!」

　耐え切れなくなったヴァルトラウテはうずくまり、ヒゲの武将みたいな泣き声を上げながら岸壁をグーでバンバン殴なぐって太い亀き裂れつを走らせる。

　が、そもそも今のヴァルトラウテは見た目がとても小さいので、

「（……いや今この時に限り、初めて五分五分の勝負になったのでは？）」

　と長女ブリュンヒルデ談。

「（……水着回だというのに水着以外のメンバーが全部持っていくとか、どんだけ時空が歪ゆがんでいるんですかまったく）」

　と次女ゲルヒルデ談。

「（……にゃはははは!!　そのにゃんこダンスが似合う風ふう貌ぼうそのものがギャグなのだがなー!!　萌もえではなくギャグ。貴様にギャップ萌えは高等過ぎるわ!!）」

　と美び貌ぼう女神フレイヤ談。

　しかし少年の五感はそこまで鋭えい敏びんではないので、遠く離れた浜辺の方のささやきまでは聞こえない。彼が注目しているのは、あくまでも小型ヴァルトラウテの言動のみである。

「今認めたよね？　負けで良いって言ったよね!!　わー、にゃんこダンスで勝ったー!!」

「……ふふふ。もう好きにしてくれい……」

　何かしらの決定的な芯しんが折れた表情で、小型ヴァルトラウテはボソボソと呟つぶやく。

　少年の方は満面の笑えみで、

「じゃあ、じゃあ、あっちの浜辺で遊びましょー！　変な生き物がいっぱいいるの。ヤドカリだってブリュンヒルデさんが教えてくれたんだ!!」

　言うだけ言うと、少年はヴァルトラウテの手を掴つかむ。

「えへへ。今日は僕の方がお兄ちゃんだなー」

「む」

　実際にはヴァルトラウテは外見上のサイズが小さくなっただけで、ワルキュリエとしての出力に変化はない。いくら何でも人間界の魂に守られるような状態には陥おちいっていないのだが、

「……、」

　小型ヴァルトラウテはわずかに目を逸そらしたまま、しかし少年に手を引かれるままに浜辺へと向かっていく。

　今日の少年の手はどこか力強く、温かい。

[image: ]
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　ヤドカリを指でつついて砂で作った山にトンネルを掘って流木の枝で浜に絵を描いて海水を舐なめ両目をバッテンにして浜辺に打ち上げられたクラゲを海に戻して……。

「（……うーむ。超健全なやり取りとしか表現できない）」

「（……普段なら総ツッコミなんだけど、あの見た目が並んでいると全く違和感を覚えないから困るわー）」

　長女ブリュンヒルデや美び貌ぼう女神フレイヤなどがそんな評価をしている事に、小型ヴァルトラウテや少年は気づいていない。

「ヴァルトラウテー」

「む？」

　砂山のトンネルの出入口を七つに増やし、内部で三段階層を構築していた小さなヴァルトラウテは、砂の中に手を突っ込んだまま少年の声を聞く。

「あのねー、こんなの拾ったの」

「何ぞ流木でも入手し……」

　慎重にトンネルから手を引っこ抜いた小型ヴァルトラウテは、そこでようやく少年の方へ振り返る。

　そして絶句した。

　少年が、一五〇センチオーバーの大剣を引きずっている。

　相当な重さのはずだが、何な故ぜだか華きや奢しやな少年でも持ち運びはできるらしい。

「何ぞその物々しい武装は!?」

「何かね、浜に流されてきていたの」

「……待てよ。この剣、どこかで見たような……」

　小型ヴァルトラウテは目を細め、大剣をじっと凝視する。

　そこで思い出した。

「ノートゥング……？　人間ジークフリートが使っていた対竜剣ではないか!!」

「にゃ？　ジークフリートさんって誰なの」

「人間ジークフリートは、私の姉、長女ブリュンヒルデの元夫……であるぞ。まあ厳密には長女ブリュンヒルデは今でも人間ジークフリート一ひと筋すじなのだが、色々あってな」

「はー。じゃあこれはひとまずブリュンヒルデさんに渡して、ジークフリートさんに返してもらわないとだね」

「待て待て待てい。人間ジークフリートはもういないというか……そもそも、それを持った者は人間界ミズガルズで最強の名声を得られるものぞ。その栄誉は惜おしくはないのか？」

　対竜剣ノートゥングは一度折れたものを作り直しているが、元を[image: たど]たどると主神オーディンが用意した大剣だ。人間界ミズガルズで最も優れた魂を見つけるため（そしてその人間をぶっ殺して戦死者エインヘルヤルの列に加えるため）に作られたのである。

　経緯はどうあれ、その剣を手にしている以上、現状の少年は悪竜の切断さえ可能な力を得られるはずなのだが、

「んー。でもこれはジークフリートさんの物だから、僕の力にはならないなー」

　一言でスッパリと言い切った。

　唖あ然ぜんとする小型ヴァルトラウテを尻しり目めに、少年は対竜剣ノートゥングを引きずりながら、うつ伏せになって日光浴をしている長女ブリュンヒルデの方へと走っていく。

（……ふむ。あの潔さに関しては、少しは評価できるというものぞ）

　と、何やら感心しているヴァルトラウテだったが、問題はこの後だった。

　長女ブリュンヒルデは人間ジークフリートＬＯＶＥな未亡人である（……まぁジークフリートが死んだ直接の原因は長女ブリュンヒルデにあるのだが）。

　よって、『思い出の品』を見つけて持ってきてくれた人間の少年に、四女ヴァルトラウテどころではない本気の感動をしてしまったらしく、




　長女ブリュンヒルデが少年の頭を撫なでた。




「……柄にもない事を。まあ、それだけ長女ブリュンヒルデも人間ジークフリートに未練を持っているという訳か」




　長女ブリュンヒルデが少年を抱き締めた。




「おいちょっとやり過ぎではないのか長女ブリュンヒルデ何というか汝なんじのキャラクターが崩壊しかけているのは流石さすがにまずいであろうぞ」




　長女ブリュンヒルデが少年の頭を大きな胸に埋うずめ、そのままゴロゴロと転がり始めた。




「テメェ調子乗るでないわ馬ば鹿か者め!!　どさくさに紛まぎれて水着回からブリュンヒルデ回にしようとするつもりだろう!!」

　ついに我が慢まんならなくなった四女ヴァルトラウテは、半ば暴走気味な滅雷の槍やりを片手にセクシー日光浴ゾーンへゆらりと近づいていく。

　と、そんな感じで楽しい水着回は過ぎていくのだが……。
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　終わりは唐とう突とつに訪れる。

　小型ヴァルトラウテは真相までは把握できずとも、どこかに予兆のようなものを感じ取ってはいたのだ。

　例えば対竜剣ノートゥング。

（……浜に流れ着いたとあの少年は言っていたが、そう都合良くやってくるものぞ？　そもそも、あの大剣はジグムント、ジークフリートと渡った後どうなった……？）

　そして気になる点がもう一つ。

（たとえ小数点以下のパーセントが重なり対竜剣ノートゥングが浜に流れ着いたとして、あの少年に持ち上げられるものぞ？　確かにあれは人間界の魂が扱う事を前提とした大剣だが、同時に最も優れた魂の調査を旨むねとしていたはず。……流石さすがに私も、あの少年と人間ジークフリートが同質の魂を持っているとまで身内贔びい屓きをするつもりはない。『あの少年が掴つかめた』のは何な故ぜぞ）

　小さくなったヴァルトラウテは、少年（と彼にえらく懐なついてしまった長女ブリュンヒルデ）を眺ながめながら呻うめき声を上げるが、答えは見つからない。そして答えが見つからないという事実が、徐々にだが確実な不安をワルキュリエへ染み込ませていく。

　何かが。

　起こりかけているのだ。







　そして同時期。

　天界アスガルドの一角にある泉の周辺には、ピリピリと突き刺すような緊張感が充満していた。

　殺意とも敵意とも違う、だが確実な負の感情の侵食。

　一番近いのは、この場にいない、形の見えないものに対する漠ばく然ぜんとした畏い怖ふか。

　人間が神族に抱いだくものとしてはありふれた精神の色彩だが、神族の心の内から湧わき出るものとしては極めて異色。

　運命を映す泉の前に佇たたずむのは悪神ロキと運命の女神ノルン。

　いいや、対たい峙じと表現するべきだろう。

　本来、ノルンという名前は特定の個人を差す言葉ではない。三人一組で様々な予言を行う女神の総称。つまりドワーフやエルフと似たような、種族としての意味合いが強い。

　とはいえ、この時代でノルンと言えばパッと思いつくのはこの三人組だ。

　過去神ウルズ、現代神ベルザンディ、未来神スクルド。

　三人で構成される運命の三女神ノルンには、今日も表情らしい表情は何もない。

「……そもそも、話の導入からおかしかった」

　悪神ロキはそう告げた。

「天界アスガルドと人間界ミズガルズの間では文明のレベルに大きな差がある。扱うルーンの完成度を見れば明らかだ。……だが、流石さすがに化学繊維だのスクール水着だのがポンポン出てくるほど破は綻たんはしていないぞ」

　現代神ベルザンディ、未来神スクルドは興味がないのか完全に無視。

　話題の時系列が関かかわるのか、過去神ウルズだけが悪神ロキに目をやっている。

「それが、どのような問題であると？」

「法則がねじれつつあるんじゃないか」

　悪神ロキはさっさと先に進める。

「あの少年の手によって、最終戦争ラグナロクの『発端』の一つが消えた。魔王スルトが剣を置き、巨大船ナグルファルの建造が凍結された時点でな。……だが、ラグナロクの『発端』は一つだけではない。一つの『発端』が潰つぶされれば、別の『発端』へ最終戦争ラグナロクの発生要因が一極集中していくはずだ。おっと、これは過去だけの話では済まされないぞ」

「了解いたしました。時系列の合致を認証、この現代神ベルザンディも応答いたしましょう」

「未来神スクルドもりょうかーい」

　思いっきり渋しぶ々しぶといった感じで、残る二人の女神が悪神ロキを見る。ちなみに過去神ウルズは元から嫌いや々いやムードだった。

「この現代神ベルザンディから要求いたします。『今』あなたが論じている問題の結論を発してください」

「未来神スクルドからもおねがーい。『この後』導き出されるであろう結論をさっさと教えちゃってー」

　台詞せりふと態度が完全に一致していない。

　全体的に気だるく否定的なムード満載の中、悪神ロキは楽しくなさそうな笑えみで言う。

「最終戦争ラグナロクの発生とその結末は、たとえ主神オーディンでも変えられない」

「それがー？」

「運命は神でもいじれないぐらいに強固だ。だが、今この時。最終戦争ラグナロクの『発端』が別の『発端』へと切り替わる瞬しゆん間かんだけ……運命は揺ゆらぐとは思わないか」

「……、」

「……、」

「……、」

　過去、現代、未来の全てが沈ちん黙もくした。

　いずれの時系列で回答するべきか判断できなくなっているのか。

「だからおかしな事が起きている。例えば、ワルキュリエ九人姉妹が揃そろいも揃って水着に着替えたり、聞き覚えのない文化の単語が羅ら列れつされたり、何の変へん哲てつもない人間の少年が対竜剣ノートゥングを手にしたり」

　悪神ロキは一人で続ける。

「今……と呼んでしまうと現代神ベルザンディへの配はい慮りよが足りないか。そう、『ここ』でのみ、因果や運命は通用しない。すでに答えの出ている問題に別の答えを差し込む事ができる。『ここ』は最終戦争ラグナロクどころの危機じゃないぞ。結末の決まりきった戦争と違って、本当の意味で、誰にも先が見えなくなっている。それは運命の三女神ノルンとて同じであるはずだ」

「……、」

「……、」

「……、」

「この九つの世界は間もなく崩壊するだろう。運命という川が決壊し、大規模な水害を起こそうとしている。その先に何が起こるのかは俺にも想像できん。大きな運命に縛しばられず、皆が独立したバラバラな動きをすると言えば聞こえは良いが……それは間近にいるのに誰とも繋つながれない、永遠の孤独を意味するものかもしれないのだしな」

「……、」

「……、」

「……、」

「俺はてっきり『全てを見渡す』三女神が九つの世界全体に小細工をしたものだと予想していたのだがね。こうして『手詰まり』になっているところを見ると、どうやら当てが外れたか。君達に不可能という事は、それよりマイナーな他のノルンにもできないという事。となると、同じ事ができそうな者に心当たりはあるかね？」

「それは」

　かろうじて答えたのは、過去神ウルズだ。

「自然発生的に歪ゆがむ運命は九つの世界全体へ広く浅く影響を及ぼしていたはず。そこへ作為的な変化を求めようとした場合、世界の一点に対する干渉ではなく、やはり九つの世界全体へ広く浅い干渉を行う必要性に迫せまられたはずです」

「……えらく長い手の持ち主であるようだな」

「可能性は一つと判断いたします」

　現代神ベルザンディが、今まさに進行中の出来事について述べる。

「九つの世界をくまなく支配する運命は、それを見渡す私達三姉妹にも干渉、制御はできません。それができる該がい当とう者は、おそらく一人だけと判断いたします」

「主神オーディンにもできない事を、一体誰が？」

「九つの世界」

　現代神ベルザンディは回答する。

「その世界そのものであれば、広く浅く拡散している運命全体を把握し、なおかつ必要な干渉をまとめて行う事もできるでしょう」

「……世界に意思があるなんて話は聞いた試しがないぞ」

「今は」

「そして未来もー」

「ですが過去では違うはず」

　過去神ウルズの言葉を聞いて、悪神ロキは顔をしかめた。

「……そういう事か」

　息を吐はく。

　導き出されたのは、最悪に近い答えだった。

「九つの世界は何から作られたか。過去神ウルズなら喜んで答えてくれるかな」

「大巨人ユミル。オーディン達はこの巨人を殺害し、血肉や骨を分解して各おの々おのの世界や生物を生み出しました。これにより彼は主神を名乗り、彼の一族はアース神族となり、スルトを中心とした者達は魔王や巨人と分類される事となりました」

「運命が揺ゆらいだ事で大巨人ユミルの意思が戻り、死からの復活を画策したか。あるいは、大巨人ユミルが復活を願ったからこそ、運命がここまで揺らいだか。重要なのはそこじゃない」

　悪神ロキは呟つぶやく。

「大巨人ユミルが復活するには、彼の体のパーツ全てが必要だ」

　続けて、彼はこう結論付けた。

「しかし彼の体はすでに九つの世界やそこに住む生命へと分配されている。それを『元の大巨人』へと戻そうとすれば……当然、九つの世界も、そこに住む全生命体も、跡形もなく消滅するぞ」
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　大巨人ユミルの復活が始まっていた。

　海が血の色に染まっていく。岸壁の岩場は白い歯や骨に、遠くに見える山々は肉の色へと変へん貌ぼうしていく。元あった形を思い出すように、当たり前のように踏ふみつけていたものの正体が何であったかを思い出させるように。

　その変化は地形だけに留とどまらない。

　あらゆる草木も、あらゆる動物も、そしてあらゆる人間も、竜や妖よう精せい、巨人といったものに至るまでその全てが。

　この九つの世界で生まれたという事自体が、逃のがれられぬ運命を示す。この九つの世界で生まれたというだけで、あらゆる物品・生命は終しゆう焉えんを決定づけられてしまう。滅亡と再興の過程でアース神族後の世界の物質を使ったムスペルヘイムやニフルヘイムも同様だ。

「ヴァル、トラウテ」

　少年は呟つぶやく。

　小さな体のまま、四女ヴァルトラウテは皮ひ膚ふの色をした浜辺に倒れていた。それは長女ブリュンヒルデや他の姉妹達も同じだった。

　大巨人ユミルの問題には、いくつかの例外があるはずだった。

　例えばアース神族。

　大巨人ユミルを殺して九つの世界を作った彼らは、ユミルが死ぬ前から存在した。彼らはユミルと関係ないところで生まれ、ユミルとは関係のない男女の営いとなみの中で子孫を育はぐくんできた。よって、大巨人ユミルの復活があったとしても、それに巻き込まれる事はない。

　だが。

　ワルキュリエとは神と人の双そう方ほうの事情を汲くんで形を変える存在である。発生の過程に人間が関かかわり、その人間が大巨人ユミルから作られている以上、元を辿たどると大巨人ユミルに関わってしまう。

「フレイヤちゃんも、そろそろヤバいぜ……」

　美び貌ぼう女神フレイヤは呻うめくように言う。

　周囲で起きている変化と自分の身に起こりつつある事から、大体の事を判断したのだろう。

　彼女はアース神族の一員だが、元々はヴァン神族……つまり巨人の一員だった。今はアース神族としての神性・属性でダメージを軽減させているが、本質的なところで『発生の過程』に大巨人ユミルが関わっている点までは完全否定できない。このままでは、いずれ他の生命体同様にユミルの体の一部にされてしまうだろう。

「まったく、最終戦争ラグナロクを一時的にでも回避できて、油断していたのかね。運命の三女神ノルンが反応しなかったのもまずかったかも。ここでまさかの大巨人ユミルと来たか。でも、確かに、運命が切り替わるこの瞬しゆん間かんは、狙ねらい目よね。『正しい運命』ではすでにどん詰まりになっちゃった連中にとっては……」

「ヴァルトラウテは？」

　この場で一番苦しい思いをしているのは、おそらく人間である少年だろう。

　大巨人ユミルの『発生の過程』をダイレクトに受け、なおかつ神性・属性に基づく防備も一切ない。

　並のワルキュリエでさえ、間接的に浴びただけで昏こん倒とうするほどのダメージ。それを直接まともに受けておいて、少年が真っ先に口に出したのは、

「ヴァルトラウテや他のみんなは、どうなっちゃったの？」

「……滅びの理由なんて聞いてもつまらないぜ少年。どのみち、理由を知ったってフレイヤちゃん達にはどうする事もできないんだから……」

　大巨人ユミルと一切関かかわりのない、純粋なアース神族が結集して問題の対処に当たれば何とかなるかもしれない。だがそれも実際には難しいか。アース神族そのものは無事でも、彼らを支えている天界アスガルドや世界樹ユグドラシルそのものが崩壊を始めている。自分の足元すら守れるかどうか怪しい状況で、他の世界にまで手を回している暇はないだろう。

「少年よ。女神に対する畏い敬けいがあるなら、私が倒れた後に穴を掘ってくれないかにゃ。美び貌ぼう女神としちゃ、この美しい体が別の物に変わっていくところを誰にも見られたくないの。はは、神が人にこんな事を言うのもあれだけど、頼むよ。私をきちんと埋めてくれ」

「……、」

　明確な命を持った血肉が脈動する。

　形を変えた地面から、数十メートル規模の巨大な何かが湧わき出てくる。

　大巨人ユミル。

　だがそれは完璧な肉体ではないのだろう。全体的に赤黒い体は鮮血に染まり、皮ひ膚ふすら張られていない事が窺うかがえる。あれはまだ核。あそこに九つの世界の全てがかき集められ、天を貫くほどの大巨人が完成する。

　逆に言えば。

　今ならば。

「……駄だ目めよ少年……」

　美貌女神のフレイヤが、砂浜に膝ひざをつきながら否定した。

「ヴァルトラウテの野郎がしゃべれないようだから、私が代わりに止めておく。駄目よ。いかに不完全とはいえ、あれは人間界で生まれた魂の手に負えるものじゃない」

「いいや」

　少年はキッパリと言った。

　そして、浜辺に落ちていた一本の大剣を掴つかみ上げる。

　長女ブリュンヒルデに渡していたはずの物。

　主神オーディンが用意し、さらに人の手で作り直した武装。

　そう。

　純粋なアース神族の長が用意した、純粋な神々の力が込められた対竜剣ノートゥング!!

「たとえ何があっても、ヴァルトラウテを死なせはしない……」

　その剣の柄つかを、少年は明確に力を込めて掴み直す。

　一五〇センチという、少年の身の丈よりもさらに巨大な剣を、今度こそ自分の意思で構える。

「僕は……」

　彼は決意する。

「僕は……!!」

　この場で唯ゆい一いつ、大巨人ユミルを殺害できる力を手にする覚悟を。

　どんな形であろうが、明確に命を持つ者へそれを向ける覚悟を。

　その手を血で染めてでも、最も大切な者を守ろうとする覚悟を。




「絶対に、この手でヴァルトラウテを守るんだ!!」




　確かに、それもまた一つの正義の形ではあるだろう。多くの英えい傑けつ達が掲げ、その覚悟を貫き、戦死者エインヘルヤルとなっていった事だろう。

　だが、この少年だけはその道を選んではいけないはずだった。

　武器を置く覚悟を示す事で、魔王スルトとの対話を実現し、最終戦争ラグナロクを一度は回避したはずの少年。その行い全てを否定してしまうようなものである。

　美び貌ぼう女神フレイヤは首を横に振ろうとしたが、もう力は残っていなかった。

　このままでは少年が動いてしまう。

　歪ゆがめられた運命に操あやつられる形で、歪められた運命であるからこそ。本来なら絶対に選ばないはずの、選んではいけないはずの選択肢を選び、これまで築いてきた全てを破壊してしまう。

　赤黒い肉の塊である大巨人ユミルは、どこか笑っているようだった。対竜剣ノートゥングは確かに脅きよう威いだが、それを持ってはいけない人間が持っているという事実が、運命の歪みを証明している。このまま順調に進めば、大巨人ユミルは元の形を取り戻せるのだ。

　その時だった。

　まさに少年が運命という道を『踏ふみ外す』一歩手前だった。




「おいおい。そいつは、君の役割じゃないだろう」




　野太い男の声が、歪ゆがんだ運命に響き渡った。

　少年の横から添えるように、太く大きな腕が対竜剣ノートゥングへと伸びる。

　あまりにもあっさりと、その大剣は取り上げられる。

　そうであるのが当然であるかのように。

　本来の運命に従うように。

　あるべき持ち主へと帰ったように。

　何な故ぜ、と。

　大巨人ユミルの塊が、蠢うごめいた。

「説明が必要かい」

　自らの血に濡ぬれる大巨人と違い、竜の返り血で真っ赤に染まっている大男は、対竜剣ノートゥングを構えて軽く呟つぶやいた。

「お前がそうして復活しているのと同様、俺という死者が復活しても何らおかしくはないだろ。運命の歪ゆがんだ『ここ』でだけなら。違うかよ、世界の材料さん」

　美び貌ぼう女神のフレイヤが、かすれた声でこう呟いた。

　英えい傑けつの名を。

　対竜剣ノートゥングの持ち主の名を。

「……ジーク、フリート……？」
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　その時、確かに運命は歪ゆがんでいただろう。

　人間ジークフリートは一五〇センチを超える対竜剣ノートゥングを片手で構え、こう告げたのだ。

[image: ]

「……ムキムキのマッチョにグロテスクな巨人と来たか。見慣れたラブコメはどこへやら、だな」

　何な故ぜ、と。

　赤黒い巨大な塊は震える。

「お前に罪はないよ。お前はただ主神オーディンに殺されただけだ。主神と呼ばれたがった馬ば鹿か者に、世界の材料とされただけだ。復活を願うのも当然の権利だろう。だからあの少年には任せたくなかったんだ。あの少年に任せるにしては、この結末と罪悪感は少々刺激が強過ぎる」

　何故、と。

　赤黒い巨大な塊は震える。

「俺もお前も等しく主神オーディンの策略で殺された、か。確かに、俺の場合もブリュンヒルデの独占によって天界の戦力を割さかれるのを嫌った主神オーディンに小細工された結果、そのブリュンヒルデの憎ぞう悪おによって背中を突かれた訳だしな。だがそれで傷の舐なめ合いをするつもりもない。生あい憎にく、俺にはそこまでの未練はないんだ」

　何故、と。

　赤黒い巨大な塊は震える。

「復活なんて望んでどうする。未練はないと言っただろう。少なくとも、ブリュンヒルデの笑え顔がおを奪うばってまで復活を願うほどの理由がないんだ。究極、彼女さえ笑ってくれていれば、自分の命の行方ゆくえなどどうでも良い。……正直、オーディンに私欲で殺された事よりも、お前が今までそこまで想える誰かと出会えなかった事の方がよほど悲劇だと俺は思うが、お前の方はどうかね。率直に聞こう。生きたいと思うのは勝手だが、生きて何をどうする？」

　何故ェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!

「そんな訳で」

　ヒュン、と人間ジークフリートは軽く大剣を振るう。

　それだけで、赤黒い巨人の放つ怒気や殺意すらも鋭えい利りに切断される。




「死後の世界は俺も見慣れている。帰りがてらに、ちょいと道案内してやるよ」




　大巨人ユミルへ一直線に落ちるのは対竜剣ノートゥング。

　それは挑戦者の剣。

　刃やいばに込められた属性は、『場を支配する王へ立ち向かう時』のみ圧倒的な切れ味を発はつ揮きする。
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　大巨人ユミルの核が両断された事で、運命の歪ゆがみも失われつつあった。最終戦争ラグナロクの『発端』から別の『発端』へ、スムーズな移行がされていく。

　その影響は、人間ジークフリートにも及ぶ。

　本来あるべき運命の中では、彼の命はすでに散っている。

　だがその大男に執しゆう着ちやく心はない。

　そうである事が正しいと宣言するかのように、彼の芯しんは決して揺ゆらがない。

「悪いが、これはお預けだ」

　人間ジークフリートは、対竜剣ノートゥングを手にしたまま、少年に向けてそう告げた。

「君には、これを振るうのとは別の道を進んでもらいたい。それが君のヴァルトラウテや俺のブリュンヒルデのためにもなるし、あの眼帯のヒゲに対する嫌いやがらせにもなるだろうからな」

「？」

「分からなければそれで良いんだ。二つの選択肢の価値を測れなくなる事、この剣の価値が分からなくなる事は、順調に運命が戻りつつある事の証明でもあるしな。俺が俺の道を行ったように、君も君の道を行けよ。それが君にとっての、最大の力を育てる最短の道となる」

　ニヤリと笑って、人間ジークフリートは言う。

「俺は力で強引に押し通すバトルもので神様に立ち向かってみたが、どうもこの方法じゃどうあがいたって人間の方が不利みたいだからな。おかげでこの通りくたばった。だが、君の方法ならアース神族の長にさえ拮きつ抗こうするかもしれないんだぜ」

「どういう事？」

「主神オーディンはバトルもので物事の順位付けをして安心しているのさ。自分が一番強いから自分が一番安全だってな。だからラブコメに持っていかれると対処できなくなる。恋愛力っていうの？　まー俺も苦手な分野だが、あのヒゲはもっと苦手だろうしな。くれぐれも、相手の土ど俵ひようで戦うなよ。守りたいものがあるなら、自分の土俵に相手を引っ張り上げろって事さ」

　ただ、と彼は呟つぶやく。

　未だに水着姿で浜辺に倒れ、意識の回復もしていない長女ブリュンヒルデに目をやったまま、

「君のその道の先には、君とヴァルトラウテ以外の運命も関かかわっている事を忘れないでくれ。手が空いた時で良い。ヴァルトラウテと予定が合わなかった時だけでも良い。たまには、『あの子』にも声をかけてやってくれ。あれもいい加減に、思い出以外の人間とも対話すべきだろうからな」




　そして、運命の切り替えが完了した。

　新たな最終戦争ラグナロクの、長い長いカウントダウンが設定される。




「ハッ!?　なんか色々あったはずなのに、小さくなった私の体が一向に元に戻らないのは何な故ぜであるぞ!?」

「そりゃアンタが小さくなったのは不死の林りん檎ごの食べ過ぎでしょ。小難しい話に何にも関かかわってないじゃん」

　相変わらず小さいヴァルトラウテの嘆なげきに、いつものヒラヒラ装束を纏まとった美び貌ぼう女神フレイヤが呆あきれたように声を放つ。

　ちなみにワルキュリエ姉妹の八人はすでに海岸にはいない。

　海水浴そのものが『不自然』だったようで、運命の切り替えが終わると、彼女達は早々に天界アスガルドへ帰ってしまったのだ。

　人間ジークフリートももういない。

　戦死者ジークフリートが、長女ブリュンヒルデの戦力として蓄たくわえられているだけだ。

　少年は小型ヴァルトラウテの鎧よろいを掴つかみながら、

「ねーねー」

「何ぞ」

「僕もそろそろ帰らないとお父さんに怒られちゃうよ」

「新婚旅行と言ったら泊まりがけではないのか!?」

「よせよせ。今その辺りに言及すると、また塞ふさがりかけた運命の傷口が開きかねないわよ。ぶっちゃけ、メタな発言は二週間ぐらい控えるように」

「むう」

　そんな事を言われてしまったらそれ以上の言及は不可能なのであった。小型ヴァルトラウテとしても、これ以上シリアスな空気を漂わせたくはない。

　小型ヴァルトラウテは白馬を呼び出し、その上にまたがった。少年の体を引っ張り上げ、自分の前の部分に座らせる。

「仕方がない。フレイヤ、私はこの少年を送ってこようぞ」

「りょーかい。……しっかし最後の最後でバトル系かよ。とんでもねー休暇だったな」

　美貌女神フレイヤの方も天界アスガルドへ帰還するため、ビフレストを使って必要以上にキラキラ輝きながら『存在』を粒りゆう子し状に変換していく。

　小型ヴァルトラウテと少年の方は、白馬を使って地上を移動していった。

　その途中、少年が言う。

「ヴァルトラウテー」

「何ぞ」

「ヴァルトラウテは、僕が死んだら哀かなしい？」

「ぬ」

　それがどういう意図に基づく質問か分からず、小型ヴァルトラウテは思わず呻うめいた。

　歪ゆがめられた運命の中での話だったはずだ。

　しかしそこで少年は相手を殺してでも大切な者を守るという選択を選び、そして同じく、大切な者を守るために復活の可能性を自ら封じた人間ジークフリートを見た。

　それらの経験が何を思わせたか。

　多くの人間の死を看み取とり、戦死者の魂を天界アスガルドへと連れていったワルキュリエでさえ、死という単語は簡単には扱えない。

　どこぞのヒゲのようにその単語を軽々しく扱えると思っている者は、おそらくその時点で途方もない馬ば鹿か者なのだろう。

「一つだけ教えてやろうぞ」

「なに？」

「命を賭として、死と引き換えの行動によって、誰かの命を守る事はできるわ。また、そういった美学も存在するだろう。多くの英えい傑けつの中には、そうした末路を自ら望む者さえいるのも事実ぞ」

「そうなんだ」

「だが」

「？」

「たとえどれだけ多くの者がその勇気ある行動に感動したところで、実際にそれで救われた命があったところで……そんな方法で救われた当の命だけは、必ず哀しみに暮れるものぞ。それは一つの答えで、揺ゆらぐ事などありえないわ」

　そうこうしている内に、少年の家までやってきた。

　すっかり日は暮れていたが、出迎えてくれた少年の両親は、小型ヴァルトラウテよりもまず巨大な白馬に驚いたようだった。そもそも天界産で、強きよう靭じんさは基より、ある種の気品まで備えている白馬である。

　こんなの乗り回しているなんてどこの貴族の関係者やねん、という心境なのかもしれないが、生あい憎にくとヴァルトラウテは神族である。

　そんな両親の想いなど露つゆ知しらず、小型ヴァルトラウテに地面へ降ろしてもらった少年は笑え顔がおでこんな事を言った。

「あのね、この人はヴァルトラウテ。僕のお嫁さんなんだー。さっき新婚旅行に行ってきたんだよ」

　そうかいそうかい、とにこやかに両親は答える。

　……どうも、近所の子供とのおままごとの一環だと判断されていそうな雰ふん囲い気きである。両親としては、問題は『こんな高貴なお方がこの近隣に住んでいたっけ？　遊ぶのは良いけど怪け我がとかさせてないよね』というところなのだろう。

「じゃあねー、ヴァルトラウテ。またお手紙書くからね」

「うむ」

　手をぶんぶん振る少年が家の中へと入っていくのを確認して、小型ヴァルトラウテも天界アスガルドへ帰還しようとする。

　その直前で、少年の父親がこんな事を言った。

「あの子と仲良くしてやってくださいね」

「了解した」

　と、不死の林りん檎ごの効力が切れたらしい。

　一〇歳前後の見た目だったヴァルトラウテが眩まばゆい光と共に、長身でグラマラスな美女へと変へん貌ぼうしていく。

　煩わずらわしいが、無視してビューティフルヴァルトラウテはこう付け足した。

「基より勝負の結果であるため揺ゆらがぬが、このワルキュリエの四女ヴァルトラウテが改めて承うけたまわった。生や死に関して未熟なれど、どのような形であれ、あの者の死に際まで寄り添う事をここに誓おうぞ」

　今度こそ。

　完璧に唖あ然ぜんとしている両親を置いてきぼりにして（というか彼らの感情の変化に気づいておらず）、ヴァルトラウテはビフレストの力を借りて『存在』をバラバラにしていく。

　夜空に不自然なオーロラを描えがく形で、ヴァルトラウテは帰還していった。
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「ふいー。まったくとんでもない旅行であったぞ」

　天界アスガルドの滑走路ビフレストへと戻ってきたヴァルトラウテは、白馬から降りながらそんな事を言う。

　三番滑走路は相変わらず女神達のたまり場になっていて、美び貌ぼう女神フレイヤが早速ヴァルトラウテに気づいてこんな事を言ってきた。

「おっ？　帰ってきたなこの野郎」

「うむ。散々であったが、途中でご両親へのご挨あい拶さつとやらを済ませられただけでも収穫ぞ。婚姻とはあの少年が得た勝利の恩恵であるからな。敗者としては、結婚とやらにも厳格に取り組まなくてはならないわ」

「もういちいち翻ほん訳やくしないよメンドイから。それよりさー」

「何ぞ」

「あの少年のパパが大人バージョンのアンタに見み惚とれたせいで、奥さんの猛攻撃が始まっちゃってんだけど」

「ええーっ!?　私あの少年の嫁だと宣言しているのに面倒臭くせぇー!!」







　たとえ婚姻が済んでも、最終戦争ラグナロクを乗り越えても、運命をちょっとねじ曲げちゃっても、幸せな結婚生活の提供を目指すヴァルトラウテの婚活は終わらない。

　当面の問題は一つ。

　諸般の事情で、姑しゆうとめさんがスゲェ恐ろしそうという事なのだ!!






　　　あとがき







　久しぶりの方は久しぶり、初めましての方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　という訳でまたもや新シリーズ。今回は雑誌連載向けのものとして構成してみたお話でございます。インデックスが科学と魔術、へヴィーオブジェクトが科学寄り、でもってヴァルトラウテは思いっきりファンタジー寄りですね。

　テーマは、楽しく学ぶ北ほく欧おう神話！　一見お馬ば鹿かな『勝負に勝ってワルキュリエを嫁にしよう』とかにもきちんとした意味があるんだぜ!!　とかいう狙ねらいの作品ですが、でも結局小説としての体裁を整えていく内にあれこれアレンジしてしまっているので、あくまでも『入り口』ぐらいに捉とらえていただければ幸いです。

『どこがどう実際の北欧神話と違うのか。アレンジする事によって何が得られたか』が分かるようになれば、ちょっと奥へ踏ふみ込んだようなものですぞ。

　神様視点で天界から人間界を眺ながめているワルキュリエをさらにもう一個上からの視点で眺める、という面倒臭くさい構成ですが、ヴァルトラウテと少年、どちらをヒロイン（？）に置くかによって、ターゲット層がガラリと変わるお話になったかな、と思います。

　皆様、初見ではどちら寄りでしたか？







　一話について。

　タイトル通り、モチーフはジャックと豆の木です。北欧神話ベースってご存知でした？　少年の名前が出てくるのはここだけだぜ。結構ムチャクチャな話だったと思いますが、実は北欧神話では女神やワルキュリエ、お姫様などに対し『男の方が勝手に』勝負を吹っかけて嫁に娶めとろうとする話が割とたくさん出てきます。

（大抵は女神フレイヤがターゲットで、アース神族の男神が雁がん首くび揃そろえてそれを阻そ止ししようとするようですが）

　かぐや姫の無理難題と似たような傾向なのですが、男神達が『女神フレイヤにプロポーズしてきた巨人むかつくから、隙すきあらばハンマーで頭砕くだいちまおうぜ』などと考えて本当に実行してしまう辺りが、『軍神オーディンのまとめる戦争中心の神話』らしいなーと思います。

　また、ワルキュリエを捕まえて嫁にしちまおうぜ！　といった話や、ワルキュリエに優しくしたら不思議なアイテムやルーンの知識もらっちゃったー！　みたいな話もあるので、どうも昔っからワルキュリエは『単なる神様の使い』ではなく、高たか嶺ねの花として認識はされていたようですね。

　人間に捕まった以上はひとまず嫁になる、という潔過ぎる神話上のお話を超曲解したところ、今回のような超勝負馬ば鹿かの設定が出来上がりました。







　二話について。

　一話で高い所へ上ったので今度は地下へ。ファンタジーなどで名前だけならお馴な染じみなドワーフの出てくるお話です。

　結婚した後は脱がしちまおうぜ!!　というとても分かりやすいテーマです。ただ、ワルキュリエの鎧よろいや装束にもそれなりに意味はありますので、それを『脱がす』というのもある種の象徴が盛り込まれています。この章の中で頭の羽飾りを賭かけの景品にされかけたヴァルトラウテが『これなくなったら私誰だか分からない人にならないか!?』とうろたえる辺りが分かりやすいかもしれません。ワルキュリエを象徴する記号の一つに『白鳥』というのがありますので、その名残なごりである羽飾りを失うと、文字通りキャラクターとしての大きな記号を失ってしまうのです。

　脱がせる脱がせると言ったって、単なるサービスネタとは違うのですよ。




　スーパールーンデュエルカードはもちろんギャグですが、でも人間の戦死者が天界に上っていくなら、やっぱり人間界の技術や文化が天界に流入してしまうような……？

　ドワーフの『呪のろい』については、まー刃物突きつけられたり代金踏ふみ倒されたり、そんなもん毎回やられてたらそうなるよね、という感じで。




　北ほく欧おう神話一の美び貌ぼうを持つ女神フレイヤの別名が『雌めす豚ぶた』というのを知ってコレダァァァー!!　と思ったのはここだけの秘密です。







　三話について。

　やっぱり北欧神話なのでラグナロク出したいよね、という訳でこんな話に。

　本編でもヴァルトラウテが言っているのですが、この話はあくまでもラブコメなので、何となくすごい事が起こりつつあるのは提示しつつ、実際のバトルシーンは極力省く努力を随ずい所しよに施ほどこしています。




　ヴァルトラウテが同系ワルキュリエ八人に勝利した切り札についてですが……一見ギャグっぽく見えつつ、神しん槍そうグングニルや雷らい槌ついミョルニルなどと同レベルのアイテムですので、むしろあれぐらいの破壊力があって然しかるべきかなと思っております。




　珍しく少年が奮ふん闘とうする話……のように見えるかもしれませんが、この少年は毎回命がけで異界に挑戦しているため、下へ手たするとインデックスに出てくる上かみ条じようやへヴィーオブジェクトに出てくるクウェンサーなどよりよほど勇ゆう敢かんなのかもしれません。しかもちゃんと結婚してるし。第一話のモチーフが示す通り、このお話のテーマは努力によって望むものを手に入れる事です。ギャグやラブコメの中に隠れた、少年の奮闘も感じていただければ幸いです。







　A.E.01について。

　雑誌掲載は三話までなので、この話は完全に文庫オリジナルです。

　明らかな外伝なので、ナンバリングについても敢あえて不統一にしています。

　水着回!!　そして最終戦争ラグナロク以上の脅きよう威い!!　……と、分かりやすいテーマを追求してみましたよ。




　キャラクターに関しては、さんざん出し惜おしみしていたブリュンヒルデとジークフリートのコンビを登場させました。

　ワルキュリエと人間の恋と言えば、切っても切れないキャラクターでしょう。

　シグルズとジークフリート、グラムとノートゥングなど、名称や設定については意図的に北ほく欧おう神話とワーグナー版をごちゃ混ぜにしているのでご注意を。

　作品内でのイメージは失恋カップルなのですが、その一言では表現できないぐらい壮そう絶ぜつかも？　この作品の中では、ブリュンヒルデは未だにジークフリートの『影』を文字通り抱かかえ続け、ジークフリートは終わった恋を笑って話せるような人物像にしています。




　この作品とそぐわないので戦闘シーンは大幅にカットしていますが、今回の決着自体はかなりシビアです。これもまた、外伝ならではという事で。何でも戦闘で片づける北欧神話ならむしろこちらの方がスタンダードっぽいですが、そのサイクルからはみ出る事ができなかったため、かつての人間ジークフリートは命を落とす羽目になった……という設定にしております。

　また、『運命が歪ゆがんでいる』今回に限り、いつもの少年には間違った方向へ全力で努力をさせてみました。

　レールが切り替わればああいうタイプのお話になる、という事で。

　少年はラブコメの軸にいて、ジークフリートはバトルものの軸にいるのです。




　運命は主神オーディンでも覆くつがえせない……というのは有名な話で、実際、ラグナロクではフェンリルに喰くわれると予言されていながら、それを回避できずにいます。また、運命の三女神ノルンはおろか、人間の巫み女この霊にさえオーディンは敬意を払うのだとか。神様のてっぺんにいる主神がわざわざ冥めい界かいニフルヘイムに降りてきて巫女の美人幽ゆう霊れいに相談する……とイメージするとユーモラスな絵え面づらが浮かびそうですが、それくらいオーディンは『運命』を重要視していた（あるいは、それを取り扱う者も含めて脅きよう威いを感じていた？）のかもしれませんね。

　となれば、最終戦争ラグナロクをも凌りよう駕がする文庫版の最終ステージは『運命』になるのかなと思ったのですが、いかがでしょう？







　イラストの凪なぎ良りようさん、担当の三み木きさん、そして読者の皆様に感謝をしつつ。

　では今回はこの辺りで。

　一ひと時ときの笑いと、北ほく欧おう神話への『入り口』となる事を願って。




　ヴァルトラウテの水着はお預けなのです


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

電線！　……どうも私の作品では不思議と登場の機会がなかったり。今回のヴァルトラウテでも登場しません。そんな感じで電線が全く出てこない小説ですが、どうぞよろしくお願いします。
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凪なぎ良りょう

バンダイナムコのゲーム『アルトネリコ』シリーズのキャラクターデザインをつとめる。電撃文庫では『シャープ・エッジ』『Ｆ』（著／坂入慎一）、『アプラクサスの夢』（著／高橋弥七郎）などを担当する。個人サークル『S.E.C』でも活動中。http://www.sec.or.tv/
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ヴァルトラウテさんの婚こん活かつ事じ情じょう








鎌かま池ち和かず馬ま
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